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2 安全のために必ずお守りください

安全のために必ずお守りください

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

絵表示について
取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただ
き、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろ
な絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次
の表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。



3安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください）
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安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください）

警告 
［使用方法］ 

［異常時の処置］ 

運転中に操作をしない 

走行中にテレビやビデオを見ない 

故障のまま使用しない 

異常のまま使用しない 

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する 

画面を長く見る必要がある複雑な機能は 、 自動車の 
運転中に操作をしないでください 。 前方不注意とな 
り交通事故の原因となります 。 操作は、 必ず安全な場 
所に車を停車させて行ってください 。 また運転中 、 画 
面を注視する時間は必要最低限としてください。 

運転者がテレビやビデオを見るときは 、 必ず安全な 
場所に車を停車させてください 。 走行中にテレビや 
ビデオを見ると前方不注意となり交通事故の原因と 
なります。 

画面が映らない 、 音が出ないなどの故障の状態で使 
用しないでください 。 必ずお買い上げの販売店にご 
相談ください 。 そのままご使用になると事故・火 
災・感電の原因となります。 

万一 、 煙が出る・変なにおいがする・内部に異物が 
入った・水がかかったなど異常が起こりましたら 、 
ただちに使用を中止し 、 必ずお買い上げの販売店に 
ご相談ください 。 そのままご使用になると事故・火 
災・感電の原因となります。 

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定容 
量のヒューズをご使用ください。規定容量以上 の 
ヒューズを使用すると、火災の原因となります。 

注意 
［使用方法］ 
モニター部にヒーターの熱などを当てない 

モニター部にエアコンのクーラーの冷気やヒーター 
の熱を当てないでください。そのままご使用になる 
と故障や火傷の原因となることがあります。 



4 本書の見かた

本書の見かた
本書の表記のしかた
表記 意味

ご注意
注意マーク
操作を行う状況において注意していただきたいことや、本製品の性能を維持するうえで注
意していただきたいことについて説明しています。
メモ
操作する上で注意すべきことやヒント、便利な使いかたなどについて説明します。

戻る タッチキーを表します。
例：戻るにタッチする

メニュー
ナビゲーション本体やリモコン、ステアリングリモコン（音声認識コントローラー）につ
いているボタンを表します。
例： メニューを押す

→斜体 参照していただきたい本文タイトルやページ、または他の説明書を導きます。
例：→「リンクを付ける」（P54）

つづく→ 続きマーク
右ページにおいて、操作手順が次ページに続く場合を表します。

本書で使っているイラストや画面例は、実際の製品と異なることがあります。
実際の製品の画面は、性能・機能改善のため、予告なく変更することがあります。
本書に記載している製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。

•
•
•
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8 ご使用前に知っておいていただきたいこと

ご使用前に知っておいていただきたいこと
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）

■ 安全走行のために
本機は、安全のため走行中にテレビやVTR
などの映像を見ることができないように
なっています。（走行中は、映像の上に以下
のようなメッセージが表示されます。）また、
一部のメニュー操作はできません。安全な
場所に停車してパーキングブレーキをかけ
てから、操作してください。
（例）テレビを見ようとしたとき

■ リアモニターについて
リアモニター出力に後部座席専用のモニ
ターを接続すれば、本機の映像を後部座席
でも楽しむことができます。リアモニター
出力は、パーキングブレーキのON/OFFに
関係なく映像が出力されます。リアモニター
出力に接続したリアモニターは、運転者が
走行中映像を見ることができる位置には、
設置しないでください。
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10 オーディオ基本操作

オーディオ基本操作
オーディオの基本操作について説明します。

基本操作
本機はタッチパネルとリモコンのどちらで
も操作することができます。

タッチパネルで操作するときは、画面上の
タッチキー（マークや項目など）にタッチ
します。

リモコンで操作するときは、ユニバーサル
パッドの上下左右に触れることで操作し、
画面上の項目を選んで 決定 を押します。

本書では、タッチキーでの操作を基本に
説明していますが、リモコンでも同様の
操作を行うことができます。
リモコン操作がタッチキーの操作と異な
る場合は、「リモコン操作：○○」で表記
しています。

•

•

■ タッチ操作とリモコン操作の違
いについて
画面上に表示されるタッチキーのうち、銀
色で表示されているキーはリモコンで選ぶ
ことはできません。その場合は次のボタン
を押して操作します。

タッチキー リモコンボタン

メニュー

戻る

  ユニバーサルパッド上 /下

  〈〈別ルート   渋　滞 〉〉

■ オーディオコントローラーの操
作について（AVIC-VH009MD/
VH009/XH009）
オーディオコントローラーは、以下のよう
に操作します。

AVIC-VH009MD
AVIC-VH009

AVIC-XH009

チャンネルやトラックの送り、リストの
上下などが行えます。

AVメニューの操作
AVメニューとは、オーディオや映像に関
する設定や各機能の操作を行うためのメ
ニューです。

1  AVソース画面（→P13）で
メニューを押す
ソースがONの状態で メニュー を押します。

▼
AVメニューが表示されます。

2  操作したい項目にタッチする

ソースメニュー
※ソースメニューの内容は、ソースごとに
異なります。詳しくは、各ソースの説明
ページをご覧ください。
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AV初期設定
オーディオ設定 オーディオ設定画面を表示

する（→ P94）
※AVIC-VH009MD/VH009
の場合のみ表示されます。

システム設定 システム設定画面を表示する
AVIC-VH009MD/VH009
（→P116）
AVIC-XH009/H009（ →
P121）

スケジューラー スケジューラー画面を表示
する（→ P126）
※AVIC-H009の場合は表示
されません。

メニューを閉じるには、戻るにタッチす
るかリモコンの 戻る または メニュー を押
します。

•

リスト操作
再生中などに表示されるリスト画面の操作
について説明します。

■ 基本的なリストの操作

1行送り
リストを上下に1行移動します。
タッチ操作 ＞　 ＜にタッチする
リモコン操作 ユニバーサルパッドを上 / 下

に操作する

ページ送り
一画面ずつ移動します。
タッチ操作  ＞＞、 ＞

＞

にタッチする
リモコン操作 〈〈別ルート、 渋滞〉〉を押す

タブ送り
タブ付きリストでは、選んだタブのリストに
切り替わります。
タッチ操作 タブ（例：プレイリスト）にタッ

チする
リモコン操作 ユニバーサルパッドを左 / 右

に操作する

■ サイドメニューの操作

▼

サイドメニュー
＞が表示されているときは、サイドメニュー
を表示できます。サイドメニューでは、リス
トの全選択や全解除などの操作をすること
ができます。
タッチ操作 ＞にタッチする
リモコン操作 ユニバーサルパッドを右に操

作する

サイドメニューを閉じるには、＜にタッ
チするかユニバーサルパッドを左に操作
します。

•

■ チェックリストの操作

チェックリストでは、項目にタッチすると
「 」（チェックマーク）が表示され、選択中
であることを示します。もう一度項目にタッ
チすると「 」が消え、選択が解除されます。
またチェックリストでは、サイドメニューを
表示できるものがあり、サイドメニューから、  
全選択、全解除を操作することもできます。
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AVソースの切り替えかた
CD、ミュージックサーバー、DVDなどの音源や映像のことをソースと呼びます。

ナビゲーション画面のときにソースを
切り替えると音声のみ切り替わります。
NAVI/AV を押すとAVソース画面に切り
替えることができます。
接続していないソースや、再生の準備がで
きていないソースには切り替わりません。
切り替えられるソースは機種ごとに異な
ります。以下を参照してください。

•

•

•

ソースを切り替える
ソースの切り替えは、 SRC で行う方法と、
ソース選択画面から行う方法があります。

■ SRC ボタンで切り替える

1  SRC を押す
AVIC-VH009MD/VH009

SRC を押すごとに、以下のように切り
替わります。
CD/ROM/DVD-V/DivX → MSV（ミュー
ジックサーバー）→MD（AVIC-VH009MD）
→ FM→AM→ TV→DTV（地上デジタル
TV）→ iPod→M-CD（マルチCD)→ VTR
→ AUX1 → AUX2 → EXT1 → EXT2 → 
元に戻る

「システム設定」の「AV入力設定」（→
P117）でVTRをONにしないと、VTR
に切り替わりません。
「システム設定」の「AV入力設定」（→
P117）でAUX1（ライン）またはAUX2
（IP-BUS）を ONにしないと、AUX1 ま
たはAUX2に切り替わりません。
EXT1、EXT2は、マルチCDプレーヤー、
iPodアダプター、地上デジタルTVチュー
ナー以外の IPバス機器（エクスターナル
ユニット）のためのソースです。本機では、
2台のエクスターナルユニットをコント
ロールすることができます（→ P89）。

•

•

•

AVIC-XH009
SRC を押すごとに、以下のように切り
替わります。
CD/ROM/DVD-V/DivX →MSV（ミュー
ジックサーバー）→ TV→ DTV（地上デジ
タルTV）→VTR→AUX→ 元に戻る
「システム設定」の「AV入力設定」（→
P122）でVTRをONにしないと、VTR
に切り替わりません。
「システム設定」の「AV入力設定」（→
P122）でAUXをONにしないと、AUX
に切り替わりません。

•

•

AVIC-H009
SOURCEを押すごとに、以下のように切
り替わります。
CD/ROM/DVD-V/DivX →MSV（ミュー
ジックサーバー）→TVモニターのソース→ 
元に戻る

詳しくは、TVモニターに付属の『取扱
説明書』をご覧ください。
•

リビングキット
リビングキットでは、 SRC を押すごと
に、以下のように切り替わります。
MSV（ミュージックサーバー）→AnyMusic
→ AUX→ 元に戻る

AVソースの切り替えかた
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■ AVソース選択画面で切り替える
AVソース選択画面を表示して、ソースを
直接選ぶことができます。

1  S. MENU（AVIC-VH009MD/VH009/
XH009）を押すか、AVソース画面
でソース名にタッチする
ソース名

2  お好みのソースにタッチする
（画面例：AVIC-VH009MD）

▼
選んだソースに切り替わります。

AVIC-VH009MD/VH009の場合、S.MENU
を長く押しても「TI（交通情報）」に切
り替えることができます。

•

ソースをOFFにする
1  SRC を1秒以上押す
リモコン操作： SOURCE を１秒以上押す

ソースがOFFになります。
もう一度 SRC を押すと、OFFにする前の
AVソース画面に戻ります。

AVソース選択画面でOFFにタッチしても、
ソースをOFFにすることができます。
リビングキットでは、SRC を長く押します。

•

•

AVソースの切り替えかた
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画面の切り替えかた
AVソース画面の切り替えかたについて説明します。

AVソース画面とナビ画面
を切り替える
ソースの音声はそのままで、画面だけナビ
ゲーション画面とAVソース画面を切り替
えることができます。

1  NAVI/AV を押す
NAVI/AV を押すごとに、以下のように映
像が切り替わります。
ナビゲーション画面

▲
▼

AVソース画面

AVIC-H009 の場合は、モニター側の
V.ADJUST でも切り替えることができ
ます。

•

AVソース画面を切り替える
AVソース画面の表示方法を切り替えるこ
とができます。

MSV（ミュージックサーバー）のAVソー
ス画面の表示方法切り替えについては、
「表示画面を切り替える」（→ P49）を参
照してください。

•

1  AVソース画面でビューにタッ
チする
タッチするごとに、画面表示が以下のよ
うに切り替わります。
通常リスト画面

▼
リストオフ画面

▼
オールオフ画面

リストオフ画面およびオールオフ画面の
ときに画面にタッチすると、通常リスト
画面に戻ります。
テレビ、DVD、DivX、VTR、DTVのと
きは、映像画面に切り替わります。元の
画面を表示させるときは、映像画面にタッ
チします。

•

•

画面の切り替えかた画面の切り替えかた
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放送受信
放送の受信
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009） ...........16
テレビやラジオの放送を受信する ..........................16
プリセットの種類を選ぶ .....................................16
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いろいろなテレビ・ラジオ操作のしかた ................17
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交通情報を聞く
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16 放送の受信

放送の受信（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）

テレビやラジオの受信のしかたを説明します。

テレビやラジオの放送を
受信する
ご注意
テレビ映像は、停車中でパーキングブレーキ
がかかっているときに見ることができます。
走行中は安全のために、テレビ映像は表示さ
れません。

地上デジタルテレビジョン放送を受信す
るには、別売のパイオニア製地上デジタ
ルTVチューナーが必要です。→「地上デ
ジタル TV チューナーの操作のしかた」（→
P78）
「AVIC-XH009」にラジオの受信機能は
ありません。

•

•

1  SRC を押してソースをTV
またはFM、AMにする（→
P12）
AVソース画面が表示され、前回受信し
ていた放送局を受信します。

テレビのリスト画面は約８秒で消えます。
もう一度リスト画面を表示したいときは、
画面にタッチします。
映像がナビゲーション画面のときに、ソー
スをテレビやラジオにした場合は、音声
のみ切り替わります。 NAVI/AV を押す
とAVソース画面に切り替わります。（→
P14）
AVソース選択画面からソースを選ぶこ
ともできます。（→ P12）
受信をやめるには、ソースをOFFにしま
す。（→ P13）

•

•

•

•

2  受信したい放送局にタッチする

•

オーディオコントローラーで操作する場合：
 リストの放送局順に送る

チャンネルまたは周波数を順
に送る

（倒し続ける）
受信できる放送局を自動的に
探す（SEEK）

放送局がリスト表示されていても、現在
地の環境や電波状況によっては、受信で
きない場合があります。
トンネル内や山かげ、ビルの谷間など、
電波がさえぎられやすい場所、電波の弱
い地域では、受信状態が悪くなる場合が
あります。
ステレオ放送を受信した場合は［STEREO］
が表示され、音声多重放送を受信した場
合は［BILINGUAL］が表示されます。

•

•

•

■ プリセットの種類を選ぶ
ユーザーが記憶させた放送局（ユーザープ
リセット）を呼び出すか、ハードディスクに
記憶されている自車位置付近の放送局（エ
リアプリセット）を呼び出すかを選びます。

1  ユーザープリセットまたはエリ
アプリセットにタッチする

エリアプリセットでは、放送局の周波数
（チャンネル）変更が行なわれた場合には、
受信できない場合や受信した放送局が表
示と異なる場合があります。
ユニバーサルパッドを左右に操作して、
切り替えることもできます。

•

•
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■ 放送局の手動記憶
ユーザープリセットメモリーに、テレビは
TV1とTV2に各12局、ラジオはFM1と
FM2、AM1、AM2に各6局まで、手動で
記憶させることができます（マニュアルプ
リセット）。

1  ユーザープリセットにタッチする

2  ▲ / ▼ を押して記憶させた
い放送局を選ぶ

3  記憶させたいリストのプリセッ
トの枠に2秒以上タッチする

▼
現在受信中の放送局が、選んだプリセッ
トに記憶されます。

いろいろなテレビ・ラジオ
操作のしかた
基本操作以外の機能を使うには、AVメ
ニューを表示させてから操作します。

1  メニュー を押す
ソースごとのAVメニューが表示されます。

2  機能にタッチする

テレビ

ラジオ

■ バンドを切り替える
本機ではソースごとに２つのバンドがあり、
それぞれのバンドごとにメモリーを使い分
けることができます。

1  AVメニューでBANDにタッ
チする
タッチするごとに、以下のように切り替
わります。

テレビ（各１２局）
TV1↔TV2

ラジオ（各6局）
FM1↔FM2
AM1↔AM2

リモコンの BAND/ESC を押して、バンド
を切り替えることもできます。
•

■ 放送局の自動記憶
受信状態の良い放送局をユーザープリセッ
トメモリーに自動的に記憶させることがで
きます。

1  AVメニューでBSSM（テレ
ビ）、または BSM（ラジオ）
に2秒以上タッチする

▼

中止にタッチすると、自動記憶を中止し
ます。

▼ つづく→
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自動記憶が完了すると、ユーザープリセッ
トに放送局が記憶されます。

「AVIC-XH009」では、リモコンの BSSM/決定

を長く押しても同じ操作が行えます。
受信状態の良い放送局が記憶可能数より
少ない場合は、前の記憶が残る場合があ
ります。

•

•

■ 音声多重の切り替え（テレビ）
音声多重放送を受信しているときは、主音
声と副音声を切り替えることができます。

音声多重放送の場合は、一般的に主音声
を日本語、副音声を外国語で放送してい
ますが、逆の場合もあります。

•

1  AVメニュー（→Ｐ17）で音声
多重にタッチする
タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
MAIN→ SUB→MAIN＋ SUB→元に
戻る
MAIN 主音声（日本語）
SUB 副音声（外国語）
MAIN＋ SUB 主・副音声

（日本語＋外国語）

「MAIN＋ SUB」の場合、左側スピーカー
より主音声、右側スピーカーより副音声
が出力されます。

•

■ リストの切り替え（テレビ）
表示されるリストの大小を選ぶことができ
ます。

1  AVメニュー（→Ｐ17）でリス
ト小にタッチする

▼

すでにリスト小で画面表示されている場
合は、タッチキーがリスト大となります。
走行中は、リストの大小の設定に関係な
くリスト大で表示されます。

•

•
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交通情報を聞く（AVIC-VH009MD/VH009）

幹線道路などで放送されているAMの交通情報の受信のしかたを説明します。

交通情報を受信する
1  S. MENUを長く押す

▼

交通情報画面が表示され、前回聞いた周
波数の交通情報を受信します。

AVソース選択画面（→ P13）で TI にタッ
チして、交通情報を受信することもでき
ます。

•

2  オーディオコントローラーを左
右（ ）に倒して周波数を切
り替える

1620kHz にするとき
 1629kHz にするとき

交通情報を受信しているときに、音量を
調整すると、交通情報用の音量として設
定することができます。別のソースに切
り替えて音量を調整しても、次に交通情
報を受信するときは、前回設定した音量
で聞くことができます。
受信をやめるには、ソースをOFFにしま
す。（→ P13）

•

•

交通情報を聞く（AVIC-VH009MD/VH009）





21

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
ディ
ス
ク

映
像
ディ
ス
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
機
器

オ
ー
ディ
オ
設
定

シ
ス
テ
ム
設
定

そ
の
他
の
機
能

付　

録

音楽ディスク
音楽ディスクの再生 ......................................22
再生する ................................................................... 22
再生画面について ............................................... 22
再生を一時停止する ........................................... 23
詳細情報を表示する（MP3） ........................... 24

いろいろな再生操作のしかた ................................. 24
リピート再生 ....................................................... 24
ランダム再生 ....................................................... 25
スキャン再生 ....................................................... 25
サーチモードの切り替え .................................... 26
ミックスCD内のデータ形式の切り替え .......... 26



22 音楽ディスクの再生

音楽ディスクの再生
CD、ROM（WMA/MP3/AAC）、MDの基本的な再生のしかたを説明します。

再生する
再生できるディスクについては「再生でき
るディスクの種類」（→ P142）を参照して
ください。
MDは、「AVIC-VH009MD」のみ再生
できます。

•

•

1  ディスクを挿入する（→『スター
トブック』）
自動的に再生が始まります。

すでに再生したいディスクが挿入されて
いる場合は、ソースを切り替えてくださ
い。（→ P12）
ディスクの判別などを行うため、再生ま
でに時間がかかります。
再生を中止するには、ソースをOFFにし
ます。（→ P13）

•

•

•

2  聴きたい曲にタッチする

オーディオコントローラーで操作する場合：
 フォルダー操作（ROMのみ）

トラック /ファイル操作

（倒し続ける）
早戻し /早送り

早戻し / 早送りの動作は、10曲飛びに
選曲する「ラフサーチ」に切り替えるこ
ともできます。（→ P26）

•

■再生画面について

CD（通常再生中）

トラックNo.
ディスクタイトル トラックタイトル

アーティスト名

再生中のトラックの
経過時間

再生中の曲

CD→MSV（録音中）
録音プログレスバー

録音表示
録音済み曲数

再生中の曲

録音していないCDを再生すると、自動
的にミュージックサーバー（MSV）への
録音が開始されます。全ての曲の録音が
終わると通常再生に切り替わります。
全ての曲の録音が完了するまで、選曲操
作や特殊再生（ランダム再生など）は
できません。選曲操作が必要な場合は、
　　7�RECにタッチするかリモコンの を
押して録音を中止してください。
内蔵の Gracenote 音楽認識サービス
（CDDB）から情報が取得できた場合は、
ソースプレートにタイトルやアーティス
ト名が表示されます。
ミュージックサーバーへの録音およびタ
イトル表示については「ミュージックサー
バーに録音する」（→ P43）を参照してく
ださい。

•

•

•

•
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ROM（WMA/MP3/AAC)

トラックNo.
フォルダーNo. トラックタイトル

アーティスト名

再生中のトラックの経過時間
フォルダータイトル ビットレート

MP3 は ID3 Tag（→ P146）からタイ
トル情報を取得できた場合、ソースプレー
トにタイトルやアーティスト名が表示さ
れます。
フォルダータイトルやトラックタイトル、
アーティスト名は全角 16 文字（半角
32文字）の表示ができます。
MP3は、タイトル情報を取得できなかっ
た場合、フォルダー名がフォルダータイ
トル、ファイル名がトラックタイトルと
してソースプレートに表示されます。アー
ティスト名は表示されません。
WMA/AAC は、フォルダー名がフォル
ダータイトル、ファイル名がトラックタ
イトルとして表示されます。
WMAの時にタグの Author 情報があっ
た場合、アーティスト名として表示します。
 にタッチすると、選んだフォルダー内
の情報を表示します。
 上へにタッチすると、上位階層のフォル
ダー内の情報を表示します。
音楽データ（CD）とWMA/MP3/AAC
形式のデータが混在したディスクを挿入
した場合、最初に音楽データ（CD）が再
生されます。WMA/MP3/AAC ファイ
ルを再生するには「ミックス CD 内のデー
タ形式の切り替え」（→ P26）を参照して
ください。

•

•

•

•

•

•

•

•

MD

トラックNo.
ディスクタイトル トラックタイトル

MDLP

再生中のトラックの
経過時間

再生中の曲

表示できる文字数に制限があるため、取
得したタイトルが長い場合、全て表示で
きない場合があります。また、半角、全
角の混在は表示できません。
タイトルが記憶されていない場合は、［No 
Title］と表示されます。
 トラックリストにタッチすると、MDに
録音されている全ての曲をリスト表示し
ます（再生中の曲を先頭）。
 グループリストにタッチすると、グルー
プリストを表示します。

•

•

•

•

MDLPについて
本機はMDLPに対応しています。長時間録
音されているMDも再生することができます。

■再生を一時停止する

1  再生中の曲にタッチする
ポップアップメニューが表示されます。

2  ポーズ /再生にタッチする

▼
ディスクの再生が一時停止します。
ポーズ /再生にもう一度タッチすると、
再生を再開することができます。
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■詳細情報を表示する（MP3）
MP3では現在再生中の曲の詳細情報を見
ることができます。

1  再生中の曲にタッチする
ポップアップメニューが表示されます。

2  詳細情報にタッチする

▼

ID3 Tag の情報がある場合には、現在
再生中の曲の詳細情報（ディスク名、ト
ラック名、フォルダー名、ファイル名、
アーティスト名、ジャンル名、発売年）
が表示されます。
戻るにタッチすると元の画面に戻ります。

いろいろな再生操作のしかた
基本操作以外の機能を使うには、AV メ
ニューを表示させてから操作します。

1  メニュー を押す
ソースごとのAVメニューが表示されます。

2  機能にタッチする

CD録音中は、操作できません。•

CD

ROM（WMA/MP3/AAC）

MD

■リピート再生
指定した範囲を繰り返して再生します。

1  AVメニューでリピートにタッチ
する

タッチするごとに、リピートの範囲が以
下のように切り替わります。

CD
DISC REPEAT←→TRACK REPEAT
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ROM（WMA/MP3/AAC）
DISC REPEAT → TRACK REPEAT
→FOLDER REPEAT→ 元に戻る
DISC 
REPEAT

通常の再生状態です。再生中の
ディスクを繰り返します。

TRACK 
REPEAT

再生中のトラック（曲）を繰り返
します。

FOLDER 
REPEAT

再生中のフォルダーを繰り返しま
す（WMA/MP3/AACのみ）。

MD
DISC REPEAT → TRACK REPEAT
→GROUP REPEAT→ 元に戻る
DISC 
REPEAT

通常の再生状態です。再生中の
ディスクを繰り返します。

TRACK 
REPEAT

再生中のトラック（曲）を繰り返
します。

GROUP 
REPEAT

再生中のグループを繰り返します。
（グループ指定してあるMDのみ）

リピート再生中にリピートの範囲を越え
る操作（TRACK REPEAT 中の選曲操
作など）を行うと、リピートの範囲が変
更される場合があります。
通常再生であるDISC REPEATは、ソー
スプレートに表示されません。

•

•

■ランダム再生
選んだリピートの範囲内で、曲順を変えて
再生することができます。

1  AVメニューでランダムにタッ
チする

タッチするごとに、ランダム再生のON/
OFF が切り替わります。

リピートの範囲が TRACK REPEAT の
場合、ランダム再生をONにすると、リ
ピートの範囲はそれぞれ以下のように自
動的に切り替わります。
CD DISC REPEAT
WMA/MP3/AAC FOLDER REPEAT
MD GROUP REPEAT
グループ指定していないMDは DISC 
REPEATにします。
ランダム再生中にその他の再生操作（リ
ピート再生、スキャン再生など）を行うと、
ランダム再生が中止される場合があり
ます。

•

•

•

■スキャン再生
選んだリピートの範囲内で、ディスク内の
各曲の演奏開始部分や、各フォルダー /グ
ループ内の1曲目の演奏開始部分を、約
10秒間ずつ聴くことができます。聴きたい
曲やフォルダー、グループを探すときに使
います。

1  リピート範囲を以下のように指
定する

聴きたい曲を探すとき
再生中のディスク（CD）、フォルダー（WMA/
MP3/AAC）、グループ（MD）内の各曲の
演奏開始部分を、約10秒間ずつ再生します。
リピートの範囲を以下のように指定します。
CD DISC REPEAT
WMA/MP3/AAC FOLDER REPEAT
MD GROUP REPEAT

リピートの範囲が TRACK REPEAT の
場合、スキャン再生をONにすると、リ
ピートの範囲はそれぞれ上記のリピート
範囲に切り替わります。
グループ指定していないMDは、DISC 
REPEATにします。

•

•

聴きたいフォルダー（WMA/MP3/AAC）、
グループ（MD）を探すとき
ディスク内の全フォルダー /グループの1
曲目だけの演奏開始部分を、約10秒間ず
つ再生します。
リピートの範囲をDISC REPEATに指定し
ます。

つづく→
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2  AVメニューでスキャンにタッチ
する

タッチするごとに、スキャン再生のON/
OFF が切り替わります。

スキャン再生を始めた曲まで戻ると、ス
キャン再生は解除されます。
•

3  聴きたい曲またはフォルダー /
グループが再生されたら、もう
一度スキャンにタッチする
スキャン再生がOFF になり、選んだ曲
またはフォルダー /グループが再生され
ます。

スキャン再生中にその他の再生（リピー
ト再生、ランダム再生など）やリピート
の範囲を越える操作（フォルダーの切り
替えなど）を行うと、スキャン再生が中
止される場合があります。

•

■サーチモードの切り替え
オーディオコントローラーを左右（ ）に倒
し続けたときに、早送り/早戻しにするか、
10曲飛びに選曲するラフサーチにするかを
選ぶことができます。

1  AVメニュー（→Ｐ24）でサーチ
モードにタッチする

  

2  設定するサーチモードにタッチ
する

FF/REV 早送り /早戻しになります。
ラフサーチ ラフサーチになります。

■ミックスCD内のデータ形式の
切り替え
音楽データ（CD）とWMA/MP3/AACデー
タ（ROM）とDivXのデータが混在してい
るディスク（ミックスCD）の場合に形式を
切り替えます。

1  AVメニュー（→Ｐ24）でCD
切替またはROM切替または
DivX切替にタッチする

再生するデータ形式が切り替わります。
　

音楽データ側に記録された文字情報は表
示されません。
リモコンの BAND/ESC を押して切り替え
ることもできます。

•

•
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映像ディスクの再生
DVDビデオ、DivX などの基本的な再生のしかたについて説明します。

再生する
ご注意
停車中でパーキングブレーキがかかっていると
きに、モニターで映像を見ることができます。
走行中は安全のためにモニターには、映像は
表示されません。

再生できるディスクについては「再生でき
るディスクの種類」（→ P142）を参照して
ください。

•

1  ディスクを挿入する（→『スター
トブック』）
自動的に再生が始まります。

すでに再生したいディスクが挿入され
ている場合は、ソースを切り替えてくだ
さい。（→ P12）
DVDによっては、ディスクメニューが
表示されて自動的に再生が開始されない
場合があります。その場合は、ディスク
メニューをタッチで操作して再生してく
ださい。→「ディスクメニューの操作（DVD）」
（P29）
オートプレイの設定をONにすると、タ
イトル順に自動的に再生することができ
ます。→「オートプレイ」（P38）
DVDの録音レベルは他のソースより低
いため、他のソースからDVDに切り替
えると、音が小さく感じられる場合があ
ります。AVIC-VH009MD/VH009 で
は、ソースレベルアジャスターでソース
ごとの音量の違いをそろえることができ
ます（→ P95, 102）。
再生を中止するには、ソースをOFFにし
ます。（→ P13）

•

•

•

•

•

•

操作タッチキーの表示の
しかた
ディスクの操作をタッチパネルで行うとき
は、操作タッチキーを表示して操作します。

1  再生中に画面にタッチする
▼

リモコンの 決定 を押しても操作タッチ
キーを表示することができます。ビューに
タッチするか、リモコンの ビュー を押すと
操作タッチキーは消えます。

•

■DVDビデオの操作タッチキー
DVDビデオの操作タッチキーは２ページあ
ります。
操作タッチキーに表示される次ページ＞＞
または　＜＜前ページにタッチして表示を切
り替えます。

DVDビデオ操作タッチキー1（１ページ目）
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DVDビデオ操作タッチキー2（２ページ目）

■DivXの操作タッチキー
DivXの操作タッチキーは２ページあります。
操作タッチキーに表示される次ページ＞＞
または　＜＜前ページにタッチして表示を切
り替えます。

DivX操作タッチキー1（１ページ目）

DivX操作タッチキー2（２ページ目）

ディスクメニューの操作
（DVD）
ディスクメニューは、ディスクにあらかじ
め記録されているメニューのことで、表
示されるメニューや操作方法は、再生する
ディスクによって異なります。

1  トップメニューまたはメニュー
にタッチする

 リモコンの TOP.M または MENU を押し
た場合も、ディスク特有のメニューが表
示されます。

•

2  画面にタッチして操作する

リモコンのユニバーサルパッドで操作する
こともできます。
 ビューにタッチ するか、リモコンの ビュー

を押すと操作タッチキーを表示して操作
することもできます。
 ビューにタッチ するか、リモコンの ビュー

を押すと操作タッチキーは消えます。

•

•

•
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ディスクの再生操作
ここで説明されている各機能は、ディスク
や再生位置によって、 （禁止マーク）が
表示され、操作できない場合があります。

•

■チャプターを進める /戻す
チャプターを前後に送ったり、早送り /
早戻しをすることができます。

1  操作タッチキー１（→P28）の
�4 または �¢ にタッチする

 でも操作できます。
 �4 /�¢ にタッチし続けるか に倒し
続けると、早戻し /早送りの動作となりま
す。約5秒以上操作し続けると、早送り
/早戻しのままになります。通常の再生に
戻すには �4 /�¢ または�6 にタッチし
ます。
リモコンのスケールレバーを 広域▶/II 側
に倒しても通常再生に戻ることができ
ます。

•
•

•

■タイトルを進める /戻す
タイトルを順に進めたり、戻したりすること
ができます。

1  オーディオコントローラーを上
下（ ）に倒す
操作タッチキーでは、この操作はできま
せん。
•

■一時停止 /再生
再生中の映像を一時停止して静止画にした
り、通常の再生に戻すことができます。

1  操作タッチキー１（→P28）の
�6 にタッチする

もう一度 �6 にタッチすると通常再生に
戻ります。
リモコンのスケールレバーを 広域▶/II 側
に倒しても一時停止 /再生の操作を行う
ことができます。

•

•

■コマ送り再生
再生中の映像を1コマずつ止めながら、進
めて見ることができます。

1  操作タッチキー１（→P28）の
�E にタッチする
タッチするごとに、映像が 1コマずつ
送られます。

 �6 にタッチすると通常再生に戻ります。
リモコンのスケールレバーを 広域▶/II 側
に倒しても通常再生に戻ることができ
ます。
ディスクによっては、コマ送り再生時に
映像が乱れる場合があります。

•
•

•
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■スロー再生
再生スピードを遅くして見ることができ
ます。

1  操作タッチキー１（→P28）の
�E にタッチし続ける
送り方向にスロー再生されます。

DVD の場合は、スロー再生中に再生
スピードを変えることができます。

DVDスロー再生の場合：
スローDOWN 再生スピードが遅くなります。
スローUP 再生スピードが速くなります。

 �6 にタッチすると通常再生に戻ります。
リモコンのスケールレバーを 広域▶/II 側
に倒しても通常再生に戻ることができ
ます。
ディスクによっては、スロー再生中に映
像が乱れる場合があります。
戻り方向のスロー再生はできません。

•
•

•

•

■再生を停止する
ディスクの再生を停止します。

1  操作タッチキー１（→P28）の
�7�にタッチする

 リモコンのスケールレバーを 詳細■ 側に
倒しても再生を停止することができます。
 �6 にタッチすると通常再生に戻ります。
リモコンのスケールレバーを 広域▶/II 側
に倒しても通常再生に戻ることができ
ます。

•

•
•

 再生を停止した場所を記憶し、次回同じ
ディスクを再生したときは前回の続きか
ら再生されます（ディスクによっては続
きから再生されない場合があります）。

•

■CMスキップ /バック
再生中の映像を、一定の秒数だけ早送り/
早戻しします。CMなどを飛ばして再生す
るときなどに使うと便利です。

1  操作タッチキー１（→P28）の
CMスキップまたはCMバック
にタッチする

タッチするごとに、以下のような秒数で
早送り /早戻しされます。
CMスキップ
（早送り）

「30 秒」→「1分」→「1分
30 秒」→「2分」→「3分」
→「5分」→「10分」→「0秒」
→元に戻る

CMバック
（早戻し）

「5秒」→「15秒」→「30秒」
→「1分」→「2分」→「3分」
→「0秒」→元に戻る

■ブックマークの記憶（DVD）
ブックマークとは、ディスク再生中に場面
を選んで登録する機能です。次にディスク
を挿入したときに、登録した場面から再生
されます。

1枚のディスクで、ブックマークまたは
リモコンの 操作によるブックマー
クと、ディスク取り出しボタン操作によ
るブックマークの両方を記憶することが
できます。その場合、ディスク取り出し
ボタンで記憶したブックマークが優先さ
れます。

•

つづく→
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再生中に記憶する

1  操作タッチキー１（→P28）の
ブックマークにタッチする

▼
選んだ場面がブックマークとして記憶さ
れ、次回ディスク挿入時、その場面より
再生されます。
消去する場合は、ブックマークに２秒以
上タッチします。

リモコンの を押してもブックマーク
の記憶、消去操作を行うことができます。
再生中のブックマークの記憶は、ディス
ク1枚につき1場面記憶でき、ディスク
５枚分のブックマークを記憶します。5
枚を超えて新しいディスクにブックマー
クが記憶されると、一番使用時期の古い
ディスクのブックマーク情報に上書きさ
れます。

•

•

ディスク取り出しの際に記憶する

1  再生中に 0（ディスク取り出
しボタン）を２秒以上押してか
らディスクを取り出す

▼
ボタンが押されたときに再生中だった場
面がブックマークとして記憶され、次回
ディスク挿入時、その場面より再生され
ます。
消去する場合は、0 を短く押してディス
クを取り出します。

ディスク取り出し時のブックマークの記
憶は、ディスク１枚分のブックマークを
記憶します。

•

■ファイルを選んで再生する（DivX）
DivXでは、リストから見たいファイルを選
んで再生することができます。

DivXのレンタルコンテンツをダウンロー
ドする場合は、システム設定の「DivX 
VOD コード」（→ P120, 123）でレジス
トレーションコードを入手して行ってく
ださい。

•

1  操作タッチキー１（→P29）の
ファイルを探すにタッチする

2  見たいファイルにタッチする

選んだファイルが再生されます。

DivX のリスト画面は約 30秒で消えま
す。もう一度リスト画面を表示したいと
きは、ファイルを探すにタッチします。
を選んだ場合は、フォルダー内のファ

イルのリストが表示されます。
 上へにタッチすると、1つ上のフォルダー
内を表示します。
 終了にタッチすると、現在再生している
ファイルの先頭に戻って再生を開始し
ます。

•

•

•

•

レンタルコンテンツのファイルを選んだ場合
レンタルコンテンツのファイルを選んで再
生する場合は、以下の画面が表示されます。

はいまたはいいえにタッチします。
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 7 ディスクを停止します。
�4� 前のファイルを表示します。
� 4� 次のファイルを表示します。

■ダイレクトサーチ
見たい場面を数字で指定して再生すること
ができます。

1  操作タッチキー２（→P29）の
サーチ/10キーまたはサーチに
タッチする

DVD

DivX

2  指定する方法（サーチの種類）に
タッチする

DVD
TITLE、CHAPTER、TIME、10キー
モード が選べます。

DivX
FOLDER、FILE、TIME が選べます。

     

3  見たい場面の番号を入力し、
決定にタッチする

DVD
TITLE タイトル番号を入力します。
CHAPTER チャプター番号を入力します。
TIME 時間を分・秒で入力します。

分・秒にタッチすると分と秒を
確定します。

10キーモード 数字のコマンドを入力します。
▼

指定した場面から再生を始めます。

DivX
FOLDER フォルダー番号を入力します。
FILE ファイル番号を入力します。
TIME 時間を分・秒で入力します。

分・秒にタッチすると分と秒を
確定します。

▼
指定した場面から再生を始めます。

■字幕言語の切り替え
字幕が複数収録されているディスクの場合、
再生中に字幕を切り替えることができます
（マルチ字幕）。

1  操作タッチキー２（→P29）の
字幕切替にタッチする

つづく→
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▼
タッチするごとに、字幕言語が切り替わ
ります。

リモコンの を押しても字幕言語を切
り替えることができます。
パッケージについている 2 マークの数字
が、字幕の収録数です。
ディスクによっては、収録されているディ
スクメニューでしか切り替えることがで
きない場合があります。

•

•

•

■音声言語の切り替え
音声が複数収録されているディスクの場合、
再生中に音声を切り替えることができます
（マルチ音声）。

1  操作タッチキー２（→P29）の
音声切替にタッチする

▼
タッチするごとに、音声言語が切り替わ
ります。

リモコンの を押しても音声言語を切
り替えることができます。
DVDの場合、パッケージについている

2 マークの数字が、音声の収録数です。
ディスクによっては、収録されているディ
スクメニューでしか切り替えることがで
きない場合があります。
DTS 音声はデジタル出力のみ対応して
います。「AVIC-H009/XH009」の場
合でデジタル出力を接続していない場合、
DTS 音声は出力されませんので、DTS
以外の音声を選んでください。
［Dolby D］や［5.1ch］などの表示は、
DVDに収録されている音声の内容を表示
しています。実際に再生される音声は、設
定により表示とは異なる場合があります。

•

•

•

•

•

■アングルの切り替え（DVD）
複数のカメラで同時に撮影された映像が収
録されているディスクの場合、再生中にカ
メラアングルを切り替えることができます
（マルチアングル）。

マルチアングルが収録されている場面で
操作します。マルチアングルが収録され
ている場面を再生すると、アングル選択
マークとアングル番号が表示されます

•

1  操作タッチキー２（→P29）の
アングル切替にタッチする
アングル選択マークが表示されている間
は、アングル切り替えが行えます。

▼
タッチするごとに、アングルが切り替わ
ります。

リモコンの を押してもアングルを切
り替えることができます。
パッケージについている 3 マークの数
字が、アングルの収録数です。
アングル選択マークの表示 / 非表示は、
初期設定メニューの「マルチアングル」
で行います。→「マルチアングル」（P38）

•

•

•

映像ディスクの再生
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■リターン再生（DVD）
戻る位置の指定が収録されているディスク
の場合、指定された位置まで戻って再生す
ることができます。

1  操作タッチキー２（→P29）の
リターンにタッチする

▼
ディスクの指定された位置まで戻り、
再生を始めます。

いろいろな再生操作のしかた
基本操作以外の機能を使うには、AV メ
ニューを表示させてから操作します

1  メニュー を押す
AVメニューが表示されます。

2  機能にタッチする

DVD

DivX

■リピート再生
指定した範囲を繰り返して再生します。

1  AVメニューでリピートにタッチ
する

タッチするごとに、リピートの範囲が以
下のように切り替わります。

DVD
DISC REPEAT→CHAPTER REPEAT
→TITLE REPEAT→元に戻る
DISC
REPEAT

通常の再生状態です。再生中
のディスクを繰り返します。

CHAPTER
REPEAT

再生中のチャプターを繰り返
します。

TITLE
REPEAT

再生中のタイトルを繰り返し
ます。

DivX
DISC REPEAT → FILE REPEAT →
FOLDER REPEAT→元に戻る
DISC
REPEAT

通常の再生状態です。再生中
のディスクを繰り返します。

FILE
REPEAT

再生中のファイルを繰り返し
ます。

FOLDER
REPEAT

再生中のフォルダーを繰り返
します。

設定したリピート範囲は、ソースプレー
トに表示されます。
通常再生であるDISC REPEAT はソー
スプレートに表示されません。
DVDの場合、ディスクまたは再生位置
によっては、（禁止マーク）が表示され、
リピート再生できない場合があります。
リピート再生中にリピートの範囲を超え
る操作（CHAPTER REPEAT 中のチャ
プターの切り替えなど）を行うと、リピー
ト再生が中止される場合があります。
オートプレイ（→ P38）の設定がONの
ときは機能しません。

•

•

•

•

•
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■音声出力の切り替え（DVD）
音声がリニア PCMのディスクの場合、
収録された左右のチャンネルのうち、ど
ちらをスピーカーから出力するかを切り
替えます。

1  AVメニュー（→P35）でL/R
切替にタッチする

2  設定する項目にタッチする

 L 左の音声を出力します。
 L+R 左右両方の音声を出力します。
 R 右の音声を出力します。

▼
選んだ側の音声を出力します。

■再生メディアの切り替え（DivX）
再生するメディアを切り替えます。

1  AVメニュー（→P35）でCD
切替またはROM切替にタッチ
する

▼
選んだメディアを再生します。

映像ディスクの再生
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DVDビデオの初期設定のしかた

初期設定できる項目は、以下のとおり
です。

• 基本字幕言語
基本音声言語
メニュー言語
アシスト字幕の表示 /非表示
マルチアングルの表示 /非表示
 テレビアスペクト（画面の縦横比）
視聴制限（パレンタルロック）
オートプレイのON/OFF

初期設定をする
1  DVD再生中に メニュー を押
し、DVD初期設定にタッチ
する

2  各項目にタッチし、設定を行う

各設定項目の設定内容は、右側に表示さ
れます。

•
•
•
•
•
•
•

■基本字幕
優先して表示させたい字幕の言語を設定す
ることができます（マルチ言語字幕）。
日本語、英語、フランス語、ドイツ語、
イタリア語、スペイン語、ポルトガル語、
中国語、韓国語、その他から選んでタッ
チします。
工場出荷時は「日本語」です。

 その他にタッチしたときは、「言語コード
表」（→ P39）より、4桁の言語コードを
数字で入力します。
選んだ言語がディスクに収録されていな
い場合は、ディスクで指定されている言
語が選ばれます。
ディスクによっては設定した言語が優先
されない場合があります。
この設定にかかわらず、再生中にリモコ
ンの を押して字幕言語を切り替える
ことができます。押すごとに字幕が切り
替わりますが、初期設定には反映されま
せん。

•

•

•

•

■基本音声
優先して聞きたい音声の言語を設定するこ
とができます（マルチ音声）。
設定項目は基本字幕と同じです。

■メニュー言語
ディスクに収録されているメニュー画面の
表示言語について、優先して表示させたい
言語を設定することができます。
設定項目は基本字幕と同じです。

■アシスト字幕
アシスト字幕とは、耳の不自由な方のため
に場面の状況を説明する字幕です。ただし、
アシスト字幕は、ディスクに収録されてい
る場合のみ表示することができます。
工場出荷時は「非表示」です。
表示 アシスト字幕を表示します。
非表示 アシスト字幕を表示しません。

DVDビデオの初期設定のしかた
DVDの再生条件をあらかじめ使用する環境に合わせて設定しておきます。
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■マルチアングル
マルチアングルの場面を再生しているとき
に表示される、アングル選択マークの表示 /
非表示を設定することができます。
工場出荷時は「表示」です。
表示 アングルマークを表示します。
非表示 アングルマークを表示しません。

この設定は、複数のカメラで同時に撮影
された映像（マルチアングル）が収録さ
れているディスクに対して有効です。

•

■テレビアスペクト
接続したテレビのアスペクト（画面の縦横比）
を設定します。
工場出荷時は「16：9」です。
16：9 ワイドモニター（16：9）

使用時に選びます。16：9
で収録された画像が 16：9
で表示されます。

レターボックス ノーマルモニター（4：3）
使用時に選びます。16：9
で収録された画像の横幅を
4：3モニターの横幅に合わ
せて16：9の比率で表示し
ます。

パンスキャン ノーマルモニター（4：3）
使用時に選びます。16：9
で収録された画像の縦幅を
4：3モニターの縦幅に合わ
せて16：9の比率で表示し
ます（左右にはみ出た映像は
表示されません）。

通常は16：9に設定してお使いください。
後席ディスプレイにノーマルモニターを
接続した場合でアスペクト比を後席ディ
スプレイに合わせたい場合のみ設定を変
えてください。
パンスキャン指定されていないディスク
を再生したときは、パンスキャンに設定
してもレターボックスで再生されます。
ディスクのパッケージなどで 16 : 9 PS

マークを確認してください。
ディスクによっては、テレビアスペクト
の変更ができないものもあります。詳し
くは、ディスクの説明書を参照してくだ
さい。

•

•

•

■視聴制限
視聴制限レベルが設定されているディスク
では、成人向けの内容や暴力シーンなど、
子供に見せたくない場面にパスワードを設
定して視聴制限をかけることができます
（パレンタルロック）。
設定レベル 内容
 8 ディスクを全て再生します。
 7  ～  2 成人向けディスクの再生を禁止

します（子供向けや一般向けディ
スクを再生します）。

 1 子供向けのディスクのみ再生し
ます。

 視聴制限にタッチすると、暗証番号入力
画面が表示されますので、希望の暗証番
号を登録してください。以後、視聴制限
されたディスクを再生するときや制限レ
ベルを変更するときは、登録した暗証番
号の入力が必要になります。

•

暗証番号を忘れたときは
暗証番号入力画面で削除に10回連続で
タッチするかリモコンの を10回連続
で押すと、暗証番号が解除されます。

■オートプレイ
DVDを挿入したときに、メニューのタイト
ル順に自動的に再生を開始するかどうかを
設定します。
工場出荷時は「OFF」です。
ON 自動再生します。
OFF 自動再生しません。

オートプレイの設定をONにしても、ご
使用されるディスクにより期待通りの動
作ができない場合があります。このよう
な場合は、オートプレイをOFFにして再
生してください。
オートプレイの設定がONの時はリピー
ト再生は機能しません。

•

•

DVDビデオの初期設定のしかた
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言語コード表

言語コード表
言語名（言語コード） 入力コード
日本語（ja） 1001
英語（en） 0514
フランス語（fr） 0618
スペイン語（es） 0519
ドイツ語（de） 0405
イタリア語（it） 0920
中国語（zh） 2608
オランダ語（nl） 1412
ポルトガル語（pt） 1620
スウェーデン語（sv） 1922
ロシア語（ru） 1821
韓国語（ko） 1115
ギリシャ語（el） 0512
アファル語（aa） 0101
アブバジア語（ab） 0102
アフリカーンス語（af） 0106
アムハラ語（am） 0113
アラビア語（ar） 0118
アッサム語（as） 0119
アイマラ語（ay） 0125
アゼルバイジャン語（az） 0126
バシキール語（ba） 0201
ベラルーシ語（be） 0205
ブルガリア語（bg） 0207
ビハーリー語（bh） 0208
ビスラマ語（bi） 0209
ベンガル語（bn） 0214
チベット語（bo） 0215
ブルトン語（br） 0218
カタロニア語（ca） 0301
コルシカ語（co） 0315
チェコ語（cs） 0319
ウェールズ語（cy） 0325
デンマーク語（da） 0401
ブータン語（dz） 0426
エスペラント語（eo） 0515
エストニア語（et） 0520
バスク語（eu） 0521
ペルシア語（fa） 0601
フィンランド語（fi ） 0609
フィジー語（fj） 0610
フェロー語（fo） 0615
フリジア語（fy） 0625
アイルランド語（ga） 0701
スコットランドゲール語（gd） 0704
ガルシア語（gl） 0712

言語名（言語コード） 入力コード
グアラニ語（gn） 0714
グジャラート語（gu） 0721
ハウサ語（ha） 0801
ヒンディー語（hi） 0809
クロアチア語（hr） 0818
ハンガリー語（hu） 0821
アルメニア語（hy） 0825
国際語（ia） 0901
interlingue（ie） 0905
イヌピアック語（ik） 0911
インドネシア語（in） 0914
アイスランド語（is） 0919
ヘブライ語（iw） 0923
イディッシュ語（ji） 1009
ジャワ語（jw） 1023
グルジア語（ka） 1101
カザフ語（kk） 1111
グリーンランド語（kl） 1112
カンボジア語（km） 1113
カンナダ語（kn） 1114
カシミール語（ks） 1119
クルド語（ku） 1121
キルギス語（ky） 1125
ラテン語（la） 1201
リンガラ語（ln） 1214
ラオス語（lo） 1215
リトアニア語（lt） 1220
ラトビア語（lv） 1222
マダガスカル語（mg） 1307
マオリ語（mi） 1309
マケドニア語（mk） 1311
マラヤーラム語（ml） 1312
モンゴル語（mn） 1314
モルダビア語（mo） 1315
マラータ語（mr） 1318
マライ語（ms） 1319
マルタ語（mt） 1320
ビルマ語（my） 1325
ナウル語（na） 1401
ネパール語（ne） 1405
ノルウェー語（no） 1415
プロバンス語（oc） 1503
オロモ語（om） 1513
オリヤー語（or） 1518
パンジャブ語（pa） 1601
ポーランド語（pl） 1612

言語名（言語コード） 入力コード
アフガニスタン語（ps） 1619
ケチュア語（qu） 1721
レートロマン語（rm） 1813
キルンディ語（rn） 1814
ローマ語（ro） 1815
キニヤルワンダ語（rw） 1823
サンスクリット語（sa） 1901
シンド語（sd） 1904
サンド語（sg） 1907
サルボアクロアチア語（sh） 1908
セイロン語（si） 1909
スロバック語（sk） 1911
スロベニア語（sl） 1912
サモア語（sm） 1913
ショナ語（sn） 1914
ソマリ語（so） 1915
アルバニア語（sq） 1917
セルビア語（sr） 1918
シスワティ語（ss） 1919
セストゥ語（st） 1920
スンダ語（su） 1921
スワヒリ語（sw） 1923
タミル語（ta） 2001
テルグ語（te） 2005
タジル語（tg） 2007
タイ語（th） 2008
チグリス語（ti） 2009
ツルキ語（tk） 2011
タガログ語（tl） 2012
セツワナ語（tn） 2014
トンガ語（to） 2015
トルコ語（tr） 2018
ツォンガ語（ts） 2019
タタール語（tt） 2020
トウィ語（tw） 2023
ウクライナ語（uk） 2111
ウルドゥー語（ur） 2118
ウズベク語（uz） 2126
ベトナム語（vi） 2209
ボラピュク語（vo） 2215
ウォルフ語（wo） 2315
コーサ語（xh） 2408
ユルバ語（yo） 2515
ズールー語（zu） 2621
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ミュージックサーバー
ミュージックサーバーについて ...................42
ミュージックサーバー（MSV）とは .................... 42
録音できるメディアについて ................................. 42
ナビゲーション本体で録音する場合 ................. 42
リビングキットで録音する場合 ......................... 42

ミュージックサーバーに録音する ...............43
録音についてのご注意 ............................................ 43
CD録音の制限について ......................................... 43
タイトル表示について ............................................ 43
CDを自動的に録音する ......................................... 43
CDを手動で録音する ............................................. 44
CDの1曲目だけを自動的に録音する .................. 44
CD以外のソースを録音する.................................. 45
録音設定 ................................................................... 45
録音時間（CD以外） ........................................ 45
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無音検出 .............................................................. 46

ミュージックサーバーの聴きかた ...............47
グループ、プレイリスト、トラックについて ........ 47
再生する ................................................................... 47
再生を一時停止する ................................................ 48
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ミュージックサーバーについて

ミュージックサーバー（MSV）
とは
音楽CDやラジオなどの音源を本機のハー
ドディスクに録音していろいろな方法で再
生できる機能です。ミュージックサーバー
を楽しむには、まずCDなどから音源を録
音することから始めます。

ミュージックサーバーには、CD約 240
枚分の録音ができます。
•

録音できるメディアについて
録音方法と録音できるメディアおよびソー
スは次のとおりです。

■ナビゲーション本体で録音する
場合

デジタル録音
•CD

アナログ録音

AVIC-VH009MD/VH009
• TV、AM、FM、TI（交通情報）、M-CD（マ
ルチCD）、AUX、MD（AVIC-VH009MD
のみ）

AVIC-XH009/H009
• TV（AVIC-XH009のみ）、AUX

PCからメモリーデバイス経由で転送※1

• WMAファイル、MP3ファイル

※録音できないソース
• DVDビデオ、ROM（WMA/MP3/AAC）、
DivX、DTV、VTR、iPod、EXT、
AnyMusic

AVIC-H009 の場合、組み合わせたテ
レビなどの音声は録音できません。
•

※録音できないメディア
• ROMやメモリーデバイスに保存されてい
るWMA/MP3/AACなどの音楽データ
ファイル※1、DivXファイル、コンバイン
ドディスク、CDなどからデジタル録音し
た記録媒体

※1：WMA/MP3/AACなどの音楽デー
タファイルを記録した媒体（CD-R やメ
モリーデバイスなど）から、ミュージッ
クサーバーに直接録音することはできま
せんが、PCリンクソフト「ナビスタジ
オ Ver.2」を使用すると、メモリーデバ
イス経由でWMA/MP3ファイルを転送
することができます。

•

■リビングキットで録音する場合

アナログ録音
• AUX

PCから直接HDDに転送

PCリンクソフト「ナビスタジオ Ver.2」
使用時
• WMAファイル、MP3ファイル

デジタルオーディオソフト「BeatJam 
2006 for carrozzeria」使用時
• ATRAC3ファイル

「ナビスタジオ Ver.2」は、WMAファイ
ルおよびMP3ファイルをダイレクトに
HDDへ転送することができます。
「BeatJam 2006 for carrozzeria」
は、ATRAC3 以 外 の 音 楽 フ ァ イ ル
（ATRAC3plus/WAVE/WMA/MP3）
を ATRAC3形式のファイルに変換して
HDDへ転送することができます。

•

•

ミュージックサーバーについて
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ミュージックサーバーに録音する
音楽用CDなどの音楽を、本機のハードディスクに録音することができます。

録音についてのご注意
録音する前にお読みください。
ご注意
録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前
に録音操作の確認や録音後に録音内容の確認
を行ってください。
本製品の故障、誤動作または不具合により、
録音されなかった場合の録音内容、および消
失した録音データの補償については、ご容赦
ください。
お客さまが録音したものは、個人として楽し
むなどのほかは、著作権法上、権利者に無断
で使用できません。
高効率の圧縮方式を採用しているため、音源
によっては原音と異なって聞こえる場合があ
ります。またノイズが発生する可能性があり
ます。ご容赦ください。

CD録音の制限について
• 標準的な CD（44.1kHz、16 ビット
ステレオのPCMデジタル音声データ）
以外のCDからは録音できません。
• コピーコントロールCDの録音につい
ては保証していません。
• CD などをデジタル録音した記録媒体
（CD-R など）から、ミュージックサー
バーに録音（コピー）することはでき
ません。また、ミュージックサーバー
からメモリーデバイスにコピーするこ
ともできません。これは、孫コピーを
防止するために開発された連続複製防
止システム（SCMS）の働きによるも
のです。
• 録音中は本機の操作に時間がかかるこ
とがあります。
• ライブ CD などの曲間が途切れない
CDを録音しているときにエンジンを
停止したりして電源がOFF になった
場合には、再生時に曲間で音が途切れ
る場合があります。

•

•

•

•

タイトル表示について
内蔵の Gracenote 音楽認識サービス
（CDDB）から情報が取得できた場合は、
ソースプレートにタイトルやアーティスト
名が表示されます。

タイトル情報に複数の候補があった場合
や、タイトル情報が収録されていなかっ
た場合は、「No Title」と表示されます。
その場合は、タイトル情報を取得しなお
すと、正しいタイトルを表示させること
ができる場合があります。→「タイトル情
報を取得する」（P73）
CD再生中画面や CD→MSV録音中画
面に表示されるタイトル情報は、ミュー
ジックサーバーと共通のタイトル情報を
使用しています。ミュージックサーバー
でタイトル情報を編集すると、それぞれ
の画面のタイトルにも反映されます。
タイトル情報は、そのディスクの曲が1
曲以上ミュージックサーバーに録音され
ていないと編集できません。→「プレイリ
ストを編集する」（P67）

•

•

•

CDを自動的に録音する
録音していないCDを再生すると、自動的
にミュージックサーバー（MSV）への録
音が開始されます。

1  録音モードをオートにする（→
P46）
※出荷時は「オート」になっています。

つづく→

ミュージックサーバーに録音する
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2  録音したいCDを挿入する
▼

自動的に録音が始まります。

CD→MSV（録音中画面）

「AUTO」表示 録音済曲数
録音表示録音プログレスバー

録音が完了した曲のトラックタイトルに
色が付きます。現在再生中の曲には♪マー
クが付きます。
全ての曲の録音が完了するまで、選曲操
作や特殊再生（ランダム再生など）は
できません。選曲操作が必要な場合は、
　7�RECにタッチするかリモコンの を
押して録音を中止してください。
CDからの録音は4倍速で録音していま
す。録音中に再生している音はミュージッ
クサーバーに録音された音になります。
CD録音中に他のソースを楽しむことが
できます。他のソースに切り替えても
CDの録音は継続しています。
CDからの録音中は、画面右上に
（赤）マークが表示されます。

•

•

•

•

•

CDを手動で録音する
CDの中から、好みの曲だけを録音するこ
とができます。

1  録音モードをマニュアルにする
（→P46）
※出荷時は「オート」になっています。

2  録音したい曲を再生する（→
P22）

3   ●RECにタッチする
「MANUAL」表示

再生中の曲は始めに戻って録音が始まり
ます。録音が終了すると、CD再生画面
に切り替わります。
リモコンの を押して操作することも
できます。
•

CD の 1曲目だけを自動
的に録音する
CDの1曲目だけを録音することができま
す。シングルCDなどを連続して録音する
ときに便利なモードです。

1  録音モードをシングルにする
（→P46）
※出荷時は「オート」になっています。

2  録音したいCDを挿入する
自動的に録音が始まります。
「SINGLE」表示

1曲目の録音が終了すると、CD再生画
面に切り替わります。

ミュージックサーバーに録音する
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CD以外のソースを録音する
CD以外のソースを録音するときは、アナ
ログ録音となります。

アナログ録音の場合は、CDの録音と異
なり、録音の開始と終了のタイミングは
手動となります。
「録音時間」で設定された時間が経過する
と、録音は自動停止します。
DVDビデオ、DivX、ROM（WMA/MP3/
AAC)、DTV、iPod、VTR、EXTソースは録
音できません。

•

•

•

1  録音するソースに切り替える
（→P12）

2   ●RECにタッチする

録音が始まります。
リモコンの を押して操作することも
できます。
アナログ録音中は、画面右上に （橙）
マークが表示されます。
実際に録音が開始されるまで数秒かかり
ます。
アナログ録音の場合、１回の操作で1つ
のプレイリストが作成されます。
「録音設定」の「無音検出」（→P46）を「ON」
に設定しておくと、無音箇所を検出し自
動的にトラックを区切り、以降を新しい
トラックとして作成します。
無音検出により作成されるトラックは、
最大で99個までです。

•

•

•

•

•

•

3   7RECにタッチして録音を停
止する
リモコンの を押して操作することも
できます。
•

録音設定
CDの録音モード（自動録音、手動録音）
やCD以外のソースの録音時間、無音検出
などの録音設定を行います。

　 録音中は設定できません。•

1  AVソース画面で メニュー を
押し、システム設定－録音設定
にタッチする

2  設定する

■録音時間（CD以外）
CD以外のソースをアナログ録音する場合
の設定をします。設定された時間になると、
録音は自動停止します。
工場出荷時は「70分」です。
• AVIC-H009では、録音時間の設定は
ありません。
10分、30分、50分、70分、90分、
160分、320分から選んでタッチします。

ミュージックサーバーに録音する
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■録音モード
CDの録音モードを設定します。
工場出荷時は「オート」です。
オート CDを再生すると、自動的に全

ての曲を録音します。
マニュアル 録音したい曲を手動で選び、録

音します。
シングル CDの 1曲目だけを自動的に録

音します。

■無音検出
MD、マルチCD、AUXソースのアナログ
録音時に、2秒間の無音箇所が検出された
時点でトラックを区切り、その箇所以降を
新しいトラックとして作成します。
工場出荷時は「ON」です。

ON 無音箇所を検出します。
OFF 無音箇所を検出しません。

録音する曲によっては、曲の途中を終わ
りと判断したり、曲の終わりの判断がで
きない場合があります。

•

ミュージックサーバーに録音する
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ミュージックサーバーの聴きかた
ハードディスクに録音した音楽は、ミュージックサーバー（MSV）というソース
で聴きます。

グループ、プレイリスト、
トラックについて
ミュージックサーバーは、次のようにグ
ループ、プレイリスト、トラックの 3つ
の階層で構成されています。

グループ プレイリスト トラック1
グループ プレイリスト トラック2
グループ プレイリスト トラック3

プレイリスト トラック4
トラック5
トラック6

グループには以下のようなものがあり
ます。
ALLグループ オ リ ジ ナ ル グ ル ー プ、

AnyMus ic グ ル ー プ、
ATRAC3（PC）グループ
の全てを再生・表示するグ
ループです。2つ以上ある
場合に表示されます。

オリジナル
（録音/WMA/
MP3）グループ

録音した曲データそのもの
が格納されているグループ
です。CD を 1 枚録音する
と 1つのプレイリストが作
成されます。また WMA/
MP3などのファイルをナビ
スタジオを経由して転送さ
れた場合も、プレイリスト
が作成されます。

AnyMusic
グループ

エニーミュージックよりコ
ンテンツを購入すると、自
動的に作成されるグループ
です。

ATRAC3（PC）
グループ

音楽ファイルを PC 内の
BeatJam を使用してパソ
コン経由で転送された場合
に、自動的に作成されるグ
ループです。

アーティスト
グループ

タイトル情報のアーティス
ト名別に自動分類されたプ
レイリストが格納されてい
るグループです。

ユーザー
グループ

ユーザーが好みに応じて作
成したお好みの曲順プレイ
リストが格納されているグ
ループです。

カスタマイズ
グループ1～5

ユーザーが好みに応じて作
成したお好みのプレイリス
トが格納されているグルー
プです。

再生する
ミュージックサーバーに録音した曲を再生
します。

1  SRC を押してソースをMSV
（ミュージックサーバー）に切り
替える（→P12）
前回再生していたトラックリストが表示
され、再生されます。

2  聴きたい曲（トラック）にタッ
チする

オーディオコントローラーで操作する場合：
 プレイリストを順に送る

トラックを順に送る

（倒し続ける）
早戻し /早送り

つづく→
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 グループリストやプレイリストのタブに
タッチしてリストを切り替え、グループ
やプレイリストを選んで再生することも
できます。
再生中のグループ、プレイリスト、トラッ
クには、項目名の頭に♪マークが付きます。
プレイリストおよびトラック名には項目
名の頭に以下のマークが付きます。
 ： アナログ録音した曲
 ： PC から転送した楽曲データ
 ： BeatJam を使用して転送した楽
曲データ

 ： エニーミュージックで購入した楽
曲データ

PCから転送した曲のプレイリストおよ
びトラックは、デジタル録音中は再生で
きません。
AnyMusic や ATRAC3（PC）の再生期
限付きデータは、再生することができま
すが、本機の日時が正しく設定されてい
ない場合など、再生することができない
ことがあります。
AnyMusic や ATRAC3（PC）コンテン
ツにリンクした画像データがある場合は、
再生画面に表示されます。
パソコンとUSB接続すると、パソコン
から転送したATRAC3の楽曲は表示さ
れません。
パソコンとUSB接続中はAnyMusic の
楽曲再生はできません。
再生を中止するには、ソースをOFFにし
ます。（→ P13）

•

•

•

•

•

•

•

•

•

再生を一時停止する
1  再生中の曲にタッチする
ポップアップメニューが表示されます。

2  ポーズ /再生にタッチする

▼
ディスクの再生が一時停止します。
ポーズ /再生にもう一度タッチすると、
再生を再開することができます。

詳細情報を表示する
現在再生中のグループ、プレイリスト、ト
ラックの詳細情報を見ることができます。

1  再生中の曲にタッチする
ポップアップメニューが表示されます。

2  詳細情報 /編集にタッチする

▼

詳細情報（タイトル、よみ、アーティスト、
ジャンルなど）が表示されます。
戻るにタッチすると、元の画面に戻るこ
とができます。

タイトル、よみ、アーティスト、ジャンル
などを選ぶとそれぞれの編集画面が表示
され、編集することができます。→「プ
レイリストやグループ、トラックを編集する」
（P65）
詳細情報表示画面内にその他がある場合
は、タッチすることで他の情報も表示す
ることができます。

•

•
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表示画面を切り替える
ミュージックサーバーの表示画面を切り替
えることができます。

1  ビューにタッチする
タッチするごとに、画面表示が以下のよ
うに切り替わります。

リモコンの ビュー を押して操作すること
もできます。
プレイリストに画像を設定しておくと、
プレイリストおよびトラックリスト表示
中に、通常リストを除き、設定した画像
が表示されます。→「プレイリストに画像
を設定する」（P69）
ヒットチャートプレイおよびフィーリン
グプレイ再生中は、3行リストには切り
替わりません。
フィーリングプレイ再生中は、再生中の
フィーリングに応じた画像が背景に表示
されます。

•

•

•

•

通常リスト画面

▼
3行リスト画面

▼
リストオフ画面

▼
オールオフ画面

リストオフ画面、およびオールオフ画面
のときに画面にタッチすると、通常リス
トに戻ります。
ATRAC3（PC）の場合、3行リスト画面
に表示される画像とリストオフ、オール
オフ画面に表示される画像が異なる場合
があります。
 オールオフ画面のときにリモコンの ビュー

を押すと、通常リストに戻ります。

•

•

•

いろいろな再生操作のしかた
基本操作以外の機能を使うには、AV メ
ニューを表示させてから操作します。

1  メニュー を押す
AVメニューが表示されます。

2  機能にタッチする

■リピート再生
リピートとは繰り返して聴く再生範囲を
指定することです。例えば、リピートを
TRACK REPEATにすると再生中のトラッ
クを繰り返し聴くことができます。

つづく→

•
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1  AVメニュー（→P49）でリピート
にタッチする

タッチするごとに、リピートの範囲が以
下のように切り替わります。
GROUP REPEAT→ TRACK REPEAT→
PLAYLIST REPEAT→ 元に戻る
GROUP 
REPEAT

通常の再生状態です。再生中の
グループを繰り返します。

TRACK 
REPEAT

再生中のトラック（曲）を繰り
返します。

PLAYLIST 
REPEAT

再生中のプレイリストを繰り返
します。

リピート再生中にリピートの範囲を越え
る操作を行うと、リピートの範囲が変更
される場合があります。
TRACK REPEAT再生中に、ランダム再
生、ダイジェストスキャン再生を行うと、
リピート範囲はPLAYLIST REPEATに
切り替わります。
ヒットチャート再生中は、ヒットチャー
トをプレイリストとしたリピート再生を
します。
フィーリングプレイ再生中は、リピート
再生できません。
通常再生である GROUP REPEAT は、
ソースプレートに表示されません。

•

•

•

•

•

■ランダム再生
選んだリピートの範囲内で、トラックの再生
順を変えて再生することができます。

1  AVメニュー（→P49）でランダム
にタッチする

タッチするごとに、ランダム再生の
ON/OFF が切り替わります。

リピートの範囲が TRACK REPEAT の
場合、ランダム再生をONにすると、リ
ピートの範囲はPLAYLIST REPEATに
自動的に切り替わります。
ヒットチャート再生中はヒットチャート
をプレイリストとしたランダム再生をし
ます。
ランダム再生中にその他の再生操作（リ
ピート再生、ダイジェストスキャン再生
など）やリピートの範囲を越える操作（プ
レイリストの切り替えなど）を行うと、ラ
ンダム再生が中止される場合があります。
通常の再生リスト（→ P47）から、グルー
プやプレイリストを選んで再生している
場合のランダム再生は、選んだグループ
またはプレイリスト内で行われます。

•

•

•

•

■ダイジェストスキャン再生
選んだリピートの範囲内で、各トラックや各
プレイリストの先頭曲のハイライト部分を、
約15秒間ずつ聴くことができます。

ハイライト部分は、本機の曲調・ハイラ
イト検出処理機能で検出します。検出で
きなかったトラックに関しては、演奏開
始部分約15秒間を再生します。
AnyMusic や ATRAC3（PC）のコンテ
ンツ、VBR方式のファイルに対するダイ
ジェストスキャンは先頭からの再生にな
ります。

•

•

ミュージックサーバーの聴きかた
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1  AVメニュー（→P49）でダイジェ
ストにタッチする

タッチするごとに、ダイジェストスキャ
ン再生のON/OFF が切り替わります。

聴きたいトラックまたはプレイリストが
再生されたら、もう一度ダイジェストに
タッチします。
ダイジェストスキャン再生を始めたト
ラックまで戻ると、ダイジェストスキャ
ン再生は解除されます。
ヒットチャート再生中はヒットチャート
をプレイリストとしたダイジェストス
キャン再生をします。
ダイジェストスキャン再生中にその他の
再生やリピートの範囲を越える操作を行
うと、ダイジェストスキャン再生が中止
される場合があります。
フィーリングプレイ再生中は、ダイジェ
ストスキャン再生できません。

•

•

•

•

•

ミュージックサーバーの聴きかた



ヒットチャートプレイ
ヒットチャートプレイとは、ミュージックサーバーに録音されている曲をヒッ
トチャート順に再生する機能です。

ヒットチャートについて
チャート情報は、本機のハードディスクま
たは専用サーバーから取得することができ
ます。また、画面でチャート情報を見るこ
ともできます。

ヒットチャートプレイ
年別のヒット曲 1996 年 ～ 2005 年 ま

での最大100位までの年
間チャート、タイアップ
（テレビ、CM など）別
チャート
（毎年1月15日更新）

最近のヒット曲 3ヶ月前までの発売日順
のリスト（100 曲まで）
（毎月１０日更新）

最新チャート表示
週間チャート 3週間前までの３０位

（毎週水曜日更新）
月間チャート 3ヶ月前までの５０位

（毎月１０日更新）
※ヒットチャートの専用サーバーのデータ
ベースへのアクセスは、提供するコンテ
ンツが収集できない場合やその他サービ
スの提供に支障をきたす事由が生じた場
合、お客様の承諾なく、その提供を中止
することがあります。

ヒットチャートはオリコンヒットチャー
トをもとに作成されています。
専用サーバーから取得したヒットチャ－ト
情報（年間チャート、最近のヒット曲、月
間チャート3ヶ月分、週間チャート3週間
分）は、ハ－ドディスク内に保存されます。
専用サーバーから取得できるのは、チャー
ト情報のみで、曲そのもののダウンロー
ドはできません。
ヒットチャートプレイは、タイトル情報
取得で自動的にリンクされた曲のみ有効
です。しかし、自動的にリンクされなかっ
た場合は、自分でリンクを付けることが
できます。→「リンクを付ける」（P55）

•

•

•

•

2006年のチャート情報は、2007年以
降にダウンロードできます。
年別のヒット曲は、最大10年分まで記
憶しています。そのため、2006 年の
チャート情報を取得すると、1996年の
チャート情報は削除されます。

•

•

ヒットチャート順に再生す
る（ヒットチャートプレイ）
選んだヒットチャート順にしたがってミュー
ジックサーバー内の曲が再生されます。

最新のヒットチャート情報は、通信で更
新することができます。更新のしかたは
「チャート情報を更新する」（→ P54）を参
照してください。
BeatJamで転送した曲はヒットチャー
トプレイの対象となりません。
AnyMusic コンテンツは、マニュアル
でリンク付けされたものだけが、ヒット
チャートプレイの対象となります。
ATRAC3（PC）コンテンツは、ヒット
チャートプレイできません。

•

•

•

•

1  メニュー を押し、ヒットチャー
トプレイにタッチする

ヒットチャート再生を解除（通常再生）
するには、ソースメニューの通常再生に
タッチします。（→ P54）

•

ヒットチャートプレイ52



53

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
ディ
ス
ク

映
像
ディ
ス
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
機
器

オ
ー
ディ
オ
設
定

シ
ス
テ
ム
設
定

そ
の
他
の
機
能

付　

録

2   マークの付いている項目に
タッチする

チャート内に録音済み（再生可能）の曲
がある場合のみ マークが表示されます。
 最新チャートを見るにタッチすると、最
新の週間、月間チャートを見ることがで
きます。（→ P55）

•

•

3   マークの付いているチャート
にタッチする

走行中は、選んだヒットチャートで再生
が始まり、通常操作画面が表示されます。
•

4  ＞－このチャートを再生にタッ
チする

▼
選んだチャートをカウントダウンしなが
ら再生します。

 マークが表示されている曲を選び、こ
の曲から再生にタッチすると、選んだ曲
からチャートをカウントダウンしながら
再生していきます。
リスト中の曲を選び、チャート情報また
はディスク情報にタッチすると、選んだ
曲の情報を表示させることができます。

•

•

■ヒットチャートのリスト画面に
ついて
ヒットチャートの各リスト画面は、チャート
種別、順位（「最近のヒット曲」、タイアップ
チャートは除く）、トラックタイトル、アー
ティスト名、チャート再生順を表示します。

再生できる曲がある場合は、 が表示され
ます。通常のミュージックサーバー同様リ
ストから選曲できます。

オーディオコントローラーで操作する場合：
 次の年/前の年のヒットチャー

トを選びます。
リスト内で前の曲 / 次の曲を
選びます。

自動でリンク付けされたタイトルには
マーク、マニュアルでリンク付けしたタ
イトルには マークが表示されます。

•

ヒットチャートプレイ
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■カウントダウンとカウントアッ
プを切り替える
ヒットチャートプレイ中に、チャートに沿っ
たカウントダウン（下位から上位へ）、カウ
ントアップ（上位から下位へ）を切り替え
ることができます。

1  ヒットチャート 再 生中に
メニュー を押し、カウント
アップまたはカウントダウン
にタッチする

ヒットチャートプレイを中
止して通常再生に戻る
ヒットチャートプレイを止めて通常のミュー
ジックサーバーに戻します。

1  ヒットチャート 再 生中に
メニュー を押し、通常再生に
タッチする

▼
通常再生に戻ります。

チャート情報を更新する
ヒットチャートの情報を更新します。
最近発売されたCDなどをヒットチャート
プレイで再生するには、チャート情報を更
新してください。

ヒットチャート情報を更新するには、本
機が専用サーバーに接続できる環境に
なっている必要があります。詳しくは、『ナ
ビゲーションブック』の「通信接続設定」を
ご覧ください。

•

1  ヒットチャートのトラックリス
トを表示する（→P53）

2  ＞－チャート情報を更新にタッ
チする

▼

通信が開始されます。
▼

ダウンロードが完了すると、最新チャー
トが表示されます。
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最新のヒットチャートを見る
専用サーバーから最新の週間、月間チャー
トをダウンロードして見ることができます。

ヒットチャート情報を更新するには、本
機が専用サーバーに接続できる環境に
なっている必要があります。詳しくは、『ナ
ビゲーションブック』の「通信接続設定」を
ご覧ください。

•

1  メニュー を押し、ヒットチャー
トプレイ－最新チャートを見る
にタッチする

2  週間チャートを見るまたは月間
チャートを見るにタッチする

3  はいにタッチする

▼

ダウンロードが完了すると、最新チャー
トが表示されます。

4  見たい週や月にタッチする
▼

チャートが表示されます。

リンクを付ける
ヒットチャートリンク情報はタイトル情報
と一緒にダウンロードされますが、発売直
後のCDなどは、リンク情報が更新されて
いない場合があります。そのような場合は、
タイトル情報とのリンクをマニュアルで行
います。

BeatJamで転送した曲はヒットチャー
トプレイの対象となりません。
エニーミュージックのコンテンツをヒット
チャートプレイで再生したい場合も、以下
の手順でリンク付けを行ってください。

•

•

1  リンク付けしたい曲をリスト表
示する

2  曲名にタッチする

3  マニュアルリンクにタッチする

ヒットチャートプレイ
つづく→
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4  リンク先選択にタッチする

エニーミュージックコンテンツが存在する
場合は、マニュアルリンクグループを選ぶ
画面が表示されます。
リンク設定後にリンク消去にタッチすると、
リンクを解除できます。

•

•

5  リンクする曲のプレイリストに
タッチする

6  リンクする曲にタッチする

リンク付けが完了すると、手順 4 の画
面に戻ります。終了にタッチするとリン
ク付けを終了します。

1つのトラックに対して最大5件までの
チャートをリンクさせることができます。
この操作でリンク付けしたトラックが優
先して再生されます。

•

•
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フィーリングプレイ
お使いになるときの気分や車の走行状態などに合わせた曲を集めて、自動的に
再生する機能です。

フィーリングプレイとは
録音時に抽出した曲の特徴（明るい、ノリ
がいい、静かな、かなしい、癒される）から、
周りの環境（走行状態・天気・時間）に合っ
た曲を本機が自動的に選曲したり、お客様
が曲の特徴を選び、それに合った選曲で再
生することができる機能です。また、最後
まで聴いた曲を学習して、よりお客様好み
の選曲をするよう成長していきます。

なお、以下の場合はフィーリングプレイの
選曲対象外となります。
• 音楽でないもの
• 1 分以下の楽曲
• アナログ録音（→ P45）されたもの
• エニーミュージックで購入した曲
• BeatJam で転送した曲

フィーリングプレイ機能は、ポップスや
ロックなどの音楽に調節されています。
フィーリングプレイで再生したくない場
合は、対象外設定を行うことができます。
（→ P60）
フィーリングプレイを解除（通常再生）
するには、ソースメニューの通常再生に
タッチします。（→ P59）
表示されるトラックリストは、これまで
の学習内容（曲を最後まで聴く /UNFIT）
を考慮した上で、曲調にマッチする曲を
ランダムに並べたものです。
オートモード時の「天気」は、ウェザー
ライブ（→『ナビゲーションブック』）によ
る天候情報が取得されているときに考慮
されます。
再生中の曲調に応じて背景が変化します。

•

•

•

•

•

•

プレイモード選択画面を
表示する
1  メニュー を押し、フィーリング
プレイにタッチする

  

▼

プレイモード選択画面が表示されます。

オートモードで再生する
走行状態や天気、現在の時間を考慮して、
現在のシチュエーションに合った曲を自動
的に選曲し再生します。

1  メニュー を押し、フィーリング
プレイ－オートモードにタッチ
する

つづく→
フィーリングプレイ
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▼
オートモードの操作画面が表示されます。

現在のシチュエーションに該当する曲が
ない場合は、フィーリングプレイ対象の
曲をランダムに再生します。
再生される曲はマニュアルモードにおけ
る学習を反映したものです。

•

•

■オートモードの操作画面について
オートモードの操作画面には、走行状態や
天気、時間などで選曲された曲のリストが
表示されます。
現在再生中の曲には♪マークが表示され
ます。

マニュアルモードで再生する
フィーリング（明るい、ノリがいい…）か
らお好みの曲調を選ぶと、それに合った曲
を自動的に選曲し再生します。
マニュアルモードでの再生操作は、基本的
にミュージックサーバーと同様です。（→
P47）
選べるプレイリストがフィーリングリスト
になります。

1  メニュー を押し、フィーリン
グプレイ－聴きたい曲調にタッ
チする

▼
選んだ曲調の曲が再生され、マニュアル
モード操作画面が表示されます。

選んだ曲調に該当する曲がないときは、
メッセージが表示されます。
AVメニューでランダムにタッチすると、
再生順をランダムまたは曲調にマッチす
る順のどちらかに切り替えることができ
ます（→ P50）。

•

•

■マニュアルモードの操作画面に
ついて
マニュアルモードの操作画面には、フィー
リング（リスト）とトラックリストの表示が
あります。

フィーリング（リスト）

リストには本機で選択できるジャンル
（曲調）の名前が表示されます。
現在再生中の曲調には♪マークが表示さ
れます。
表示されている曲調を選択すると、その
曲調にマッチした曲が選択されます。

トラックリスト

リストには選曲した曲の情報（タイトル、
アーティスト名）が表示されます。
現在再生中の曲調には♪マークが表示さ
れます。
選曲した曲の曲調との一致度合いが右側
のバーに表示されます。
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トラックリストから選曲した場合は、そ
の曲からリスト順に再生されます。
通常のミュージックサーバー同様リスト
から選曲できます。

オーディオコントローラーで操作する場合：
リスト内で前の曲 / 次の曲を
選びます。

■再生曲が選択した曲調と合わな
いとき
再生している曲が選択した曲調と合わない
ときは、次の操作をすることにより本機に
学習させることができます。

1  トラックリストを表示し再生中
のトラックにタッチする

2  UNFITにタッチする

▼
再生している曲が選択した曲調と合わな
いと判断し、次回以降のトラックリスト
作成に反映します。
再生は次のトラックに切り替わります。

フィーリングプレイを中止
して通常再生に戻る
フィーリングプレイを止めて通常のミュー
ジックサーバーに戻します。

1  フィーリングプレイ再生中に
メニュー を押し、通常再生に
タッチする

▼
通常再生に戻ります。

フィーリングプレイの設定
フィーリングプレイで再生したくないプレ
イリストがある場合、そのプレイリストを
フィーリングプレイの対象外として設定す
ることができます。また、オートモードの
周りの環境に対する曲調を変更したり、学
習値をクリアすることもできます。

1  メニュー を押し、フィーリン
グプレイ－設定にタッチする

▼
フィーリングプレイ設定画面が表示されます。

フィーリングプレイ
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■フィーリングプレイ対象外設定
プレイリストをフィーリングプレイ対象から
外すことができます。

1  フィーリングプレイ設定画面
（→P59）でフィーリングプレ
イ対象外設定にタッチする

2  対象から外すプレイリストに
タッチする

▼
選ばれたプレイリストには （禁止マー
ク）が付き、フィーリングプレイでは再
生できなくなります。

もう一度 （禁止マーク）の付いたプレイ
リストにタッチすると、設定した対象外設
定は解除されます（ が消えます）。
アナログ録音されたプレイリストは選ぶ
ことはできません。
対象外の設定は、次にフィーリングプレ
イで再生するときから有効となります。

•

•

•

■オートモード設定
オートモード再生時の、周りの環境に適し
た曲調の設定を変更することができます。

1  フィーリングプレイ設定画面
（→P59）でオートモード設定
にタッチする

2  設定にタッチする

3  変更したい項目にタッチする

4  変更する曲調にタッチする
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「走行状態」・「天気」・「時間」に適した曲
調を設定できます。
手順 2 で初期化にタッチすると、設定
した曲調を工場出荷時の状態に戻すこと
ができます。工場出荷時の状態は以下の
とおりです。
走行状態 ハイウェイ ノリがいい曲

一般道路 明るい曲
渋滞 癒される曲

天気 晴れ ノリがいい曲
曇り 明るい曲
雨 静かな曲
雪 かなしい曲

時間 早朝 癒される曲
朝 明るい曲
昼 ノリがいい曲
夜 静かな曲
深夜 かなしい曲

•

•

■学習クリア
本機がマニュアルモード（→ P58）により
学習してきた学習値をクリアします。

1  フィーリングプレイ設定画面
（→P59）で学習クリアにタッ
チする

2  はいにタッチする

▼
学習値をクリアします。

フィーリングプレイ
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AnyMusic グ ル ー プ、
ATRAC3（PC）グループ、
ALLグループについて
AnyMusic グループと ATRAC3（PC）
グループは、コンテンツデータを PCや
LAN経由でミュージックサーバーに登録
すると、自動的にグループとして作成され
ます。

プレイリストは、999個まで登録できます。
プレイリストは 999個、1つのプレイ
リストには99曲、最大5000曲までの
制限をこえる ATRAC3（PC）コンテン
ツは転送できません。
1つのプレイリストには、99曲（トラッ
ク）まで登録できます。
AnyMusic のコンテンツデータは登録順
に、ATRAC3（PC）コンテンツデータは
BeatJamからの転送結果に基づいてプ
レイリストが作成されます。
ALL グループとは、オリジナルグルー
プ、AnyMusic グループ、ATRAC3（PC）
グループを集約したグループです。
プレイリストは ALL グループとして
999個まで登録できます。（オリジナル、
AnyMusic、ATRAC3（PC）の合計です。）
登録できるトラック数は、ALL グルー
プとして 5000 曲（トラック）まで登
録できます。（オリジナル、AnyMusic、
ATRAC3（PC）の合計です。）
本機HDD上での、ALL グループが使用
するデータ領域を変更することができま
す。→「MSV 使用領域設定」（P120, 123）

•
•

•

•

•

•

•

•

ユーザーグループにプレイ
リストを作成する
ミュージックサーバーに録音した曲から、
曲を選んでプレイリストを作成しておくと、
いつでも呼び出して指定した順番で曲を再
生することができます。作成したプレイリ
ストはユーザーグループに保存されます。

プレイリストは99個まで作成できます。
1つのプレイリストには、99曲（トラッ
ク）まで登録できます。
ATRAC3（PC）コンテンツデータは、ユー
ザープレイリストに登録できません。

•
•

•

1  メニュー を押し、編集にタッ
チする

2  グループの編集にタッチする

3  ユーザーにタッチする

プレイリストやグループを作成する
プレイリストやグループを作成しておくと、いつでも呼び出して指定した順番
で再生することができます。

プレイリストやグループを作成する
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4  新規ユーザープレイリスト作成
にタッチする

5  タイトルを入力し、入力終了に
タッチする

6  トラックを探す方法にタッチ
する

 最近録音／登録した曲から探す以外を選
んだ場合は、プレイリストやジャンルを
順に選びます。

•

7  登録したいトラックにタッチ
する

他のリストからもトラックを選びたい場

合は、戻るにタッチして手順 6 に戻り、
他のリストからトラックを選びます。

 ＞にタッチしてサイドメニューを表示す
ると、全選択が表示され全ての曲を選択
することができます。ただしリストに
100曲以上ある場合は、選択できません。
選択を解除するには、全解除にタッチす
るか解除したい曲にタッチします。

•

8  終了－はいにタッチする

▼
ユーザープレイリストが作成され、ユー
ザーグループに登録されます。

カスタマイズグループに
プレイリストを作成する
ミュージックサーバー内のプレイリストを
選んでグループを作成しておくと、いつ
でも呼び出して指定した順番でプレイリス
トを再生することができます。作成したグ
ループには好きな名前が付けられます。

グループは５個まで作成できます。
1つのグループには、99個までのプレ
イリストが登録できます。
ATRAC3（PC）プレイリストは、カスタ
マイズグループには登録できません。

•
•

•

1  メニュー を押し、編集にタッ
チする

つづく→

プレイリストやグループを作成する
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2  グループの編集にタッチする

3  カスタマイズグループ1～
カスタマイズグループ 5 の
いずれかにタッチする

カスタマイズグループ名（カスタマイズ
グループ1～ 5）は、他の名称に変更す
ることができます。→「グループを編集する」
(P65)

•

4  プレイリストの追加にタッチする

5  プレイリストを探すグループに
タッチする

6  登録したいプレイリストにタッ
チする

他のグループからもプレイリストを選び
たい場合は、戻るにタッチして手順 5
まで戻り、他のグループからプレイリス
トを選びます。

 ＞にタッチしてサイドメニューを表示す
ると、全選択が表示され全てのプレイリ
ストを選択することができます。ただし
リストにプレイリストが 100以上ある
場合は、選択できません。選択を解除す
るには、全解除にタッチするか解除した
いプレイリストにタッチします。

•

7  終了－はいにタッチする

▼
選んだプレイリストが追加され、カスタ
マイズグループに登録されます。
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プレイリストやグループ、トラックを編集する
ミュージックサーバーに録音した曲やユーザーが作成したグループやプレイリ
ストの編集や削除をすることができます。

グループを編集する
グループ内のプレイリストの消去や再生順
の変更などを行います。

カスタマイズグループ内のプレイリスト
は、直接編集できません。他のグループ
を選んでプレイリストを変更した場合、
その変更内容が反映されます。
ATRAC3（PC）グループは編集できませ
ん。編集する場合はBeatJamをご使用
ください。

•

•

1  メニュー を押し、編集にタッ
チする

2  グループの編集にタッチする

3  編集するグループを選ぶ

4  編集したい内容にタッチする

詳細情報 /編集 グループの詳細情報の
表示と名称やよみの編
集ができます。

新規ユーザープレイ
リスト作成

ユーザーグループに
ユーザープレイリスト
を新規作成します。（→
P62）

プレイリストの追加 カスタマイズグループ
に、プレイリストを追
加します。（→ P63）

プレイリストの消去 プレイリストを消去し
ます。（→ P66）

プレイリストの再生
順変更

プレイリストの再生
順を変更します。（→
P66）

グループの初期化 カスタマイズグループ
のグループを初期化し
ます。（→ P67）

選択したグループによって編集できる内
容（表示される内容）は異なります。
•

■グループの詳細情報を表示する
グループの詳細情報を表示します。
カスタマイズグループを選んだときは、名
称とよみの編集ができます。

1  前記手順 4 で詳細情報 /編集
にタッチする

つづく→

プレイリストやグループ、トラックを編集する
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2  詳細情報を確認する

グループ内プレイリ
スト編集

グループ内のプレイリ
ストの編集ができます。
（→ P67）

カスタマイズグループを選んだときは、
名称またはよみにタッチするとそれぞれ
の内容を編集することができます。「よみ」
は音声操作で再生するグループを呼び出
すときに使われます。

•

■グループ内のプレイリストを消
去する
オリジナル、AnyMusicユーザー、カスタ
マイズの各グループに登録されているプレ
イリストをそれぞれ消去します。
消去するプレイリストの種類により、消去
されるデータが異なります。
オリジナルグループの
プレイリスト

ユーザーが録音した曲
データがプレイリスト
ごと消去されます。

AnyMusic グループ
のプレイリスト

エニーミュージックか
ら購入した楽曲データ
がプレイリストごと消
去されます。

ユーザーグループの
プレイリスト

ユーザーが作成した曲
順データがプレイリス
トごと消去されます。

カスタマイズグループ
1～5のプレイリスト

ユーザーが作成したプ
レイリスト順データが
プレイリストごと消去
されます。

アーティストグループはプレイリストを
消去できません。
ATRAC3（PC）のプレイリストは
BeatJamを使用するとデータを消去す
ることができます。
AnyMusic のプレイリストを消す前に
バックアップをしておくことをおすすめ
します。

•

•

•

1  P65手順 4 でプレイリスト
の消去にタッチする

2  消去するプレイリストにタッチ
する

3  はいにタッチする

オリジナルグループのプレイリストを消
去すると、録音した曲そのものが消去さ
れますのでご注意ください。また、消去
したトラックおよびプレイリストがユー
ザーグループおよびカスタマイズグルー
プ内で登録されていた場合は、そのトラッ
クおよびプレイリストも同時に消去され
ます。

•

■グループ内のプレイリストの再
生順を変更する
オリジナル、AnyMusic、ユーザー、カスタ
マイズの各グループに登録されているプレ
イリストの再生順を変更します。

ATRAC3（PC）、アーティストグループ
は再生順を変更できません。
•

1  P65手順 4 でプレイリスト
の再生順変更にタッチする

2  順番を変更したいプレイリスト
にタッチする
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3   〈  / 〉 にタッチして移動先を決
め、もう一度プレイリストにタッ
チする

▼

4  編集を終了する場合は終了に
タッチする
 戻るにタッチすると引き続き他のプレイ
リストの情報を編集することができます。
•

■カスタマイズグループを初期化
する
お好みで作成したカスタマイズグループは、
初期化して全てのプレイリストを消去でき
ます。

カスタマイズグループ以外は初期化でき
ません。
•

1  P65手順 3 で初期化するカ
スタマイズグループ（１～５）に
タッチする

2  P65手順 4 でグループの初
期化にタッチする

3  はいにタッチする

プレイリストを編集する
各グループに登録されているプレイリスト
の情報を編集します。また、プレイリスト
の再生順を変更したり、トラックの追加・
消去を行うことができます。

カスタマイズグループ内のプレイリスト
は、直接編集できません。他のグループ
を選んでプレイリストを変更した場合、
その変更内容が反映されます。

•

1  メニュー を押し、編集にタッ
チする

2  プレイリストの編集にタッチする

つづく→

プレイリストやグループ、トラックを編集する
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3  編集したいプレイリストが登録
されているグループにタッチする

4  編集するプレイリストにタッチ
する

5  編集したい内容にタッチする

詳細情報 /編集 プレイリストの詳細情報の
表示とタイトルやよみなど
の編集ができます。

トラックの追加 ユーザーグループのプレイ
リストに、トラックを追加し
ます。（→ P70）

トラックの消去 オリジナルグループとユー
ザーグループ、AnyMusic
グループのトラックを消去
します（→ P70）。

トラックの再生
順変更

ユーザーグループのトラッ
クの再生順を変更します。（→
P71）

選択したグループやプレイリストによっ
て編集できる内容（表示される内容）は
異なります。

•

■プレイリストの詳細情報を表示
する
プレイリストの詳細情報を表示します。
この画面からタイトルやよみなどの編集が
できます。

1  前記手順 5 で詳細情報/編集
にタッチする

2  詳細情報を確認する

タイトル、よみ プレイリストのタイトルとよ
みが変更できます。

アーティスト プレイリストのアーティスト
名が変更できます。

ジャンル プレイリストのジャンルが
変更できます。

プレイリスト内
トラック編集

オリジナルプレイリストお
よびAnyMusic プレイリス
トのトラック情報が変更で
きます。（→ P72）

消去 プレイリストを消去できます。
画像 プレイリストにオリジナル

画像を設定できます。
その他 プレイリストの「再生時間」

や「曲数」などの詳細情報
が表示されます。

各項目の編集後は、プレイリスト詳細画
面に戻ります。終了するときは、終了に
タッチします。

•

■プレイリストのタイトルやよみ
を変更する
プレイリストのタイトルとよみを変更しま
す。タイトルは表示用に、よみは音声操作
に使用します。ここで変更したタイトルは
CDやミュージックサーバーの再生画面に
表示されます。
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1  プレイリスト詳細情報画面で
タイトルまたはよみにタッチ
する

2  文字を入力して入力終了にタッ
チする

▼
プレイリスト詳細情報画面に戻ります。

■プレイリストのアーティスト名
を変更する
オリジナルグループまたはユーザーグルー
プ内のプレイリストのアーティスト名を変
更します。

1  プレイリスト詳細情報画面で
アーティストにタッチする

2  リスト選択にタッチする

 マニュアルにタッチすると文字入力画面
になり、文字が入力できます。
 消去にタッチするとアーティスト選択画
面が表示され、消去するアーティストを
選択できます。他のプレイリストにも登
録されているアーティストは消去できま
せん。

•

•

3  変更するアーティストにタッチ
する

4  編集方法にタッチする（オリジ
ナルプレイリスト選択時のみ）

プレイリストのみ プレイリストに表示される
アーティスト名のみを変更
します。

プレイリスト /　
プレイリスト内
トラック全て

プレイリストとプレイリス
ト内の全トラックで表示さ
れるアーティスト名を変更
します。
▼

プレイリスト詳細情報画面に戻ります。

■プレイリストのジャンルを変更
する

1  プレイリスト詳細情報画面で
ジャンルにタッチする

2  ジャンルにタッチする

▼
プレイリスト詳細情報画面に戻ります。

■プレイリストに画像を設定する
ミュージックサーバー再生時に、AVソー
ス画面に画像を表示させることができま
す（プレイリスト画像リンク）。あらか
じめ収録されている 8つの画像以外に、
スキャナーなどで取り込んだ画像をメモ
リーデバイス経由で読み込ませることが
できます。

つづく→

プレイリストやグループ、トラックを編集する
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AnyMusic の プ レ イ リ ス ト 画 像
は、購入時に自動で付加されます。
ATRAC3（PC）のプレイリスト画像
は、BeatJam を使って付加すること
ができます。
PCリンクソフト「ナビスタジオ Ver. 2」
を使用すると、簡単にプレイリスト用画
像を最適サイズに加工してメモリーデバ
イスに転送することができます。
PCリンクソフトを使用しない場合は、
次の形式の画像データを、メモリーデバ
イスに保存して本機にセットします。
画像形式：JPEG
ファイル拡張子：.jpg
推奨画像サイズ：400 × 400 ピクセル
最大ファイルサイズ：300KB
検索フォルダ：ルートディクトリを
含み8 階層以内
検索ファイル数：最大200（本機収
録画像数を含む）

推奨画像サイズを越える画像の場合は、
縦横比率を変えずに縮小表示されますが、
読み込めない場合もあります。
プログレッシブ JPEG には対応しており
ません。
長いファイル名や特殊なコードを使っ
たファイル名は認識できない場合があ
ります。

•

•

•

•
•
•
•
•

•

•

•

•

1  メモリーデバイスをセットする
（→『スタートブック』）

2  プレイリスト詳細情報画面で
画像にタッチする

3  お好みの画像を選んで、画像名
にタッチする

▼
選んだ画像が設定されます。

■ユーザープレイリストにトラッ
クを追加する
ユーザープレイリストには、トラックを追加
することができます。

オリジナルグループ、AnyMusic グルー
プ、ATRAC3（PC）グループ、アーティ
ストグループのプレイリストには追加で
きません。

•

1  P68手順 5 でトラックの追加
にタッチする
以降は、「ユーザーグループにプレイリスト
を作成する」（P62）の手順 7 以降と同様
です。

■プレイリストからトラックを消
去する
オリジナルグループ、AnyMusicグルー
プ、ユーザーグループのプレイリスト内の
トラックを消去します。
消去するプレイリストの種類により、消去
されるデータが異なります。

オリジナルグループ
のトラック

ユーザーが録音した曲
データが消去されます。

AnuMusicグルー
プのトラック

エニーミュージックから
購入した曲（トラック）
が消去されます。

ユーザーグループの
トラック

ユーザーが作成した曲順
データが消去されます。

オリジナルプレイリストのトラックを消
去すると、録音した曲そのものが消去さ
れますのでご注意ください。また、消去
したトラックがユーザーグループおよび
カスタマイズグループ内で登録されてい
た場合は、そのトラックも同時に消去さ
れます。
ATRAC3（PC）グループ、アーティスト
グループ、カスタマイズグループからプレ
イリスト内のトラックは消去できません。
AnyMusic のトラックは、消去する前に
バックアップ（→ P136）をしておくこと
をおすすめします。

•

•

•

1  P68手順 5 でトラックの消去
にタッチする
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2  消去したいトラックにタッチ
する

 ＞にタッチしてサイドメニューを表示す
ると、全選択が表示され全ての曲を選択
することができます。選択を解除するに
は、全解除にタッチするか解除したい曲
にタッチします。

•

3  終了－はいにタッチする

■ユーザープレイリストのトラック
再生順を変更する
ユーザープレイリスト内のトラックの再生
順を変更します。

1  P68手順 5 でトラックの再生
順変更にタッチする

2  順番を変更したいトラックに
タッチする

3  〈 /〉にタッチして移動先を決
め、もう一度トラックにタッチ
する

▼

4  編集を終了する場合は終了に
タッチする

トラックを編集する
オリジナルプレイリストまたはAnyMusic
プレイリストのトラックの詳細情報を編集
します。プレイリストのトラックの内容を
編集すると、ユーザープレイリストのト
ラックの内容も変更されます。

1  メニュー を押し、編集にタッチ
する

つづく→

プレイリストやグループ、トラックを編集する
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2  トラックの編集にタッチする

3  編集したいトラックが登録され
ているプレイリストにタッチする

4  編集するトラックにタッチする

プレイリスト詳細情報画面（→ P68）から
プレイリスト内トラック編集にタッチし
て、この画面を表示することもできます。

•

5  編集したい項目にタッチする
各項目の編集操作は、「プレイリストを編
集する」（→ P67）とほぼ同様ですので、
参照してください。

タイトル、よみ トラックのタイトルとよみ
が変更できます。（→ P68）

アーティスト トラックのアーティスト名
が変更できます。（→ P69）

ジャンル トラックのジャンルが変更
できます。（→ P69）

プレイリスト
情報取得

タイトル情報を取得でき
ます。

消去 編集中のトラックを消去で
きます。

その他 トラックの「再生時間」、「録
音 /登録日時」、「録音ビット
レート」などの詳細情報が表
示されます。

プレイリストやグループ、トラックを編集する
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タイトル情報を取得する
ハードディスク内のGracenote 音楽認識サービス（CDDB）にタイトル情報
が見つからなかったときは、専用サーバーやテキストファイルからタイトル情
報を取得することができます。

タイトル情報について
取得したタイトル情報は、CDやミュー
ジックサーバーの再生画面などに表示され
ます。

■取得できる情報
CDまたは曲によっては取得できない情報
もあります。
• アルバムタイトル
• アルバムタイトルのよみ
• アルバムのアーティスト
• アルバムのアーティストのよみ
• アルバムのジャンル
• アルバムの発売年
• トラックタイトル
• トラックタイトルのよみ
• トラックのアーティスト
• トラックのアーティストのよみ
• トラックのジャンル

タイトル情報は、まずハードディスクか
ら探し、見つからないときは自動的に通
信で探します。
専用サーバーから取得したタイトル情報
はハードディスクに保存されます。
通信で探すには、本機が専用サーバーに
接続できる環境になっている必要があり
ます。詳しくは、『ナビゲーションブック』
の「通信接続設定」をご覧ください。

•

•

•

■NO TITLE 表示について
CDやミュージックサーバーの再生画面に
「NO TITLE」と表示されたときは、次のこ
とが考えられます。
• タイトル情報が見つからなかった
• タイトル情報が複数候補あった
タイトル情報が複数候補あった場合は、タ
イトル情報の取得を行うと、複数のタイト
ルの中から選択することができます。

タイトル情報を取得する
タイトル情報の取得は、まず本機の
Gracenote 音楽認識サービス（CDDB）
から検索され、該当する情報が無かった
場 合 は、 自 動 的 に 専 用 サ ー バ ー の
Gracenote 音楽認識サービス（CDDB）
に検索しに行きます。また、メモリーデバ
イスからタイトル情報を取得することもで
きます（マイデータベース）。

プレイリスト詳細情報画面（→ P68）や
トラック詳細情報画面（→ P72）のプレ
イリスト情報取得にタッチして情報を取
得することもできます。

•

1  メニュー を押し、編集にタッチ
する

2  タイトル情報取得にタッチする

つづく→

タイトル情報を取得する



74

3  情報を取得するプレイリストに
タッチする

自動的に情報の探索が開始されます。
▼

タイトル情報は、まずハードディスクか
ら探し、見つからないときは自動的に通
信で探します。
タイトルが取得できた場合は、取得情報
表示画面が表示されます。
通信で情報を取得した場合、通信の状態
および検索サーバの状況によっては情報
の取得に失敗することがあります。

•

•

•

4  タイトルにタッチする

 

▲

－通信で取得にタッチして通信でタイ
トルを再取得することができます。
メモリーデバイス内にマイデータベース
（→後記）がある場合は、タイトル候補の
選択画面から曲数が一致しているタイト
ルを選ぶことができます。テキストファ
イルのタイトルは頭に が付きます。
タイトル候補は、メモリーデバイス内の
マイデータベースのタイトルを含め、最
大105タイトルを表示できます。

•

•

•

5  終了にタッチする

■マイデータベースの作成
タイトル情報が見つからなかった場合は、
PCリンクソフト「ナビスタジオ Ver.2」
を使って簡単にタイトル情報（MSV ｍｙ
DB）を作成することができます。

専用ソフトを使うと、テキストエディター
を使わずに簡単にマイデータベースを作
成することができます。詳しくは、専用
ソフトの説明書をご覧ください。

•

マイデータベースを読み込む
マイデータベースの保存されているメモ
リーデバイスをナビゲーション本体にセッ
トし、タイトル情報の取得（→ P73）を行
います。タイトル候補の選択画面から曲数
が一致しているタイトルを選ぶことができ
ます。（マイデータベースのタイトルの頭に
が付きます。）

タイトル情報を取得する



75

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
ディ
ス
ク

映
像
ディ
ス
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
機
器

オ
ー
ディ
オ
設
定

シ
ス
テ
ム
設
定

そ
の
他
の
機
能

付　

録

メモリーデバイスから楽曲を読み込む
PCリンクソフト「ナビスタジオ Ver.2」を使用すると、パソコンからメモリー
デバイスを経由して音楽データ（WMA/MP3ファイル）を転送することがで
きます。

メモリーデバイスから楽
曲を読み込む
PC リンクソフト「ナビスタジオ Ver.2」
を使用してパソコンからメモリーデバイス
に転送した音楽データをミュージックサー
バーに読み込みます。読み込まれた音楽
データは、オリジナルグループのプレイリ
ストとして保存されます。

1  メニュー を押し、編集にタッ
チする

2  メモリーデバイス楽曲読み込み
にタッチする

3  読み込み開始にタッチする

▼
読み込み状況を示すバーが表示されます。

▼

読み込み中は、エンジンを切ったり、か
けたりしないでください。
読み込みが途中で中止された場合、すで
に読み込みを完了したファイルのみがプ
レイリストとして保存されます。
読み込まれた音楽データには マークが
表示されます。
VBR 形式のWMAファイルは分秒がず
れる場合があります。

•

•

•

•

メモリーデバイスから楽曲を読み込む
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地上デジタルTVチューナーの操作のしかた
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
接続したパイオニア製地上デジタルTVチューナーを本機で操作することができます。

地上デジタルTVチューナーは別売です。
地上デジタルTV チューナーの画面の操作については、地上デジタルTV チューナーに付属の
説明書をご覧ください。
地上デジタルテレビジョン放送については、別添えの「地上デジタルテレビジョン放送につい
て」をご覧ください。

•
•

•

地上デジタルテレビジョン
放送を見る
地上デジタルテレビジョン放送を受信します。

1  SRC を押してソースをDTV
（地上デジタルTV）に切り替
える（→P12）
AVソース画面が表示され、前回受信し
ていた放送局を受信します。

2  放送局にタッチする

オーディオコントローラーで操作する場合：
 リストの放送局順に送ります。

３桁チャンネルを順に送ります。

（倒し続ける）
物理チャンネルを自動的に探
し、放送を受信すると止まり
ます。（SEEK）

テレビのリスト画面は約８秒で消えます。
もう一度リスト画面を表示したいときは、
画面にタッチします。
受信をやめるには、ソースをOFFにします
（→P13）。
リモコンのモードスイッチを「DTV」に
切り替えると、一部のボタンが地上デジ
タルTVの機能に切り替わります。（→『ス
タートブック』）

•

•

•

本機に地上デジタル TV チューナー
「GEX-P7DTV」を接続したときは、ユー
ザープリセットのプリセット番号のみの
リストとなります（放送局名、番組タイ
トル、各種アイコンは表示されません）。
また、表示されるタッチキーは、リスト
画面では「BAND」と「サービス切替」、
ソースメニューでは「スキャン」のみと
なり、放送画面のタッチ操作はできませ
ん。本機で操作できない機能は、「GEX-
P7DTV」に付属のリモコンで操作してく
ださい。

•

■ アイコン一覧
放送内容により、次のアイコンがソースプ
レートに表示されます。

2ヶ国語放送

ワンセグから通常放送へ切り替え可能

データ連動放送

マルチビュー放送

HDTV（ハイビジョン放送）

SDTV（標準画質放送）

ワンセグ（１セグメント放送）

サラウンド放送

ステレオ放送

マルチ編成

複数の音声あり

字幕あり

アンテナの受信感度

未読のお知らせメッセージあり

■ 地上デジタル放送の操作画面に
ついて
地上デジタルテレビジョン放送の操作画面
（AVソース画面）では、以下のような操作が
行えます。
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１ページ目：
エリア または
ユーザー

プリセットの種類（→ P16）
を切り替えます。

番組表 番組表を表示します。※

番組内容 番組内容を表示します。※

サービス切替 同じ放送局内のサービスを
切り替えます。

BAND バンド（DTV1←→ DTV2）
を切り替えます。

裏番組 裏番組表を表示します。
長くタッチすると、番組情報
を更新します※（→Ｐ80）。

前選局 一つ前に視聴したサービス
に切り替えます。

 ｄ データ放送画面に切り替え
ます。※

次ページ＞＞ 2ページ目を表示します。

2ページ目：
映像切替 番組に複数の映像（マルチ

ビュー）があるときに、切り
替えます。※

字幕切替 複数の字幕がある場合、字
幕を切り替えます。※

音声切替 番組に複数の音声があると
きに、切り替えます。※

サービスリスト サービスリストを表示します。
　＜＜前ページ １ページ目を表示します。
※ これらの機能の詳細については、地上デジ
タル TVチューナーに付属の取扱説明書を
ご覧ください。

■ プリセットの種類を切り替える
ユーザーが記憶した放送局（ユーザープリ
セット）を呼び出すか、ハードディスクに記
憶されている自車位置付近の放送局（エリ
アプリセット）を呼び出すかを選びます。

1  ユーザーまたはエリアにタッチ
する

■ 放送局の手動記憶
ユーザープリセットメモリにバンドごとに
12局まで手動で記憶させることができます
（マニュアルプリセット）。

1  ユーザープリセットにタッチする

2  本体またはリモコンで記憶させ
たい放送局を選ぶ

3  記憶させたいリストのプリセッ
トの枠に2秒以上タッチする

▼
現在受信中の放送局が、選んだリストに
記憶されます。

■ 物理チャンネルを切り替える
エリアプリセットで同じ放送局の別エリアの
チャンネルが存在する場合は、放送局名の
右側に「×2」などの物理チャンネル数が
表示されます。次の操作で受信中の放送局
の物理チャンネルを切り替えることができ
ます

1  エリアプリセットに切り替える

2  受信中の放送局名にタッチし
はいにタッチする
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■音声を切り替える
番組に複数の音声があるときに、切り替え
できます。

1  操作画面2ページ目の音声
切替にタッチする
タッチするごとに次のように切り替わり
ます。
複数の音声があるとき
第 1音声→第 2音声→第 3音声→
元に戻る
２ヶ国語放送（2重音声）のとき
主音声→副音声→主音声+副音声→
元に戻る

本機と地上デジタル TVチューナーを
光デジタルケーブルで接続している場
合、「主音声」または「副音声」を選択
しているときに「2カ国語放送」また
は「複数音声放送」を受信すると、ス
ピーカーセッティングによってセンター
スピーカーだけから音声が出力された
り、サブウーファーから音声が出力され
ない場合があります。この場合、2チャ
ンネルモードに設定（→ P94）すると、
左右のスピーカーおよびサブウーファー
から音声を出力させることができます。

•

■ サービスリストから放送局を選ぶ
1  操作画面2ページ目のサービ
スリストにタッチする

2  受信したいサービスチャンネル
にタッチする

いろいろな操作のしかた
基本操作以外の機能を使うには、AV メ
ニューを表示させてから操作します。

■ AVメニューを表示する
基本操作以外の機能を使うには、AVメ
ニューのソースメニューの中から機能を選
びます。

•

•

1  メニュー を押す
AVメニュー画面が表示されます。

2  機能を選ぶ

■ 放送局の自動記憶（チャンネル
スキャン）
バンドごとに受信状態の良い放送局をユー
ザープリセットメモリーとサービスリストに
自動的に記憶させることができます。

1  AVメニューでスキャンに2秒
以上タッチする

▼

中止にタッチすると、スキャンを中止し
ます。

■ 番組情報を取得する
番組情報を取得して、裏番組表を最新の状
態にします。

1  AVメニューで番組情報取得に
2秒以上タッチする

▼
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中止にタッチすると、取得を中止します。

AVソース画面の裏番組（→ P79）に長
くタッチしても番組情報を取得できます。
•

■ リストを切り替える
表示されるリストの大小を切り替えます。

1  AVメニューでリスト大または
リスト小にタッチする

▼

■ 機能設定を行う
地上デジタルテレビジョン放送を受信する
際の機能を設定します。
機能設定には、視聴設定、環境設定、受信
機情報メニューがあります。

1  AVメニューで機能設定にタッ
チする

2  メニューの種類（タブ）を選ぶ

視聴設定 ［視聴設定］メニューが表示さ
れます。

環境設定 ［環境設定］メニューが表示さ
れます。

受信機情報 ［受信機情報］メニューが表示
されます。

3  メニュー項目にタッチして設定
を行う

■ 設定内容の詳細

［視聴設定］メニュー
青字は工場出荷時の設定です。

ワンセグ設定
視聴している番組の受信レベルが低くなっ
た場合に、通常の放送とワンセグを自動的
に切り替えるか手動で切り替えるかを設定
します。
「オート」 受信状況に応じて、通

常の放送とワンセグを自
動で切り替えます。

「マニュアル」 通常の放送とワンセグ
を手動で切り替えます。

選局モード設定
地上デジタル放送の受信モードを設定します。
「標準モード」 標準画質放送やハイビ

ジョン放送だけを受信し
ます。

「ワンセグモード」 ワンセグだけを受信し
ます。

「オートモード」 全ての放送を受信します。

文字スーパー表示設定
文字スーパーの言語や表示を設定します。
「第１言語」 第１言語で表示します。
「第２言語」 第２言語で表示します。
「OFF」 文字スーパーを表示し

ません。

イベントリレー設定
別のチャンネルで延長番組が放送されると
きに、自動的にチャンネルを切り替えるか、
手動で切り替えるかを設定します。
「オート」 自動でチャンネルを切り

替えます。
「マニュアル」 手動でチャンネルを切り

替えます。

緊急警報放送設定
緊急警報放送が始まったときに、チャンネ
ルを自動で切り替えるか、手動で切り替え
るかを設定します。
「オート」 自動でチャンネルを切り

替えます。
「マニュアル」 手動でチャンネルを切り

替えます。

つづく→
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［環境設定］メニュー
青字は工場出荷時の設定です。

地域設定
本機をお使いの地域を設定します。設定し
た内容は、エリアプリセットで使用され、そ
れぞれのバンドごとに保存されます。
「オート」 自車位置情報をもとに自

動的に設定されます。
「マニュアル」 手動で地域を設定します。
※「BAND2」の工場出荷時は、「マニュアル」です。

郵便番号設定
本機をお使いの地域を設定します。設定し
た内容は、データ放送の地域を対象にした
サービスで使用され、それぞれのバンドご
とに保存されます。
「オート」 自車位置情報をもとに自

動的に設定されます。
「マニュアル」 手動で使用する地域を郵

便番号で入力します。
※「BAND2」の工場出荷時は、「マニュアル」です。

ダウンロード設定
放送波に含まれたデータをダウンロードし
て、本機内のデータや機能をバージョンアッ
プするかどうかを設定します。
※ダウンロード中は、放送を見ることはできません。

「ON」 データをダウンロードし
ます。

「OFF」 データをダウンロードし
ません。

番組名称情報取得設定
DTV以外のソースのときに、自動的に最新
の番組情報を取得（→ P80）するかどうか
を設定します。
「ON」 自動的に取得します。
「OFF」 自動的に取得しません。

視聴者設定クリア
廃棄や譲渡などで地上デジタルTVチュー
ナーを手放すときに、地上デジタル TV
チューナーに記録されている視聴者設定を
消去するための設定です。
※チャンネルおよび番組表、機能設定（視聴設定、環境設
定）、データ連動放送のブックマークが消去されます。

「はい」 設定をクリアします。
「いいえ」 設定をクリアしません。

［受信機情報］メニュー

お知らせメッセージ
地上デジタルTVチューナーに送られてき
たメッセージを表示します。

バージョン情報
地上デジタルTVチューナーのソフトウェ
アのバージョンや、B-CASカードなどの情
報を表示します。

各機能の詳細につきましては、地上デジタ
ルTVチューナ－に付属の取扱説明書をご
覧ください。

•
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iPodの操作のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）

本機に接続した iPod を操作することができます。

本機にiPodを接続するには、別売のiPodアダプター「CD-IB10Ⅱ」または「CD-IB10」が必要です。•

再生する
1  SRC を押してソースを iPod
に切り替える（→P12）
前回再生していたトラックから再生され
ます。

曲を探す 選曲画面に切り替わります。
ポーズ /再生 再生中の曲を一時停止した

り、再生したりします。

オーディオコントローラーで操作する場合：
ソングアップ /ソングダウン

（倒し続ける）
早戻し /早送り

聴きたい曲を探す
1  再生画面で曲を探すにタッチ
する

2  カテゴリにタッチする

3  曲を絞り込み、聴きたい曲に
タッチする

1つ以上絞り込んだ後は、選択するリス
ト項目に長くタッチすると、絞り込んだ
中の先頭曲を再生しながら次の画面に切
り替わります。ただし、手順 2 でプレイ
リストを選択した場合は動作しません。
iPod のリスト画面は約 30秒で消えま
す。もう一度リスト画面を表示したいと
きは、曲を探すにタッチします。

•

•

iPodの操作のしかた
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いろいろな再生操作のしかた
基本操作以外の機能を使うには、AV メ
ニューを表示させてから操作します。

1  メニュー を押す
AVメニュー画面が表示されます。

2  機能を選ぶ

■ リピート再生
指定した範囲を繰り返し再生することがで
きます。

1  AVメニューでリピートにタッチ
する
タッチするごとに、画面表示が以下のよ
うに切り替わります。

REPEAT ONE←→REPEAT ALL

リピート再生中にリピートの範囲を越える
操作（REPEAT ONE中の選曲操作など）
を行うと、リピートの範囲が変更される場
合があります。

•

■ シャッフル再生
曲順を変えて再生することができます。

1  AVメニューでシャッフルにタッ
チする
タッチするごとに、画面表示が以下のよ
うに切り替わります。

OFF（表示なし）→SHUFFLE SONGS
→ SHUFFLE ALBUMS→元に戻る

シャッフル再生中にその他の操作（リピー
ト再生、早送り/早戻しなど）を行うと、
シャッフル再生が中止される場合があり
ます。

•

iPodの操作のしかた
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マルチCDの操作のしかた
（AVIC-VH009MD/VH009）
接続したマルチCDプレーヤーを本機で操作することができます。

再生する
1  SRC を押してソースをM-CD
（マルチCD）に切り替える（→
P12）
ソースプレートとディスクリストが表示
され、再生が開始されます。

2  聴きたいディスクにタッチする

タッチ操作では、トラックの選択はでき
ません。
再生を中止するには、ソースをOFFにし
ます（→ P13）。

•

•

オーディオコントローラーで操作する場合：
 ディスクを選択します

トラックを選択します

（倒し続ける）
早戻し /早送りになります

■ 再生画面について
「CD TEXT」に対応しているマルチCD
（「CDX-P670」など）で「CD TEXT」再
生中にソースプレートにタイトルやアー
ティスト名が表示されます。

タイトルやアーティスト名は、半角、全角
の混在はできません。
「CD TEXT」が収録されていない場合は、
ソースプレートに「No Title」、「No Artist 
Name」と表示されます。
「CD TEXT」の内容はミュージックサー
バーには反映されません。

•

•

•

マルチCDの操作のしかた
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いろいろな再生操作のし
かた
基本操作以外の機能を使うには、AVメ
ニューを表示させてから操作します。

1  メニュー を押す
AVメニュー画面が表示されます。

2  機能を選ぶ

■ リピート再生
指定した範囲を繰り返し再生することがで
きます。

1  AVメニューでリピートにタッチ
する
タッチするごとに、リピート範囲が以下
のように切り替わります。
MAGAZINE REPEAT→TRACK REPEAT
→DISC REPEAT→元に戻る
MAGAZINE 
REPEAT

マガジン内の全てのディス
クを繰り返します。

TRACK 
REPEAT

再生中のトラック（曲）を繰
り返します。

DISC 
REPEAT

通常の再生状態です。再生中
のディスクを繰り返します。

リピート再生中にリピートの範囲を越え
る操作（TRACK REPEAT中の選曲操作
など）を行うと、リピートの範囲が変更さ
れる場合があります。

•

■ ランダム再生
選んだリピートの範囲内で、曲順を変えて
再生することができます。

1  AVメニューでランダムにタッチ
する
タッチするごとに、ランダム再生のON/
OFF が切り替わります。

リピートの範囲が TRACK REPEAT の
場合、ランダム再生をONにすると、リ
ピートの範囲はDISC REPEAT に切り
替わります。
ランダム再生中にその他の再生操作
（リピート再生、スキャン再生など）やリピー
トの範囲を越える操作（DISC REPEAT中
のディスクの切り替えなど）を行うと、ラ
ンダム再生が中止される場合があります。

•

•

■ スキャン再生
選んだリピートの範囲内で、ディスク内の
各曲の演奏開始部分や、各ディスクの1曲
目の演奏開始部分を、約10秒間ずつ聴く
ことができます。

1  リピート範囲を以下のように指
定する

聴きたい曲を探すとき
リピートの範囲をDISC REPEATに指定し
ます。
再生中のディスク内の各曲の演奏開始部分
を、約10秒間ずつ再生します。

リピートの範囲が TRACK REPEAT の
場合、スキャン再生をONにすると、リ
ピートの範囲はDISC REPEAT に切り
替わります。

•

聴きたいディスクを探すとき
リピートの範囲をMAGAZINE REPEATに
指定します。
マガジン内の全ディスクの1曲目だけの演
奏開始部分を、約10秒間ずつ再生します。

2  AVメニューでスキャンにタッチ
する
タッチするごとに、スキャン再生のON/
OFF が切り替わります。

スキャン再生を始めた曲まで戻ると、ス
キャン再生は解除されます。
•

マルチCDの操作のしかた
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3  聴きたい曲またはディスクが再
生されたら、もう一度スキャン
にタッチする
スキャン再生がOFF になり、選んだ曲
が再生されます。

スキャン再生中にその他の再生（リピート
再生、ランダム再生など）やリピートの範
囲を越える操作（DISC REPEAT中のディ
スクの切り替えなど）を行うと、スキャン
再生が中止される場合があります。

•

■ 再生の一時停止

1  AVメニューでポーズ /再生に
タッチする

▼
ディスクの再生が一時停止します。
もう一度ポーズ /再生にタッチすると再
生を再開することができます。

■ CDの音質を調節する
大きな音と小さな音の音量差を小さくした
り、低音域を押し上げたりします。（デジタル
コンプレッション）

COMP/DBE 機能付きのマルチ CD プ
レーヤーを接続したときに操作できます。
COMPとは、「Compression」の略で、
大きな音を抑え、小さな音を押し上げて、
大きな音と小さな音の音量差を小さくす
る機能です。
DBEとは、「Dynamic Bass Emphasis」
の略で、車内で不足しがちな低音域を押
し上げる機能です。

•

•

•

1  AVメニューでCOMP/DBEに
タッチする
タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
OFF → COMP1 → COMP2 → OFF →
DBE1→DBE2→元に戻る

COMP、DBE ともに、1より 2のほう
が効果が大きくなります。
コンプレッション非対応のチェンジャー
が接続されている場合は、COMP/DBE
は選択できません。

•

•

登録した曲だけを再生する
聴きたい曲を登録しておき、登録した曲だ
けを再生する機能です。この機能を使うに
は、ITSメニューを表示させてから操作し
ます。

ITS と は、「Instant Track Selection 
（インスタントトラックセレクション）」
の略です。
曲の登録は CDごとに行われます。CD 
を入れ替えても、そのCDの指定は消え
ません。
CD1枚につき99曲まで登録することが
できます。（一部のマルチCDプレーヤー
では24曲までになります。)
ITSは、CD100枚分の登録ができます。
（100枚を超えたときは、いちばん古い
CDから消去されます。）

•

•

•

•

1  メニュー を押し、ITSにタッ
チする

▼
ITSメニューが表示されます。

■ ITSを登録する
聴きたい曲を登録します。

1  ITS登録したい曲のあるディス
クを再生する

つづく→

マルチCDの操作のしかた
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2  ITSメニュー（→P87）で＜
または＞にタッチして曲を選
び、1曲登録にタッチする

▼
「登録しました。」のメッセージが表示さ
れ、曲が登録されます。以降、手順 2 の
操作を繰り返し複数の曲を登録します。

■ ITSで再生する
ITS登録された曲だけを検索して再生します。

1  ITS登録された曲のあるディス
クを再生する

2  ITSメニュー（→P87）でON
にタッチする

▼
ITS登録された曲だけが順番に再生さ
れ、再生状態表示部に「ITS」と表示され
ます。
OFFにタッチすると通常の再生に戻り
ます。

■ ITSの登録を消去する
ITS 登録した曲を消去（解除）すること
とができます。

1  ITSで再生する

2  ＜または＞にタッチして消去す
る曲を選び、1曲消去にタッチ
する

▼
選んだ曲の ITS登録が消去されます。

 OFFにタッチして ITS再生OFFにしてか
ら全曲消去にタッチすると、再生中のディ
スク内の ITS登録曲を全曲消去すること
ができます。

•

マルチCDの操作のしかた
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エクスターナルユニットの操作のしかた
（AVIC-VH009MD/VH009）
本機では、地上デジタルTVチューナー、iPodアダプター、マルチCDプレーヤー
以外の IPバス機器は、エクスターナルユニットとして扱われます。

エクスターナルユニットは、最大2台まで接続することができます。
本機に映像ソースのエクスターナルユニット（マルチDVDプレーヤー「XDV-P9Ⅱ」など）を接続
したときは、「システム設定」の「AV入力設定」でVTRを「EXT」に設定する必要があります。（→
P117）

•
•

基本操作
1  SRC を押してソースをEXT1
またはEXT2に切り替える（→
P12）

2  オーディオコントローラー（ ）
または１～６ で操作する（→
操作例）

本機に映像ソースのエクスターナルユ
ニットを接続した場合は、しばらくする
と映像画面に切り替わります。操作画面
を再表示させたい場合は画面にタッチす
るか、リモコンの 決定 を押してください。

•

１～６キーの操作
基本操作画面で１～６にタッチすると、接
続機器に割り当てられた操作を行うことが
できます。

ファンクションキーの操作
基本操作画面で メニュー を押してAVメ
ニューを表示すると、ファンクションキー
の操作を行うことができます。（→操作例）

操作例

接続した製品によって、操作内容が異な
ります。詳しくは、接続した製品の取扱
説明書をご覧ください。

•

マルチDVDプレーヤー「XDV-P9Ⅱ」の場合：
BAND/ESC ディスク送り
１～６ ディスク番号選択
FUNCTION 1 表示切り替え
FUNCTION 2 一時停止、ランダム再生※

FUNCTION 3 スキャン再生
FUNCTION 4 リピート範囲切り替え
AUTO/MANU モード切り替え
※ CD 再生時に２秒以上タッチしたときの
動作です。

エクスターナルユニットの操作のしかた
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ビデオなどを見る
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
本機にビデオなどの映像を表示したい場合は、次のような操作をしてください。

ビデオなどの映像を見るためには、「システム設定」の「AV入力設定」でVTRを「ON」に
設定する必要があります。（→ P117, 122）
•

ビデオなどの見かた
ソースをVTRに切り替えて、ビデオなど
の映像を見ます。
ご注意
停車中でパーキングブレーキがかかっている
ときに、モニターで映像を見ることができま
す。走行中は安全のためにモニターには、映
像は表示されません。

1  SRC を押してソースをVTR
に切り替える（→P12）

▼
ビデオなどの画面が表示されます。

•

ビデオなどを見る
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外部機器（AUX）の音声を聞く
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
本機にポータブルプレーヤーなどの外部機器を接続すると、その音声を聞くこ
とができます。

「AVIC-VH009MD/VH009」の場合、RCA音声入力端子（AUX1）または IP-BUS入力端子
（AUX2）に外部音声を入力できます。
「AVIC-VH009MD/VH009」の IP-BUS入力端子に、RCA出力の外部機器を接続するには、
別売のRCAインターコネクター「CD-RB20」または「CD-RB10」が必要です。
ナビゲーション本体またはTVチューナーに外部機器を接続したときは、「システム設定」の「AV
入力」でAUXを「ON」に設定する必要があります。（→ P117, 122）

•

•

•

1  SRC を押してソースをAUX
に切り替える（→P12）

▼
外部機器の音声が出力されます。

外部機器（AUX）の音声を聞く
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オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）

本機では、スピーカーの数やお好みに合わせて、2チャンネルモードとマルチ
チャンネルモードの設定を行うことができます。

チャンネルモードを
切り替える
本機は、お好みに応じて2チャンネルモード
とマルチチャンネルモードを選ぶことができ
ます。オーディオ設定も、それぞれのモード
ごとに行います。

1  AVソース画面で メニュー を
押す
AVメニューが表示されます。

2  オーディオ設定にタッチする

▼
オーディオ設定画面が表示されます。

3  2チャンネルまたはマルチチャ
ンネルにタッチする

▼
選んだモードに切り替わり、モードごと
の設定画面が表示されます。

4  各項目にタッチし、設定を行う

オーディオ設定内の画面を表示中に、音
声案内、ハンズフリー通話、音声操作な
どがあった場合は、各種設定はできませ
ん。ただし、消音設定がOFFに設定され
ている場合は、各種設定を行うことがで
きます。
走行中は操作できない設定項目があります。

•

•

■ 設定項目について
2チャンネル、マルチチャンネルの各モー
ドの設定項目は、以下のとおりです。

2チャンネルモード
フロントとリアそれぞれ同じ音（L/R 2ch）
で鳴らすモードです。
フェーダー /バランス（→P95）
ソースレベルアジャスター（→P95）
デジタルダイレクト（→P95）
ダイナミックレンジコントロール（→
P96）
ダウンMIX（→P96）
オートサウンドセッティング（→P96）
詳細設定（→ P96）

マルチチャンネルモード
フロント、リアそれぞれのスピーカーごと
の音で鳴らすことができるモードです。Ｄ
ＶＤなどのマルチチャンネルの音源を臨場
感豊かに再生することができます。
フェーダー /バランス（→ P102）
ソースレベルアジャスター（→ P102）
デジタルダイレクト（→ P103）
Dolby Pro Logic Ⅱ（→ P103）
Neo：6（→ P104）
ダイナミックレンジコントロール（→
P105）
ダウンMIX（→ P105）
オートサウンドセッティング（→P105）
詳細設定（→ P106）
フェーダー /バランス、ソースレベルア
ジャスター、ダイナミックレンジコント
ロール、ダウンMIXの設定は、2つのモー
ドに共通の設定となります。

•

•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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2チャンネルモードのオー
ディオ設定
2チャンネルステレオオーディオを楽しむ
場合の調整を行うことができます。
「チャンネルモードを切り替える」で2チャ
ンネルモードに切り替えてから設定します。

■ フェーダー /バランス
前後左右の音量バランスを調節することが
できます。

1  2チャンネルモードでフェー
ダー/バランスにタッチする

2  ＞、

＞

、

＞

、＞にタッチして前
後左右のバランスを調節する

カーソルの位置で前後左右のバランスを
確認できます。

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
•

■ ソースレベルアジャスター
ソースを切り替えたときに音量の違いが出
ないように、FMの音量を基準にして各ソー
スの音量の差をそろえることができます。
工場出荷時は「0dB」です。

FMの音量を基準に他のソースとの音量
を調節するため、FMを聞いているとき
は、ソースレベルアジャスターを設定す
ることはできません。
ソースごとに記憶されますが、同じ設定
になるものは以下のとおりです。
CD、ROM（WMA/MP3/AAC）、
DivX、マルチCD
AM、交通情報
EXT1、EXT2

•

•

-

-
-

1  2チャンネルモードでソースレ
ベルアジャスターにタッチする

2  ＋または－にタッチする

－14dB ～＋14dB の範囲で 2dB ごと
に調節できます。
ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。

•

•

■ デジタルダイレクト
調節した各設定内容に影響されない、オリ
ジナルの音質で聴くことができます。調節
したオーディオ設定の効果を確かめるのに
便利です。
工場出荷時は「OFF」です。

1  2チャンネルモードでデジタル
ダイレクトにタッチする

2  ONまたはOFFにタッチする

ON 強制的にマルチチャンネルモードに移行
し、デジタルダイレクト機能が働きます。

OFF 現状を維持します。

ONに設定すると､音量調整、Dolby Pro 
Logic Ⅱ、Neo: 6 以外の設定はできま
せん。
ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。

•

•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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■ ダイナミックレンジコントロール
ダイナミックレンジとは、一番大きな音と
一番小さな音との幅です。ダイナミックレ
ンジコントロールは、この幅を圧縮するこ
とで、音量を下げて楽しむ場合に小さな音
も聞きとりやすくすることができます。
工場出荷時は「OFF」です。

ダイナミックレンジコントロールの効果
が得られるのは、ドルビーデジタル音声
だけです。

•

1  2チャンネルモード（→P94）
でダイナミックレンジコント
ロールにタッチする

2  ONまたはOFFにタッチする

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

■ ダウンMIX
マルチチャンネル音声を2チャンネルにダ
ウンミックスして再生することができます。
工場出荷時は「Lo/Ro」です。

1  2チャンネルモード（→P94）
でダウンMIXにタッチする

2  Lo/RoまたはLt/Rtにタッチ
する

Lo/Ro サラウンド成分を復元（デコード）
できるようにダウンミックスします。

Lt/Rt オリジナルの音声がサラウンド成
分を含まないようなチャンネル
モードをステレオミックスします。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

■ オートサウンドセッティング
AUTO TA&EQ（→ P112）の測定結果を、
有効にします。

AUTO TA&EQ（→ P112）を行ってい
ない場合は、操作できません。
•

1  2チャンネルモード（→P94）
でオートサウンドセッティング
にタッチする

2  ONまたはOFFにタッチする

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

■ サウンドセッティング（詳細設定）
3パターンの設定を記憶することができ
ます。

オートサウンドセッティング（→前記）を
ONにしている場合は、詳細設定を行うこ
とができません。

•

セッティングパターンを切り替える

1  2チャンネルモード（→P94）
で詳細設定にタッチする

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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2  セッティング１～セッティング3
にタッチする

▼
選んだセッティングパターンの設定項目
画面が表示されます。

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
•

詳細設定の項目
詳細設定の項目は、以下のとおりです。
グラフィックイコライザー
リスニングポジション（→ P98）
スピーカー設定（→ P99）
カットオフ（→ P99）
タイムアライメント（→ P100）
スピーカー出力レベル（→ P101）
オートイコライザー（→ P102）

CUSTOMメモリーについて
各設定画面でメモリーにタッチしたときや、
設定値を変更した後に画面を終了した時に
表示される「メモリー選択画面」で、設定
値を「CUSTOM1」～「CUSTOM3」に
記憶しておくことが可能です。

▼
選んだCUSTOM番号に記憶されます。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

•
•
•
•
•
•
•

グラフィックイコライザー
あらかじめ用意された５つの設定（ファク
トリーカーブ）とお好みで調節した設定
（CUSTOM）からイコライザーカーブを選
ぶことができます。
工場出荷時は「POWERFUL」です。

設定した調節値は、ミュージックサーバー
への録音には反映されません。
•

1  詳細設定の項目画面でグラ
フィックイコライザーにタッチ
する

2  お好みの設定にタッチする

▼
タッチするごとに、イコライザーカーブ
が切り替わります。
POWERFUL、
NATURAL、
VOCAL、FLAT、
SUPER BASS

選んだファクトリーカー
ブが表示されます。

CUSTOM1、
CUSTOM2、
CUSTOM3

お好みに合わせて調節し
た設定が表示されます。

メモリー CUSTOM1 ～ 3 の選択
画面に切り替わります。

詳細設定 選んだファクトリーカーブ
を補正します。

LAST MEMORY 詳細設定で、設定途中だっ
た場合の値を表示します。

 FLATは何も補正しません。
 詳細設定にタッチするとCUSTOM用の
グラフィックイコライザーカーブ詳細設
定に切り替わります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。

•
•

•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）



98

イコライザーを補正する
選んだファクトリーカーブを、周波数ごと
にさらに細かく補正することができます。
補正した値は、CUSTOM1～3に記憶す
ることができます。
イコライザーの値を補正した場合はLAST 
MEMORYに自動的に記憶されます。

1  補正したいファクトリーカーブ
にタッチする

2  詳細設定にタッチする

3  補正する周波数を選び、 ＞ま
たは

＞

にタッチしてレベルを補
正する

50Hz、80Hz、125Hz、200Hz、
315Hz、500Hz、800Hz、1.25kHz、
2kHz、3.15kHz、5kHz、8kHz、
12.5kHz から周波数を選べます。

±0を基準に±6段階の範囲で調節がで
きます。
交通情報を受信しているときは、調節で
きません。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。

•

•

•

4  戻るにタッチする
▼

確認のメッセージが表示されます。

5  はいにタッチする
▼

メモリー番号選択画面が表示されます。

6  登録したいCUSTOM番号に
タッチする

▼
選んだ CUSTOM番号に補正値が記憶
されます。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

リスニングポジション
乗車位置や乗車人数に合わせて、聞く位置
を選択することができます。
工場出荷時は「OFF」です。

1  詳細設定の項目画面（→P97）
でリスニングポジションにタッ
チする

2  お好みのポジションにタッチ
する

フロント R 右ハンドル車に運転者のみがい
るときに切り替えます。

フロント L 助手席の同乗者のみに出力した
いときに切り替えます。

フロント 同乗者が助手席にいるときに切
り替えます。

オール 同乗者が後部座席にいるときに
切り替えます。

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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ポジションが選ばれていないときは、
OFFになります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
選択中のポジションに再度タッチすると、
OFFになります。

•

•

•

スピーカー設定
スピーカー接続の有無や接続したスピー
カーのサイズ（低音域再生能力）を設定す
ることができます。この設定により、スピー
カーを接続していないために再生できない
チャンネルの音を他のスピーカーから出力
させることができます。
スピーカーサイズについて
スピーカーサイズ設定は、100Hz 以下の
周波数帯域を再生可能かどうかが目安にな
ります。再生可能な場合は「LARGE」に、
再生不可能な場合は「SMALL」に設定し
てください。

1  詳細設定の項目画面（→P97）
でスピーカー設定にタッチする

2  各項目の、

＞

または＞にタッチ
して設定する

タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
CUSTOM1 CUSTOM1 →CUSTOM2

→CUSTOM3→ LAST 
MEMORY→ 元に戻る

フロント SMALL↔ LARGE
リア OFF↔ SMALL↔ LARGE
サブウーファー OFF↔ ON

 AUTOは、AUTO TA&EQ を行ってい
ないと、切り替わりません。（→ P112）
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ切り替わります。
接続していないスピーカーの設定は必ず
「OFF」にしてください。

•

•

•

サブウーファーを接続していない場合、
フロントまたはリアスピーカーに低音
再生能力がある限り、スピーカー設定
は「LARGE」を選んでください。フ
ロントとリア両方のスピーカー設定を
「SMALL」にすると、低音が不足した感
じになることがあります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
必要に応じて、CUSTOM１、CUSTOM2、
CUSTOM3をタッチで切り替えてくだ
さい。

•

•

•

カットオフ
各スピーカーから出力される音の設定を行
うことができます。

1  詳細設定の項目画面（→P97）
でカットオフにタッチする

2  各項目の、

＞

または＞にタッチ
して設定する

タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
CUSTOM1 CUSTOM1 → CUSTOM2

→CUSTOM3→ LAST 
MEMORY→ 元に戻る

スピーカー フロントL↔フロントR↔リアR
↔リアL↔サブウーファー

周波数 50Hz↔ 63Hz↔ 80Hz
↔ 100Hz↔ 125Hz↔
160Hz↔ 200Hz

スロープ －18dB ↔－12dB ↔－6dB
↔0dB（サブウーファー選択時）

ミュート OFF↔ ON
PHASE REVERSE↔NORMAL
メモリー CUSTOM1 ～ 3 の選択画面

に切り替わります。

つづく→

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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 AUTOは、AUTO TA&EQ を行ってい
ないと、切り替わりません。（→ P112）
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ切り替わります。
スピーカー設定で「OFF」にしているス
ピーカーは設定できません。また、スピー
カー設定で「LARGE」に設定している
スピーカーは、周波数とスロープの設定
ができません。
サブウーファーを接続していない場合、
フロントまたはリアスピーカーに低音
再生能力がある限り、スピーカー設定
は「LARGE」を選んでください。フ
ロントとリア両方のスピーカー設定を
「SMALL」にすると、低音が不足した感
じになることがあります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
サブウーファーの位相は、車内条件によ
り、サブウーファーから出力される周波
数帯域が、フロント /リアのスピーカー
から出力される周波数帯域と打ち消し
合ってしまい、聞き取りにくくなるよう
な場合は、位相を逆にすることで聞き取
りやすくすることができます。
必要に応じて、CUSTOM１、CUSTOM2、
CUSTOM3をタッチで切り替えてくだ
さい。

•

•

•

•

•

•

•

タイムアライメント
タイムアライメントは、各スピーカーからリ
スニングポジションまでの距離を調節するこ
とで、音声の到達時間を補正し、音像の定位
や全体的なバランスを調節する機能です。
工場出荷時は「INITIAL」です。

1  詳細設定の項目画面（→P97）
でタイムアライメントにタッチ
する

2  お好みの設定にタッチする

INITIAL 距離補正をしません。
OFF↔ INITIAL

AUTO TA AUTO TA&EQ で作成さ
れたタイムアライメントの
設定に切り替えます。
OFF↔ AUTO TA

CUSTOM１ ～
CUSTOM 3

CUSTOMに記憶した設定
値に切り替えます。
OFF↔ CUSTOM1,2,3

メモリー CUSTOM1～ 3の選択画
面に切り替わります。

詳細設定 タイムアライメントの詳細
設定画面に切り替わります。

LAST 
MEMORY

詳細設定（→ P96）で、設
定途中だった場合の値を表
示します。
OFF↔ LAST MEMORY

 AUTO TAは、AUTO TA&EQを行って
いないと、操作できません。（→ P112）
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
 メモリーは、リスニングポジションがフ
ロント LまたはフロントRのときのみ操
作できます。
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ操作できます。

•

•

•

•

タイムアライメント詳細設定
各スピーカーまでの距離を設定します。

リスニングポジションがフロント Lまた
はフロントRのときに操作できます。
•

1  タイムアライメントの設定画面
で詳細設定にタッチする

2  各スピーカーの、

＞

または＞に
タッチして設定する

タッチするごとに、スピーカーからの距
離が 0 ～ 500.0cm の間で 2.5cm 単
位で切り替わります。

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
•

スピーカー出力レベル
各スピーカーからの出力レベルを調節する
ことができます。

スピーカー設定（→ P99）でOFFのスピー
カーは操作できません。
•

1  詳細設定の項目画面（→P97）
でスピーカー出力レベルにタッ
チする

2  各スピーカーの、

＞

または＞に
タッチして設定する

タッチするごとに、スピーカーの出力が
－24dB ～＋10dB の間で切り替わり
ます。
CUSTOM1 CUSTOM1 → CUSTOM2

→CUSTOM3→ LAST 
MEMORY→ 元に戻る

メモリー CUSTOM1 ～ 3 の選択画面
に切り替わります。

テストトーン テストトーン画面に切り替わ
ります。

 AUTOは、AUTO TA&EQ を行ってい
ないと、切り替わりません。（→ P112）
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ切り替わります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
必要に応じて、CUSTOM１、CUSTOM2、
CUSTOM3をタッチで切り替えてくだ
さい。

•

•

•

•

テストトーン
テストトーンを聴きながら、各スピーカー
からの出力レベルを調節し、スピーカーシ
ステム全体のバランスを整えます。
工場出荷時は「OFF」です。

1  スピーカー出力レベルの設定画
面でテストトーンにタッチする

2  開始にタッチする

約 2秒間ずつ、以下の順番で各スピー
カーからテストトーンが出力されます。

フロント L →フロント R →リア R →
リア L→ サブウーファー→ 元に戻る
テストトーン出力中のスピーカーには、
＜、＞が表示され、調節が可能になります。

スピーカー設定（→ P99）で「OFF」に
したスピーカーは飛び越されます。
•

3  

＞

または＞にタッチする

タッチするごとに、スピーカーの出力が
－24dB ～＋10dB の間で切り替わり
ます。
このモードで調節した出力レベルは、ス
ピーカー出力レベルで調節したレベルと
同じ値になります。

 停止にタッチすると、テストトーンの出
力を停止することができます。
ユニバーサルパッドを上 /下に操作して
開始 /停止、左 /右に操作して調節する
こともできます。

•

•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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オートイコライザー
AUTO TA&EQ（→ P112）で自動調節し
たイコライザーを使用する設定を行うこと
ができます。
工場出荷時は「OFF」です。

AUTO TA&EQ（→ P112）を行ってい
ない場合は、操作できません。
•

1  詳細設定の項目画面（→P96）
でオートイコライザーにタッチ
する

2  ONまたはOFFにタッチする

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

マルチチャンネルモードの
オーディオ設定
本機で、マルチチャンネルを楽しむ場合の
調整を行うことができます。「チャンネル
モードを切り替える」（→ P94）でマルチチャ
ンネルモードに切り替えてから設定します。

■ フェーダー /バランス
前後左右の音量バランスを調整することが
できます。

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でフェーダー /バランス
にタッチする

2  ＞、

＞

、

＞

、＞にタッチして前
後左右のバランスを調節する

カーソルの位置で前後左右のバランスを
確認できます。

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
•

■ ソースレベルアジャスター
ソースを切り替えたときに音量の違いが出
ないように、FMの音量を基準にして各ソー
スの音量の差をそろえることができます。
工場出荷時は「0dB」です。

FMの音量を基準に他のソースとの音量
を調節するため、FMを聞いているとき
は、ソースレベルアジャスターを設定す
ることはできません。
ソースごとに記憶されますが、同じ設定
になるものは以下のとおりです。
CD、ROM（WMA/MP3/AAC）、
DivX、マルチCD
AM、交通情報
EXT1、EXT2

•

•

-

-
-

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でソースレベルアジャス
ターにタッチする

2  ＋または－にタッチする

－14dB ～＋14dB の範囲で 2dB ごと
に調節できます。
ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。

•

•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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■ デジタルダイレクト
調節した各設定内容に影響されない、オリ
ジナルの音質で聴くことができます。調節
したオーディオ設定の効果を確かめるのに
便利です。
工場出荷時は「OFF」です。

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でデジタルダイレクトに
タッチする

2  ONまたはOFFにタッチする

ON デジタルダイレクト機能が働きます。
OFF 2チャンネルモードから移行してきた

場合、2チャンネルモードに変ります。
マルチチャンネルモードでONにして
いた場合、デジタルダイレクト機能が
解除されます。

ONに設定すると､音量調整、Dolby Pro 
Logic Ⅱ、Neo: 6 以外の設定はできま
せん。
ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。

•

•

■ Dolby Pro Logic Ⅱ
Dolby Pro Logic Ⅱは、2チャンネルの音
声をマルチチャンネルで全帯域再生します。
オリジナルの録音の空間情報から、より立
体的なサウンド空間を作り出す先進的な機
能です。
工場出荷時は「OFF」です。

交通情報受信中は、一旦強制的に「OFF」
になります。
センタースピーカーとリアスピーカーが
「OFF」の場合は操作できません。
Neo: ６との、同時設定はできません。

•

•

•

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でDolby Pro LogicⅡ
にタッチする

2  お好みの設定にタッチする

MOVIE 映画やテレビドラマなどのステレ
オ音声をマルチチャンネル録音に
迫る立体的な音で楽しめます。

MUSIC 広く深い音場を再現し、音楽など
を臨場感豊かに楽しめます。また
パラメータを調節することで、お
好みに合わせた空間を再現するこ
とができます。

MATRIX 方向性強調回路がオフになるた
め、シンプルなサウンド再生にな
ります。FMやテレビなどのステ
レオ放送で受信状態が不安定な場
合に向いています。

MUSIC 
ADJUST

Dolby Pro LogicⅡ詳細設定画
面に切り替わります（［MUSIC］
選択時のみ）。

設定した項目にもう一度タッチすると、
「OFF」になります。
ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。

•

•

Dolby Pro Logic ⅡのMUSIC の詳細
設定
Dolby Pro Logic Ⅱの詳細設定を行う
場合は、以下のように操作します。

1  Dolby Pro LogicⅡの設定
画面でMUSICにタッチする

2  MUSIC　ADJUSTにタッチ
する

つづく→
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3  お好みのモードにタッチし、そ
れぞれを調節する

PANORAMA
ON / OFF

フロントのステレオイメー
ジをサラウンドスピーカー
まで拡張して包み込みの
効果を大きくします。

DIMENSION
＜  /＞

音場の位置をフロント側、
リア側に、－3～＋3の
間で調節します。＞はフ
ロント側（＋）に、＜は
リア（サラウンド）側（－）
に音を移動します。

CENTER WIDTH センターの音を、フロン
トの LRチャンネルとセ
ンターチャンネルの3つ
のスピーカーに、どのよう
に振り分けるかを0～7
の間で設定します。
＞は7側に、＜は0側に
調節します。
推奨は3で、ほとんどの
録音に適しています。0
はセンタースピーカーだ
けでセンターの音を再生
します。7は通常のステ
レオと同様にセンターの
音をフロントの LRに振
り分けます。

 ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
•

■ Neo: ６
高精度デジタルマトリクスデコーダーを従
来の2チャンネル信号に応用し、マルチチャ
ンネルのサラウンド再生を行う機能です。
工場出荷時は「OFF」です。

交通情報受信中は、一旦強制的に「OFF」
になります。
センタースピーカーとリアスピーカーが
「OFF」の場合は操作できません。
Dolby Pro Logic Ⅱとの、同時設定はで
きません。

•

•

•

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でNeo:６にタッチする

2  お好みの設定にタッチする

CINEMA 映画やテレビドラマなどのステレ
オ音声をマルチチャンネル録音に
迫る立体的な音で楽しめます。

MUSIC 広く深い音場を再現し、音楽など
を臨場感豊かに楽しめます。また
センターイメージを調節すること
で、お好みに合わせた空間を再現
することができます。

MUSIC 
ADJUST

Neo: 6 の詳細設定画面（→後記）
に切り替わります（[MUSIC]選択
時のみ）。

設定した項目にもう一度タッチすると、
「OFF」になります。
ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。

•

•

Neo: ６のMUSICの詳細設定
Neo: ６の詳細設定を行う場合は、以下
のように操作します。

1  Neo:６の設定画面でMUSIC
にタッチする

2  MUSIC　ADJUSTにタッチ
する

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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3  

＞

または＞にタッチしてセン
ターイメージを調節する

▼
0～10の間で調節できます。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

■ ダイナミックレンジコントロール
ダイナミックレンジとは、一番大きな音と
一番小さな音との幅です。ダイナミックレ
ンジコントロールは、この幅を圧縮するこ
とで、音量を下げて楽しむ場合に小さな音
も聞きとりやすくすることができます。
工場出荷時は「OFF」です。

ダイナミックレンジコントロールの効果
が得られるのは、ドルビーデジタル音声
だけです。

•

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でダイナミックレンジコン
トロールにタッチする

2  ONまたはOFFにタッチする

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

■ ダウンMIX
マルチチャンネル音声を2チャンネルにダ
ウンミックスして再生することができます。
工場出荷時は「Lo/Ro」です。

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でダウンMIXにタッチする

2  Lo/RoまたはLt/Rtにタッチ
する

Lo/Ro サラウンド成分を復元（デコード）
できるようにダウンミックスします。

Lt/Rt オリジナルの音声がサラウンド成分
を含まないようなチャンネルモード
をステレオミックスします。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

■ オートサウンドセッティング
AUTO TA＆EQ（→P112）の測定結果を、
有効にします。

AUTO TA＆EQ（→ P112）を行ってい
ない場合は、操作できません。
オートサウンドセッティングをONにして
いる場合は、詳細設定を行うことができま
せん。

•

•

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）でオートサウンドセッティ
ングにタッチする

2  ONまたはOFFにタッチする

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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■ サウンドセッティング（詳細設定）
ソースごとに３パターンの設定を記憶する
ことができます。

セッティングパターンを切り替える

1  マルチチャンネルモード（→Ｐ
94）で詳細設定にタッチする

2  セッティング１～セッティング3
にタッチする

▼
選んだセッティングパターンの設定項目
画面が表示されます。

ユニバーサルパッドを上 /下に操作して
調節することもできます。
•

詳細設定の項目
詳細設定の項目は、以下のとおりです。
パラメトリックイコライザー
リスニングポジション（→ P108）
スピーカー設定（→ P108）
カットオフ（→ P109）
タイムアライメント（→ P109）
スピーカー出力レベル（→ P110）
オートイコライザー（→ P111）

CUSTOMメモリーについて
各設定画面でメモリーにタッチしたときや、
設定値を変更した後に画面を終了した時に
表示される「メモリー選択画面」で、設定
値を「CUSTOM1」～「CUSTOM3」に
記憶しておくことが可能です。

•
•
•
•
•
•
•

▼
選んだCUSTOM番号に記憶されます。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

パラメトリックイコライザー
あらかじめ用意された5つの設定（ファ
クトリーカーブ）とお好みで調節した設定
（CUSTOM1、CUSTOM2、CUSTOM3）
からイコライザーカーブを選ぶことができ
ます。また、各スピーカーのバンドごとに
中心周波数を設定し、レベル調節やカーブ
の傾きの切り替えを行うことができます。
工場出荷時は「POWERFUL」です。
イコライザーの調節について
センタースピーカーは、音像を定位させる
のに影響が大きいスピーカーです。このた
め、他のスピーカーと同時にバランスをと
るのは、とても難しい作業です。全体のバ
ランスをとるため、2チャンネルの音声 (CD
など )を再生し、センターを除く全てのス
ピーカーのバランスを調節した後、5.1チャ
ンネルの音声 (ドルビーデジタルやDTS)
を再生し、センタースピーカーを全体のバ
ランスに合わせるように調節すると、スムー
ズに行うことができます。
中心周波数について
各バンドの中心周波数は、26種類の周波
数の中から選ぶことができます。周波数は、
1/3オクターブずつのステップで切り替え
ることができますが、各バンドの中心周波
数の間隔を1オクターブ未満に設定するこ
とはできません。

設定した調節値は、ミュージックサーバー
への録音には反映されません。
•

1  詳細設定の項目画面（→P106）
でパラメトリックイコライザー
にタッチする

2  お好みの設定にタッチする
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▼
タッチするごとに、イコライザーカーブ
が切り替わります。
POWERFUL、
NATURAL、
VOCAL、FLAT、
SUPER BASS

選んだファクトリーカー
ブが表示されます。

CUSTOM１、
CUSTOM２、
CUSTOM３

お好みに合わせて調節し
た設定が表示されます。

メモリー CUSTOM1 ～ 3の選択
画面に切り替わります。

詳細設定 選んだファクトリーカーブ
を補正します。

LAST MEMORY 詳細設定で、設定途中だっ
た場合の値を表示します。

 FLATは何も補正しません。
 詳細設定にタッチするとCUSTOM用の
パラメトリックイコライザーカーブ詳細
設定に切り替わります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。

•
•

•

イコライザーを補正する
選んだファクトリーカーブを、周波数ごと
にさらに細かく補正することができます。
補正した値は、CUSTOM１～３に記憶する
ことができます。

1  補正したいファクトリーカーブ
を選ぶ

2  詳細設定にタッチする

3  補正する周波数を選び、

＞

また
は＞にタッチして設定する

「ポジション」：
タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
＞
フロント → リア → センター → 元に戻る
＜
フロント → センター → リア → 元に戻る

「バンド」：
タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
LOW（低音）↔MID（中音）↔HIGH（高音）

「周波数」：
タッチするごとに、各バンドの中心周波
数が、以下のように切り替わります。
40Hz、50Hz、63Hz、80Hz、
100Hz、125Hz、160Hz、200Hz、
250Hz、315Hz、400Hz、500Hz、
630Hz、800Hz、1kz、1.25kHz、
1.6kHz、2kHz、2.5kHz、3.15kHz、
4kHz、5kHz、6.3kHz、8kHz、
10kHz、12.5kHz

「レベル」：
タッチするごとに、－12dB～＋12dB
の間で調節できます。

「Qファクタ」：
タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
NARROW（急な傾き）↔WIDE（緩や
かな傾き）
交通情報を受信しているときは、調節で
きません。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。

•

•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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4  戻るにタッチする
▼

確認のメッセージが表示されます。

5  はいにタッチする
▼

メモリー番号選択画面が表示されます。

6  登録したいCUSTOM番号に
タッチする

▼
選んだ CUSTOM番号に補正値が記憶
されます。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

リスニングポジション
乗車位置や乗車人数に合わせて、聞く位置
を選択することができます。
工場出荷時は「OFF」です。

1  詳細設定の項目画面（→P106）
でリスニングポジションにタッ
チする

2  お好みのポジションにタッチ
する

フロント R 右ハンドル車に運転者のみがい
るときに切り替えます。

フロント L 助手席の同乗者のみに出力した
いときに切り替えます。

フロント 同乗者が助手席にいるときに切
り替えます。

オール 同乗者が後部座席にいるときに
切り替えます。

ポジションが選ばれていないときは、
OFFになります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
選択中のポジションに再度タッチすると、
OFFになります。

•

•

•

スピーカー設定
スピーカー接続の有無や接続したスピー
カーのサイズ（低音域再生能力）を設定す
ることができます。この設定により、スピー
カーを接続していないために再生できない
チャンネルの音を他のスピーカーから出力
させることができます。
スピーカーサイズについて
スピーカーサイズ設定は、100Hz 以下の
周波数帯域を再生可能かどうかが目安にな
ります。再生可能な場合は「LARGE」に、
再生不可能な場合は「SMALL」に設定し
てください。

1  詳細設定の項目画面（→P106）
でスピーカー設定にタッチする

2  各項目の、
＞

または＞にタッチ
して設定する

タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
CUSTOM1 CUSTOM1 → CUSTOM2

→CUSTOM3→ LAST 
MEMORY→ 元に戻る

フロント SMALL↔ LARGE
センター OFF↔ SMALL↔ LARGE
リア OFF↔ SMALL↔ LARGE
サブウーファー OFF↔ ON

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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 AUTOは、AUTO TA&EQ を行ってい
ないと、切り替わりません。（→ P112）
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ切り替わります。
接続していないスピーカーの設定は必ず
「OFF」にしてください。
サブウーファーを接続していない場合、
フロントまたはリアスピーカーに低音
再生能力がある限り、スピーカー設定
は「LARGE」を選んでください。フ
ロントとリア両方のスピーカー設定を
「SMALL」にすると、低音が不足した感
じになることがあります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
必要に応じて、CUSTOM１、CUSTOM2、
CUSTOM3をタッチで切り替えてくだ
さい。

•

•

•

•

•

•

カットオフ
各スピーカーから出力される音の設定を行
うことができます。

1  詳細設定の項目画面（→P106）
でカットオフにタッチする

2  各項目の、
＞

または＞にタッチ
して設定する

タッチするごとに、以下のように切り替
わります。
CUSTOM1 CUSTOM1 → CUSTOM2

→CUSTOM3→ LAST 
MEMORY→ 元に戻る

スピーカー フ ロ ン ト L ↔ セ ン タ ー↔
フロントR↔リアR↔リア L
↔サブウーファー

周波数 50Hz ↔ 63Hz ↔ 80Hz
↔ 100Hz ↔ 125Hz ↔
160Hz↔ 200Hz

スロープ －18dB ↔－12dB ↔－6dB
↔0dB（サブウーファー選択時）

ミュート OFF↔ ON
PHASE REVERSE↔NORMAL
メモリー CUSTOM1 ～ 3 の選択画面

に切り替わります。

 AUTOは、AUTO TA&EQ を行ってい
ないと、切り替わりません。（→ P112）
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ切り替わります。
スピーカー設定で「OFF」にしているス
ピーカーは設定できません。また、スピー
カー設定で「LARGE」に設定している
スピーカーは、周波数とスロープの設定
ができません。
 サブウーファーを接続していない場合、
フロントまたはリアスピーカーに低音
再生能力がある限り、スピーカー設定
は「LARGE」を選んでください。フ
ロントとリア両方のスピーカー設定を
「SMALL」にすると、低音が不足した感
じになることがあります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
 サブウーファーの位相は、車内条件によ
り、サブウーファーから出力される周波
数帯域が、フロント /リアのスピーカー
から出力される周波数帯域と打ち消し
合ってしまい、聞き取りにくくなるよう
な場合は、位相を逆にすることで聞き取
りやすくすることができます。
必要に応じて、CUSTOM１、CUSTOM2、
CUSTOM3をタッチで切り替えてくだ
さい。

•

•

•

•

•

•

•

タイムアライメント
タイムアライメントは、各スピーカーからリ
スニングポジションまでの距離を調節するこ
とで、音声の到達時間を補正し、音像の定
位や全体的なバランスを調節する機能です。
工場出荷時は「INITIAL」です。

1  詳細設定の項目画面（→P106）
でタイムアライメントにタッチ
する

つづく→
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2  お好みの設定にタッチする

INITIAL 距離補正をしません。
OFF↔ INITIAL

AUTO TA AUTO TA&EQ で作成さ
れたタイムアライメントの
設定に切り替えます。
OFF↔ AUTO TA

CUSTOM１ ～
CUSTOM３

CUSTOMに記憶した設定
値に切り替えます。
OFF↔ CUSTOM1,2,3

メモリー CUSTOM1～ 3の選択画
面に切り替わります。

詳細設定 タイムアライメントの詳細
設定画面に切り替わります。

LAST 
MEMORY

詳細設定（→ P106）で、
設定途中だった場合の値を
表示します。
OFF↔ LAST MEMORY

 AUTO TAは、AUTO TA&EQ（→P112）
を行っていないと、操作できません。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
 メモリーは、リスニングポジションがフ
ロント LまたはフロントRのときのみ操
作できます。
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ操作できます。

•

•

•

•

タイムアライメント詳細設定
各スピーカーまでの距離を設定します。

リスニングポジションがフロント Lまた
はフロントRのときに操作できます。
•

1  タイムアライメントの設定画面
で詳細設定にタッチする

2  各スピーカーの、

＞

または＞に
タッチして設定する

タッチするごとに、スピーカーからの距
離が０～ 500.0cm の間で 2.5cm 単
位で切り替わります。

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
•

スピーカー出力レベル
各スピーカーからの出力レベルを調節する
ことができます。

スピーカー設定でOFFのスピーカーは操
作できません。
•

1  詳細設定の項目画面（→P106）
でスピーカー出力レベルにタッ
チする

2  各スピーカーの、

＞

または＞に
タッチして設定する

タッチするごとに、スピーカーの出力が
－24dB～＋10dBの間で切り替わります。
CUSTOM1 CUSTOM1 → CUSTOM2

→CUSTOM3→ LAST 
MEMORY→ 元に戻る

メモリー CUSTOM1 ～ 3 の選択画面
に切り替わります。

テストトーン テストトーン画面に切り替わ
ります。

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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 AUTOは、AUTO TA&EQ を行ってい
ないと、切り替わりません。（→ P112）
 LAST MEMORY は、設定中の値を
CUSTOM1～ 3のいずれかに記憶して
いないときのみ切り替わります。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して調節することもできます。
必要に応じて、CUSTOM１、CUSTOM2、
CUSTOM3をタッチで切り替えてくだ
さい。

•

•

•

•

テストトーン
テストトーンを聴きながら、各スピーカー
からの出力レベルを調節し、スピーカーシ
ステム全体のバランスを整えます。
工場出荷時は「OFF」です。

1  スピーカー出力レベルの設定画
面でテストトーンにタッチする

2  開始にタッチする

約 2秒間ずつ、以下の順番で各スピー
カーからテストトーンが出力されます。

フロント L→センター→フロント R→
リア R →リア L →サブウーファー→
元に戻る
テストトーン出力中のスピーカーには、
＜、＞が表示され、調節が可能になります。

スピーカー設定（→ P108）で「OFF」に
したスピーカーは飛び越されます。
•

3  

＞

または＞にタッチする

タッチするごとに、スピーカーの出力が
－24dB～＋10dBの間で切り替わります。
このモードで調節した出力レベルは、ス
ピーカー出力レベルで調節したレベルと
同じ値になります。

　停止にタッチすると、テストトーンの出
力を停止することができます。
ユニバーサルパッドを上 /下に操作して
開始 /停止、左 /右に操作して調節する
こともできます。

•

•

オートイコライザー
AUTO TA&EQで自動調節したイコライ
ザーを使用する設定を行うことができます。
工場出荷時は「OFF」です。

AUTO TA&EQ（→ P112）を行ってい
ない場合は、操作できません。
•

1  詳細設定の項目画面（→P106）
でオートイコライザーにタッチ
する

2  ONまたはOFFにタッチする

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
調節することもできます。
•

オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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車に合わせて音場を自動で補正する（AUTO TA&EQ）
（AVIC-VH009MD/VH009）

車室内の音響特性を自動的に計測して、最適に自動補正することができます。

AUTO TA&EQを行う前に
AUTO TA&EQ（オートタイムアライメ
ント＆イコライジング）を行う前に必ずお
読みください。

 警告
走行中にAUTO TA&EQを行わない。

 禁止
自動車が走行中にAUTO TA&EQを行わな
いでください。AUTO TA&EQ機能は車室
内の音響特性を測定するために、スピーカー
から大音量の計測音を出すことがあります。
この場合、運転の妨げになり事故の原因とな
ることがあります。

■ スピーカー破損防止について
次の状態で AUTO TA&EQ を行うと、
スピーカーが破損する恐れがあります。
AUTO TA&EQを行う前に、よく確認して
ください。
• スピーカーの接続を誤っている場合
 ( 例：サブウーファー出力にリアスピーカー
を接続している場合 )
• スピーカーの耐入力を超える出力のパ
ワーアンプを接続している場合

■ AUTO TA&EQ機能について
• 車室内空間は、その広さや複雑な形状、
材質により、ホームオーディオに比べ、一
般的に音響特性が大きく乱れています。
このような車室内の音響特性を補正する
ためにイコライザーを使用しますが、測定
器などを使用せずに設定するのはかなり
困難な作業になります。

•

•

• 本機のAUTO TA&EQ機能は、車室内の
音響特性を自動的に測定し、そのデータ
に基づいて、車室内の音響特性が乱れの
少ない滑らかな特性に近づくように自動
的に補正します。（イコライザーカーブを
呼び出したときは、AUTO TA&EQによ
り乱れの少ない滑らかな特性になった上
でイコライザーカーブが設定されますの
で、より効果的になります。）また、各スピー
カーからリスニングポジションまでの距離
を自動的に測定し、音声の到達時間を補
正し、音像の定位や全体的なバランスを
調節します。

■ AUTO TA&EQを行う前にお読
みください
• AUTO TA&EQは、なるべく静かな所で、
車のエンジンおよびエアコンやヒーター
を止めて行ってください。また、携帯電話
や自動車電話などを車載している場合は、
電話を車外へ持ち出すか電源を切ってか
らAUTO TA&EQを行ってください。計
測音以外の音（車周辺の騒音、エンジン音、
電話の着信音など）によって、車室内の
音響特性が正しく測定できないことがあ
ります。
• AUTO TA&EQは、必ず付属の音響特性
測定用マイクを使用して行ってください。
付属の音響特性測定用マイク以外のマイ
クでは、AUTO TA&EQが実行できなかっ
たり、車室内の音響特性が正しく測定で
きません。
• フロントスピーカーが接続されていない
場合は、AUTO TA&EQ が実行できま
せん。
• 入力レベルコントロール付きのパワーア
ンプを接続している場合、パワーアンプの
入力レベルコントロールを下げていると、
AUTO TA&EQが実行できない場合があ
ります。パワーアンプの入力レベルコント
ロールは推奨位置に合わせてください。

車に合わせて音場を自動で補正する（AVIC-VH009MD/VH009）
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• ローパスフィルター付きのパワーアンプ
を接続している場合、パワーアンプのロー
パスフィルターはOFFにして測定してく
ださい。また、パワードサブウーファー
内蔵のローパスフィルターは、カットオフ
周波数を最も高い周波数に設定してくだ
さい。
• AUTO TA&EQ測定時に算出したタイム
アライメントの値は、次の場合に実際の距
離と異なることがありますが、計測状況に
よりコンピューターが算出した正確な遅延
時間をもとに設定された距離です。その
ままの値でご使用ください。
－ 車室内の反射音が直接音より強く、か
つ遅延を生じている場合。

－ パワードサブウーファーや外部アンプの
ローパスフィルターの影響により、低音
に遅延が生じている場合。

• AUTO TA&EQを行うと、各モードの内
容が次のように変更されます。
－ 前後左右の音量バランス調節（フェー
ダー /バランス）の設定がリセットされ、
初期設定に戻ります。

－ イコライザーカーブは、フラット（FLAT）
になります。

－ オートサウンドセッティングは、全ソー
スONに設定されます。

－ フロントやセンター、リアハイパスフィ
ルターの設定が調節されます。内蔵
DSPでサブウーファーを接続している
場合は、サブウーファー出力とリアハイ
パスフィルターの設定が調節されます。

■ AUTO TA&EQの調節内容につ
いて
一度AUTO TA&EQを行ったあとに、再
度AUTO TA&EQを行うと、前のAUTO 
TA&EQの調節内容は消去されます。

AUTO TA&EQの設定方法
1  車の環境を整える

 静かな所に停車し、ドア、窓ガラス、
サンルーフなどを閉める。
 エアコンやエンジンを止める。

2  マイクを設置する
テープ・ベルト・輪ゴムなどで付属の音
響特性測定用マイクを座席のヘッドレス
トの中央に仮止めします。

音響特性測定用
マイク入力端子へ

音響特性測定用マイク

ベルトなど

3  車のエンジンスイッチをACC
またはONにする

4  NAVI/AV ボタンを押し、AV
画面に切り替える

▼

AVソースがOFFになっていないときは、
SRC を1秒以上押してソースをOFFに
します。（→ P13）

•

5  メニュー ボタンを押し、シス
テム設定－AUTO TA&EQ
の順にタッチする
既に設定されている場合、「測定済」と表示
されます。

つづく→

•
•

車に合わせて音場を自動で補正する（AVIC-VH009MD/VH009）



114 車に合わせて音場を自動で補正する（AVIC-VH009MD/VH009）

6  マイクをハイダウェイTVチュー
ナーに接続する

AUX IN

7  測定ポジションを選ぶ
測定ポジションは、マイクを設置した側
（通常はフロントR／運転席）を選びます。
•

8  STARTにタッチする
中止するときは、STOPを選びます。

9  車外に出る
10 秒のカウントダウンが始まるので、
10秒以内に車外に出て、ドアを閉めま
す。計測音（ノイズ）が各スピーカーか
ら出力され、測定が始まります。
10分程度で自動的に終了します。

AUTO TA&EQ操作が終わったら、セッ
トしたマイクを取り外してください。

外したマイクはグローブボックスなどに、
大切に保管してください。直射日光の当
たる場所に長時間放置すると、高温によ
る変形、変色、故障の原因になる恐れが
あります。

•
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システム設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）

本機のいろいろな機能を使うための基本的な設定をすることができます。

ここでは「AVIC-VH009MD/VH009」のシステム設定について説明しています。AVIC-
XH009/H009のシステム設定については、（P121）をご覧ください。
•

システム設定をする
本機の動作環境の設定を行います。

1  AVソース画面で メニュー を
押す
AVメニューが表示されます。

2  システム設定にタッチする

▼
システム設定画面が表示されます。

3  各項目にタッチし、設定を行う

ユニバーサルパッドを上 /下に操作して
選ぶこともできます。
•

■ AUTO TA&EQ
車の特性に合わせて音場を自動で補正します。
→説明は本書の「車に合わせて音場を自動で補
正する」（→P112）に記載しています。

■ デジタルアッテネーター
デジタルアッテネーターはイコライザー
カーブの調節による音の歪みをなくすこと
ができます。
工場出荷時は「HIGH」です。

イコライザーカーブの調節（→ P98, 
106）で、レベルを高く設定した周波数
の音域が歪むことがあります。イコライ
ザーカーブの調節で音が歪んだように感
じたときは、デジタルアッテネーターの
設定を LOWに切り替えてください。

•

1  ソースをOFFにする（→P13）

2  システム設定画面でデジタル
アッテネーターにタッチする

3  HIGHまたは LOWにタッチ
する

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
選ぶこともできます。
•

■ 録音設定
ミュージックサーバーへの録音時間や録音
モードを設定します。
→説明は本書の「ミュージックサーバーに録音
する」（→P43）に記載しています。

システム設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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■ 消音設定
音声案内、ハンズフリー通話の着信、音声
操作などの場合に、一時的にオーディオの
音量を絞ったり、消したりして音声を聞き
取りやすくすることができます。
工場出荷時は以下のとおりです。
消音タイミング（電話、認識）
消音レベル（－20dB）

1  システム設定画面で消音設定
にタッチする

2  消音タイミングと消音レベルを
設定する

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。
•

消音タイミング
消音するタイミングを設定します。
ガイド・電話・認識 音声案内やハンズフリー

通話の着信、音声操作時
にオーディオの音量を下
げます。

電話・認識 ハンズフリー通話の着信、
音声操作時にオーディオの
音量を下げます。

OFF オーディオの音量を下げ
ません。

消音レベル
消音のレベルを設定します。
－20dB 音量が1/10になります。
－10dB 音量が1/3になります。
MUTE 音量が0になります。

消音タイミングがOFFのときは消音レベル
は設定できません。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。

•

•

•
•

■ ワイドモード
映像系ソースの画面表示のモードを設定し
ます。
→説明は本書の「ワイド画面の拡大方法を切り
替える」（→P130）に記載しています。
工場出荷時は DVD/DivX ソース時：
「AUTO」、それ以外のソース：「FULL」です。

■ AV入力設定
VTR（ビデオなど）や別売のバックカメラユ
ニット「ND-BC2」などの外部機器を本機
に組み合わせた場合、機器に合った設定に
切り替えます。

1  システム設定画面でAV入力
設定にタッチする

2  機器を接続した端子に応じて、
以下のように設定する

VTR
ON 接続したビデオなどの映像を表示す

るとき（→ P90）
EXT 接続したエクスターナルユニットの

映像を表示するとき（→ P89）
OFF 何も接続されていないとき

バックカメラ
ON 接続したバックカメラの映像を表示

するとき（→『ナビゲーションブック』）
OFF バックカメラが接続されていないとき

バックカメラ極性設定
LOW グラウンド（バックギアに入れたと

きに、バック信号線の電圧が LOW
となる車両の場合に選択します。）

HIGH バッテリー（バックギアに入れたと
きに、バック信号線の電圧がHIGH
となる車両の場合に選択します。）

つづく→

システム設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）



118

AUX1（ライン）
ON AUXに接続した機器の音声を聞くと

き（→ P91）
OFF 何も接続されていないとき

AUX2（IP-BUS）
ON AUX に IP-BUS 接続した機器の音

声を聞くとき（→ P91）
OFF AUX の IP-BUS には何も接続され

ていないとき

AUX2はソースがOFF のときのみ設定
できます。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。
バックカメラを接続するときは、必ずバッ
ク信号入力線（紫 /白）を接続してくだ
さい。バック信号の極性については、ナ
ビゲーションの情報メニューから「ハー
ドウェア情報」で確認できます。→『ナ
ビゲーションブック』

•

•

•

■ サブディスプレイ設定
サブディスプレイの設定を行います。
工場出荷時は以下のとおりです。
ディマー（ON）
クロック（OFF）

1  システム設定画面（→P116）
でサブディスプレイ設定にタッ
チする

2  ディマーとクロックを設定する

ディマー
車のライトON/OFF に合わせて、サブ
ディスプレイの明るさ調節する設定をし
ます。
ON ライトがONになると暗くなります。
OFF ライトがONになっても暗くなりません。

•
•

クロック
時計表示をON/OFFする設定をします。
ON 時計が表示されます。
OFF 時計は表示されません。

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。
•

■ オートフラップ設定
エンジンスイッチのACCがONになった
とき自動的にモニターを立ち上げ、OFFに
なったとき自動的に収納する設定をします。
また、モニターが立ち上がったときのセッ
トバック（前後位置）を設定します。
工場出荷時は以下のとおりです。
OPEN/CLOSE（オート）
SET BACK（OFF）

1  システム設定画面（→P116）
でオートフラップ設定にタッチ
する

2  自動開閉とセットバックを設定
する

OPEN/CLOSE（自動開閉）
モニターの開閉を自動で行うか、手動で
行うかの設定をします。
オート ACCの ON/OFF でモニターを

自動開閉します。
マニュアル モニターの開閉を手動で行います。

SET BACK（セットバック）
立ち上がったモニターを後に下げる設定
をします。
ON モニターを後に下げます。
OFF モニターを後に下げません。

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。
•

•
•

システム設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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■ ガイド /ハンズフリーSP設定
ナビゲーションの音声案内やハンズフリー
通話の受話音、音声操作音などを、どのス
ピーカーから出力するかを設定します。
工場出荷時は「フロントL＋フロントR」
です。

1  システム設定画面（→P116）
でガイド / ハンズフリーSP
設定にタッチする

2  スピーカーにタッチする

フロント L フロント左側から出力します。
フロントL＋
フロントR

フロント左右から出力します。

フロントR フロント右側から出力します。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
選ぶこともできます。
•

■ オーディオ設定リセット
オーディオの各種設定や調節をリセットす
ることができます。

ソースがOFFのときにリセットできます。•

1  システム設定画面でオーディオ
設定リセットにタッチする

2  リセットにタッチする

▼
確認メッセージが表示されます。

3  はいにタッチする
▼

各設定・調節がリセットされ、工場出荷
時の状態に戻ります。

■ オートアンテナ・ACC電源連動
オートアンテナのON/OFF動作を、ACC
電源（本機の電源）に連動させるかさせな
いかを設定します。
工場出荷時は「しない」です。

1  システム設定画面（→P116）
でオートアンテナ・ACC電源
連動にタッチする

2  するまたはしないにタッチする

しない ラジオソース（FM/AM）選択に連動
してONにします。

する ACC電源（本機の電源）ONと連動し
てONにします。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
選ぶこともできます。
•

■ 光デジタル入力設定
地上デジタルTVの光デジタル入力のON/
OFF設定を行います。

1  ソースをOFFにする（→P13）

2  システム設定画面（→P116）
で光デジタル入力設定にタッ
チする

つづく→

システム設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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3  ONまたはOFFにタッチする

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
選ぶこともできます。
•

■ DivX VODコード
DivX VODのレジストレーションコードを
表示します。表示されたコード（8桁）を使
用すると、VODサーバーからコンテンツを
ダウンロードできるようになります。

1  ソースをDVD・CD・ROM
（WMA/MP3/AAC）にする

2  システム設定画面（→P116）
でDivX VODコードにタッチ
する

▼
レジストレーションコードが表示されます。

■ MSV使用領域設定
MSVの各グループ（ATRAC3（PC)・オリ
ジナル/AnyMusic）で使用するHDD上
の領域の配分を変更することができます。

ソースがOFFのときのみ設定できます。
録音中は設定できません。
•
•

ご注意
使用領域の変更を行うと、ATRAC3（PC）に
登録されている全てのデータが消去されます。
オープニング画面のクリア項目選択画面（→
『ナビゲーションブック』）から、この設定を行
うと、MSVに登録されている全てのデータ
が消去されます。MSVに何も録音されてい
ない状況で設定するか、MSVに録音したデー
タを消去してもいい場合に限って操作してく
ださい。
システム設定からこの操作を行う場合は、
ATRAC3（PC) の領域を減らすことはで
きますが、増やすことはできません。オー
プニング画面からこの設定を行う場合は、
ATRAC3（PC) の領域の増減が行えます。

•

•

•

1  システム設定画面でMSV使
用領域設定にタッチする

2  使用領域を変更する

＜ 増やしたオリジナル /AnyMusic の領域
を減らすとき

＞ オリジナル /AnyMusic の領域を増やす
とき

3  戻るにタッチする
▼

確認画面が表示されます。

4  はいにタッチする
▼

ナビゲーションが再起動し、変更が有効
になります。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
選ぶこともできます。
•

システム設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
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システム設定のしかた（AVIC-XH009/H009）

本機のいろいろな機能を使うための基本的な設定をすることができます。

ここではAVIC-XH009/H009のシステム設定について説明しています。AVIC-VH009MD/
VH009のシステム設定については、（P116）をご覧ください。
•

システム設定をする
本機の動作環境の設定を行います。

1  AVソース画面で メニュー を
押す

▼
AVメニューが表示されます。

2  システム設定にタッチする

▼
システム設定画面が表示されます。

3  各項目にタッチし、設定を行う

■ 録音設定
ミュージックサーバーへの録音時間や録音
モードを設定します。
→説明は本書の「ミュージックサーバーに録音
する」（→P43）に記載しています。

■ 消音設定
音声案内、ハンズフリー通話の着信、音声
操作などの場合に、一時的にオーディオの
音量を絞ったり、消したりして音声を聞き
取りやすくすることができます。
AVIC-H009は、「消音レベル」の設定は
できません。組み合わせた製品の「TEL/
GUIDE」などを設定してください。
工場出荷時は以下のとおりです。
消音タイミング（電話、認識）
消音レベル（ATT）

1  システム設定画面で消音設定
にタッチする

2  消音タイミングと消音レベルを
設定する

消音タイミング
消音するタイミングを設定します。
ガイド・電話・認識 音声案内やハンズフリー

通話の着信、音声操作時
にオーディオの音量を下
げます。

電話・認識 ハンズフリー通話の着信、
音声操作時にオーディオの
音量を下げます。

OFF オーディオの音量を下げ
ません。

•
•

システム設定のしかた（AVIC-XH009/H009）

つづく→
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消音レベル
消音のレベルを設定します。
ATT 音量が1/10になります。
MUTE 音量が0になります。

消音タイミングがOFFのときは消音レベ
ルは設定できません。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。

•

•

■ ワイドモード（AVIC-XH009）
映像系ソースの画面表示のモードを設定し
ます。
→説明は本書の「ワイド画面の拡大方法を切り
替える」（→P130）に記載しています。
工場出荷時は DVD/DivX ソース時：
「AUTO」、それ以外のソース：「FULL」です。

■ AV入力設定（AVIC-XH009）
AUX（外部音声入力）、VTR、別売のバック
カメラユニット「ND-BC2」などの外部機
器を本機に組み合わせた場合、機器に合っ
た設定に切り替えます。

1  システム設定画面（→P121）で
AV入力設定にタッチする

2  機器を接続した端子に応じて、
以下のように設定する

VTR
ON 接続したビデオなどの映像を表示す

るとき（→ P90）
OFF 何も接続されていないとき

バックカメラ
ON 接続したバックカメラの映像を表示

するとき（→『ナビゲーションブック』）
OFF バックカメラが接続されていないとき

バックカメラ極性設定
LOW グラウンド（バックギアに入れたと

きに、バック信号線の電圧が LOW
となる車両の場合に選択します。）

HIGH バッテリー（バックギアに入れたと
きに、バック信号線の電圧がHIGH
となる車両の場合に選択します。）

AUX
ON AUXに接続した機器の音声を聞くと

き（→ P91）
OFF 何も接続されていないとき

AUXはソースがOFF のときのみ設定で
きます。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。
バックカメラを接続するときは、必ずバッ
ク信号入力線（紫 /白）を接続してくだ
さい。バック信号の極性については、ナ
ビゲーションの情報メニューから「ハー
ドウェア情報」で確認できます。→『ナ
ビゲーションブック』

•

•

•

■ ガイド出力設定（AVIC-XH009）
モニターの内蔵スピーカーから、ナビゲー
ションの音声案内と各ソースの音声を出力
するか、ナビゲーションの音声案内のみ出
力するかの設定をします。
工場出荷時は「ガイド＋ソース」です。

1  システム設定画面（→P121）で
ガイド出力設定にタッチする

2  出力する音声にタッチする

ガイド ナビゲーションの音声案内
のみを出力します。

ガイド＋ソース ナビゲーションの音声案内
と各ソースの音声を出力し
ます。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
選ぶこともできます。
•

システム設定のしかた（AVIC-XH009/H009）
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■ FMトランスミッター設定
（AVIC-XH009）
テレビ、DVD、CD・ROM（WMA/MP3/
AAC）、ミュージックサーバーなどの音声を
FM電波で送信し、FM付きカーステレオで
受信することによって、カーステレオのス
ピーカーで聴くことができるように設定し
ます。
工場出荷時は「OFF」です。

1  システム設定画面（→P121）で
FMトランスミッター設定に
タッチする

2  各項目を設定する

FMトランスミッター
ON FMトランスミッターをONにします。
OFF FMトランスミッターをOFFにします。

周波数
76.4MHz ～78.4MHz の間で0.1MHz
ごとに設定できます。
 ＜ 低くするとき
 ＞ 高くするとき

レベル
－6～＋6の間で1ステップごとに設
定できます。
 ＜ 下げるとき
 ＞ 上げるとき

ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。
•

3  カーステレオをFMに切り替え、
手順 2 で選んだ周波数を受信
する
本機の音声をカーステレオのスピーカー
で聞けるようになります。

ナビゲーションの音声案内を聞くことは
できません。
送信用アンテナの配置場所や受信する側
のラジオのアンテナによっては、ノイズ
が聞こえたり、受信感度が低くなること
があります。
FM放送と混信する場合は、他の周波数
を選んでください。
FMトランスミッターの実用到達距離は、
約 2ｍです。（法律により電波の強さが
規制されています。）
FMトランスミッターを使わないときは、
必ずOFFにしてください。

•

•

•

•

•

■ DivX VODコード
DivX VODのレジストレーションコードを
表示します。表示されたコード（8桁）を使
用すると、VODサーバーからコンテンツを
ダウンロードできるようになります。

1  ソースをDVD・CD・ROM
（WMA/MP3/AAC）にする

2  システム設定画面（→P121）で
DivX VODコードにタッチする

▼
レジストレーションコードが表示されます。

■ MSV使用領域設定
MSVの各グループ（ATRAC3（PC)・オリ
ジナル /AnyMusic）で使用するHDD上
の領域の配分を変更することができます。

ソースがOFFのときのみ設定できます。
録音中は設定できません。
•
•

ご注意
使用領域の変更を行うと、ATRAC3（PC）に
登録されている全てのデータが消去されます。
オープニング画面のクリア項目選択画面（→
『ナビゲーションブック』）から、この設定を行
うと、MSVに登録されている全てのデータ
が消去されます。MSVに何も録音されてい
ない状況で設定するか、MSVに録音したデー
タを消去してもいい場合に限って操作してく
ださい。
システム設定からこの操作を行う場合は、
ATRAC3（PC) の領域を減らすことはで
きますが、増やすことはできません。オー
プニング画面からこの設定を行う場合は、
ATRAC3（PC) の領域の増減が行えます。

つづく→

•

•

•

システム設定のしかた（AVIC-XH009/H009）
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1  システム設定画面（→P121）で
MSV使用領域設定にタッチする

2  使用領域を変更する

 ＜ 増やしたオリジナル /AnyMusic の領
域を減らすとき

 ＞ オリジナル /AnyMusic の領域を増や
すとき

3  戻るにタッチする
▼

確認画面が表示されます。

4  はいにタッチする
▼

ナビゲーションが再起動し、変更が有効
になります。

ユニバーサルパッドを左 /右に操作して
選ぶこともできます。
•

システム設定のしかた（AVIC-XH009/H009）



125

は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
ディ
ス
ク

映
像
ディ
ス
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
機
器

オ
ー
ディ
オ
設
定

シ
ス
テ
ム
設
定

そ
の
他
の
機
能

付　

録

その他の機能
AVスケジューラー
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009） ........126
AVスケジューラーとは ........................................126
スケジュールを作成する.......................................126
スケジュールが実行されると ..........................127

予約したスケジュールを確認・編集する ............128
予約したスケジュールを消去する ........................128

画面を設定する
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009） ........130
画質を調整する .....................................................130
ワイド画面の拡大方法を切り替える ....................130
ワイドモードの種類 ..........................................131

画面の表示モードを切り替える ...........................131
ピクチャーサイドピクチャーに変更する ........131
ピクチャーインピクチャーに変更する ............132

タッチパネルのタッチ位置を調整する
（タッチパネルキャリブレーション）
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009） ........133
リビングキットで操作できる機能 ............134
リビングキットとは ...............................................134
再生する ............................................................134
情報を取得する .................................................134
コンテンツや曲をダウンロードする ................134
録音する ............................................................134

エニーミュージックのサービスを利用する ...135
楽曲をダウンロードする .......................................135
ユーザー認証時の操作について ......................135

お気に入りを登録する ..........................................135
お気に入りを呼び出す ......................................136
お気に入りを削除する ......................................136

楽曲をバックアップする .......................................136
バックアップした楽曲を復元する ........................137
USBハードディスクをフォーマットする ...........138
エニーミュージックについて ...........................138

リアモニターを組み合わせる
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009） ........139
リアモニターに表示される映像について ............139



126

AVスケジューラー
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）

AVスケジューラーとは
AVスケジューラーとは、指定した時刻に
AV機能（MSVやDVDなど）を実行する
ものです。
ご注意
音声を再生するスケジュールが実行される
と、大きな音量で再生されることがあります。
音量設定にご注意ください。

最大 100件までのスケジュールを作成
できます。
ATRAC3（PC）のコンテンツデータは
スケジューラーでは指定できません。

•

•

スケジュールを作成する
ここでは、スケジュールの例として、指定
した時刻になるとミュージックサーバーを
実行（再生）するスケジュールの作成方法
を説明します。

1  AVソース画面で メニュー を
押す（→P10）

2  スケジューラーにタッチする

3  新規作成にタッチする

•

4  実行する日付を指定する

 毎日または毎週にタッチすると、毎日の
同じ時間、毎週の同じ曜日の同じ時間を
指定することができます。
 次月または前月にタッチすると、カレン
ダーの月を切り替えることができます。
すでにスケジュールが予約されている日
付には、青色の枠が表示されます。

•

•

•

5  時間を指定し、入力終了にタッ
チする

時刻は1分単位で、24時間制で入力し
ます。
例： 09：15 と入力　→　9 時 15 分

になるとスケジュールが実行される
例： 09：15 ～ 10：15と入力　→　

9時 15 分 ～ 10 時 15 分の間に
本機の電源が入るとスケジュールが
実行される

現在の時刻より前の時刻は入力できま
せん。
同じ日の同じ時刻に複数のスケジュール
を作成することはできません。

•

•

AVスケジューラー（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
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6  実行するAVソースにタッチ
する

ここでは例として、MSVを聴くを選び
ます。
選んだソースにより以降の操作が異なり
ますが、操作のしかたは各ソースの操作
と同様です。
テレビ・ラジオ放送
の受信

プリセットメモリーの
リストが表示されます
ので、受信したい放送
局を選ぶと、手順 10に
進みます。

DVD・DivX・CD・
ROMの再生

手順 10に進みます。

オプション機器・
VTR・EXTなどの
実行

手順 10に進みます。

接続されていないソースは選択できま
せん。
•

7  グループにタッチする

8  再生するプレイリストにタッチ
する

9  決定にタッチする

 トラックにタッチすると、再生するトラッ
クを選ぶことができます。
•

10 確認にタッチする

▼
スケジュールが作成され、予約されます。

■ スケジュールが実行されると
予約した時刻になると、以下の画面が表示
され、スケジュールが実行されます。

はい スケジュールを実行します。
いいえ スケジュールをキャンセルします。

エニーミュージックを利用中に予約した
時間になった場合、スケジュールの実行
画面は表示されません。他のソースに切
り替えると、スケジュールの実行画面が
表示されます。
リモコンの 決定 または 発話 を押して
も、スケジュールを実行できます。
リモコンの 戻る または 訂正 を押して
も、スケジュールをキャンセルできます。

•

•

•
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予約したスケジュールを確
認・編集する
日付から予約したスケジュールを確認・編
集することができます。

編集できる内容は、日時のみです。•

1  AVソース画面で メニュー を
押し、スケジューラーにタッチ
する（→P126）

2  設定済み予約編集にタッチする

3  確認・編集したいスケジュール
にタッチする

▼
予約したスケジュールの内容が表示され
ます。

スケジュールは、毎週、毎日、日時の順
番にリスト表示されます。
確認して終了する場合は、戻るにタッチ
します。
スケジュールを編集する場合は、手順 4
に進んでください。

•

•

•

4  日付にタッチする
スケジュールを作成し直します。

▼
選んだスケジュールのカレンダーが表示
されます。

以降の操作手順は、「スケジュールを作成す
る」（→ P126）の手順 4 、5 と同様です。

予約したスケジュールを消
去する
1  AVソース画面で メニュー を
押し、スケジューラーにタッチ
する（→P126）

2  設定済み予約消去にタッチする
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3  消去したいスケジュールにタッ
チする

タッチすると、【 】チェックマークが付
き、引き続き選ぶことができます。再度
タッチすると、選択が解除されます。
 ＞にタッチしてサイドメニューを表示す
ると、全選択が表示され、全てのスケ
ジュールを選択することができます。選
択を解除するには、全解除または解除し
たいスケジュールにタッチします。

•

•

4  戻るにタッチする

5  はいにタッチする

▼
選んだスケジュールが消去されます。
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画質を調整する
周囲の明るさや見る角度、映像に合わせて
「黒の濃さ」、「コントラスト」、「色の濃さ」、
「色合い」、「明るさ」を調整することがで
きます。

「黒の濃さ」、「コントラスト」の設定は、
昼（ ）と夜（ ）で別々に設定記憶で
きます。
走行中は操作できません。

•

•

1  調節したい画像の表示画面で
V.ADJUST または V.ADJ
を押す

2  ▲  / ▼  にタッチする

［  画質調整  ］ ［ バックカメラ ］［ ESC ］

明るさ

色の濃さ
色合い

コントラスト 
黒の濃さ ± 

±
±
±

バックカメラ バックカメラ接続時にバッ
クカメラの画質調整を行い
ます。

黒の濃さ
□（白） 薄くなります。
■（黒） 濃くなります。

コントラスト（明暗）
低 白黒の差が小さくなります。
高 白黒の差が大きくなります。

色の濃さ
淡 薄くなります。
濃 濃くなります。

色合い
■（赤） 赤が強くなります。
■（緑） 緑が強くなります。

明るさ
暗 暗くなります。
明 明るくなります。

「色の濃さ」と「色合い」は、画面によっ
て調整できない場合があります。
•

3  ESCにタッチする

ワイド画面の拡大方法を
切り替える
DVDやTV、DTVおよびVTR（ビデオなど）
の映像は、通常の映像を、ワイド映像に拡
大する方法を選択することができます。

通常映像は縦横比 4：3、ワイド映像は
縦横比16：9です。
DVD、TV、DTV、VTRで設定内容が別々
に記憶されます。
ナビゲーションや音声系ソース（CD、
WMA/MP3/ACC、MD、ミュージック
サーバーなど）は、ワイドモードの切り
替えはできません。

•

•

•

1  ソースを切り替える（→P12）

2  メニュー を押し、システム
設定－ワイドモードにタッチ
する

3  お好みの表示方法にタッチする

画面を設定する（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）

画面を設定する（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
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→それぞれの表示の説明は、「ワイドモード
の種類」を参照してください。

通常のテレビ放送の番組で ZOOM、
NORMAL 以外の、映像の縦横比が異な
るモードを選ぶと、本来の映像と見えか
たに差がでます。
CINEMA、ZOOMで映像を見るときは、
画質が粗くなります。
営利目的、または公衆に視聴させること
を目的として、本機のワイドモード切り
替え機能を利用すると（FULL、ZOOM
などで画面の圧縮や引き伸ばしなどを行
うと）、著作権法上で保護されている著作
者の権利を侵害する恐れがありますので、
ご注意ください。

•

•

•

4  戻るにタッチする

■ ワイドモードの種類

FULL（フル）
4：3の映像の左右だけ
を拡大します。映像が欠
けることなくワイド画面
が表示されます。

JUST（ジャスト）
画面の両端に近づくほ
ど、横に伸びる比率が高
くなります。画面の中央
付近は通常の映像とほとんど同じ大きさで
表示されるため、ワイド画面を違和感なく
楽しめます。

CINEMA（シネマ）
フルとズームの中間の比
率で、上下を拡大します。
字幕が映像の外の黒い部
分に表示されるものに適
しています。

ZOOM（ズーム）
4：3の映像を上下、左
右とも同じ比率で拡大し
ます。映画など横長の映
像のうち、字幕が映像の上にかぶって表示
されるものに適しています。

NORMAL（ノーマル）
4：3の映像をそのまま
表示します。テレビの通
常の映像と同じです。

AUTO（オート）
DVDソースまたはDivXソース表示中に選
択できます。画面サイズを最適な大きさに
自動設定します。

画面の表示モードを切り替
える
本機の画面の表示のしかたには、次の3種
類があります。
1画面 地図の1画面表示です。
ピクチャー
サイド
ピクチャー

画面を2分割して、ナビゲー
ション画面とAVソース画面
を同時に表示します。

ピクチャー
イン
ピクチャー

ナビゲーション画面の中に
AVソース画面を小さく（子
画面）表示します。

ピクチャーサイドピクチャー、ピクチャー
インピクチャー表示中に NAVI/AV を押す
とソースの1画面に切り替わります。再
度押すと2画面に戻ります。
ピクチャーサイドピクチャー、ピクチャー
インピクチャー表示中に メニュー を押す
とナビゲーションメニューが表示され
ます。AV メニューを表示させるには
NAVI/AV を押してソースを 1画面にし
てから メニュー を押してください。2画
面に戻るには、 現在地 を押してください。

•

•

■ ピクチャーサイドピクチャーに
変更する

1  DISP. SEL または DISP を
押す
「AVIC-H009」の場合は、TVモニター
の「DISP」ボタンを2秒以上押します。
•

画面表示モード選択画面が表示されます。

つづく→

画面を設定する（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
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2「PsideP」の または
にタッチする

1画面に戻すには「1画面」の に
タッチします。

2画面とも同じ画面にすることはできま
せん。
AVソース画面どうし（テレビとDVD、
DVDとビデオなど）の2画面表示はでき
ません。
ナビゲーションの操作をしやすくするた
め、一時的にナビゲーション画面だけに
なる（1画面になる）ことがあります。

•

•

•

■ ピクチャーインピクチャーに変
更する

1  DISP. SEL または DISP を
押す
「AVIC-H009」の場合は、TVモニター
の「DISP」ボタンを2秒以上押します。
•

画面表示モード選択画面が表示されます。

2  画面サイズにタッチする

画面サイズ 子画面の大きさを以下のように
変更することができます。
1/16→1/9→1/4→元に戻る

3「PinP」の 、 、 、
のいずれかにタッチする

1画面に戻すには「1画面」の に
タッチします。

テレビ、ビデオ、DVD/DivX を選んでい
る場合のみ子画面のサイズを変更するこ
とができます。
走行中は子画面のサイズを変更すること
はできません。
ピクチャーインピクチャーで表示される
子画面は、ワイドモードの設定にかか
わらず、「ワイド」（テレビアスペクトが
16：9）で表示されます。
ナビゲーションの操作をしやすくするた
め、一時的にナビゲーション画面だけに
なる（1画面になる）ことがあります。
ピクチャーインピクチャーの親画面と子
画面の入れ替えはできません。
ユニバーサルパッドを上 /下 / 左 / 右に
操作して選ぶこともできます。

•

•

•

•

•

•

画面を設定する（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
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タッチパネルのタッチ位置を調整する
（タッチパネルキャリブレーション）（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）

画面のタッチキーと実際に反応する
タッチ位置にずれを感じたときなど、
以下の方法で調整することができます。
調整には画面四隅で行う４点調整と、
画面全体で詳細に行う16点調整があ
ります。
ご注意

必ず付属のタッチパネル用調整ペンを使用し
て画面に軽く触れてください。タッチパネル
を強く押すとタッチパネルが破損することが
あります。また、ボールペンやシャープペン
などの先の尖った物は使用しないでください。

タッチパネル調整を途中で終了する場合
は、 現在地 を押すか V.ADJUST または
V.ADJ を長く押してください。ナビゲー
ションの画面に戻ります。

•

1  V.ADJUST または V.ADJ
を押す
画質調整画面が表示されます。

2  V.ADJUST または V.ADJ
を長く押す
タッチパネル調整画面が表示されます。

3  画面の四隅にタッチする

4  V.ADJUST または V.ADJ
を押す
調整結果が保存されます。

•

保存中はエンジンを切らないでください。
４点調整で終了する場合は、V.ADJUST
または V.ADJ を長く押してください。ナ
ビゲーションの画面に戻ります。

•
•

5  もう一度 V.ADJUST または
V.ADJ を押す
16点調整に進みます。

6  画面に表示される＋マークの中
心にタッチする
全てタッチすると調整結果が保存され
ます。

保存中はエンジンを切らないでください。
一つ前の調整に戻るには、 V.ADJUST ま
たは V.ADJ を押してください。
調整を取り止めるには、 現在地 を押して
ください。

•
•

•

7  V.ADJUST または V.ADJ
を長く押す
調整を終了し、ナビゲーション画面に戻
ります。

タッチパネル調整が正しく実施できない
場合は、カスタマーサポートセンターに
ご相談ください。

•

タッチパネルのタッチ位置を調整する



134

リビングキットで操作できる機能

リビングキットとは
リビングキットにブレインユニットを挿入
することにより、ご家庭のテレビやオー
ディオ機器でナビゲーションの一部の機能
やミュージックサーバーを楽しむことがで
きます。また、インターネットに接続すれ
ば、エニーミュージックポータルサイトよ
り楽曲を購入してブレインユニットに直接
ダウンロードしたり、インターネット上
のWebサイトの閲覧などができます。さ
らに USB ケーブルでパソコンに接続し
て、パソコンリンクソフト「ナビスタジ
オ Ver. 2」やデジタルオーディオソフト
「BeatJam 2006 for carrozzeria」を
インストールすれば、パソコン内の音楽
ファイルの転送や、サイバーナビとのリン
ク機能などを簡単に使いこなすことができ
ます。

■ 再生する
ミュージックサーバーに録音されたデータ
を再生することができます。
→ミュージックサーバーの操作に関しては、
「ミュージックサーバーの聴きかた」（P47）を
参照してください。

■ 情報を取得する
ご自宅のインターネット環境を利用して、
ヒットチャートやタイトルなどの情報の取
得操作が可能です。
→情報取得の操作に関しては、「ミュージック
サーバー」の「最新のヒットチャートを見る」
（P55）、「タイトル情報を取得する」（P73）を
参照してください。

■ コンテンツや曲をダウンロード
する
リビングキットをインターネットに接続すれ
ば、エニーミュージックポータルサイトか
ら楽曲を購入して直接ブレインユニットに
ダウンロードすることができます。また、リ
ビングキットをパソコンと接続して、デジ
タルオーディオソフト「BeatJam 2006 
for carrozzeria」をインストールすれば、
音楽配信サイトからパソコンにダウンロー
ドした楽曲をブレインユニットに転送する
ことができます。

■ 録音する
ご自宅のホームテレビやコンポなどから、
音声入力でアナログ録音することができ
ます。
→録音操作や録音中の操作に関しては、「ミュー
ジックサーバー」の「CD以外のソースを録音
する」（P45）を参照してください。

リビングキットで操作できる機能
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エニーミュージックのサービスを利用する
リビングキットをLAN接続し、インターネットの利用が可能な環境にある場合は、
エニーミュージックの各種サービス（曲のダウンロードなど）を利用することができます。

この機能を使うには、リビングキットを LAN接続し、通信接続設定（LAN）が必要です。→『ナ
ビゲーションブック』「通信接続設定」
エニーミュージックのサービスをご利用になるには、はじめに利用登録が必要です。利用登録
のしかたについては、別添えの『エニーミュージックサービス利用ガイド』をご覧ください。
エニーミュージックの利用と、パソコンとのUSB接続の同時使用はできません。
サービスの変更により、実際の画面と手順が異なる場合があります。

•

•

•
•

楽曲をダウンロードする
エニーミュージックの音楽ダウンロード
サービスにアクセスして、欲しい楽曲をダ
ウンロードします。

ダウンロードした楽曲は、ミュージック
サーバーの「AnyMusicグループ」に登
録されます。
シングル楽曲の購入およびアルバム内楽
曲の単曲購入をした場合は、コンテンツ
によっては「DL アルバム」プレイリス
トへ登録されます。
1つのパッケージのプレイリストが99
曲を超えた場合、同名のプレイリストを
新たに作成し、残りの楽曲を登録します。
100以上楽曲が入ったアルバムは、ダウ
ンロードできません。

•

•

•

•

1  SRC を押して、ソースを
AnyMusicに切り替える

2  ポータルへ－はいを選ぶ
ローカルトップ画面

▼
エニーミュージックポータルへ接続され
ます。
以降は、『エニーミュージックサービス利用
ガイド』をご覧ください。

■ ユーザー認証時の操作について
エニーミュージックのポータルサイトで
ユーザー認証が必要な場合は認証画面が表
示されますので、利用登録時に登録したユー
ザー IDとパスワードを入力して接続を選び
ます。

「ユーザーIDとパスワードを保存する」の
チェックボックスにチェックを入れてお
くと、次回の接続から入力を省略するこ
とができます。ただし、第三者でもアク
セスできるようになるため、ブレインユ
ニットの盗難には十分ご注意ください。

•

お気に入りを登録する
ポータルサイトのお気に入りのページを登
録しておくと、簡単に呼び出して利用でき
るようになります。

「お気に入り」は30件まで登録できます。•

1  エニーミュージックのポータル
に接続する（→前記）

つづく→

エニーミュージックのサービスを利用する



136

2  登録したいページで メニュー
を押し、お気に入り登録を選ぶ

 最新情報に更新を選ぶと、ページが最新の
状態に更新されます。
 ローカルトップへ戻るを選ぶと、ローカル
トップ画面に戻ります。

•

•

▼
お気に入りに登録されます。

■ お気に入りを呼び出す

1  ローカルトップ画面（→P135）
でお気に入りの項目を選ぶ

▼
ID とパスワードを入力すると、お気に
入りのページが表示されます。

■ お気に入りを削除する

1  ローカルトップ画面（→P135）
で削除したい項目にカーソルを
合わせる

2  メニュー を押し、お気に入り
削除を選ぶ

 詳細情報を選ぶと、登録されているページ
の詳細情報が表示されます。
•

▼
お気に入りが削除されます。

楽曲をバックアップする
ダウンロードした楽曲データをメモリーデ
バイスにバックアップすることができます。

バックアップした楽曲データを復元すると
きは、ブレインユニット内に収録されている
楽曲データを全て消去してから復元されま
す。バックアップ後にダウンロードしたデー
タは全て消去されますのでご注意ください。
メモリーデバイスは、「USBフラッシュメ
モリー」と「USBハードディスク」どち
らでも使用できますが、大容量の「USB
ハードディスク」をおすすめします。
別電源タイプのUSBハードディスクを接
続した場合、バックアップ後は本機の電源
を切る前にUSBハードディスクを先に取
り外してください。

•

•

•

1  メモリーデバイスを取り付ける
（→『リビングキット取扱説明書』）

2  ローカルトップ画面（→P135）
で メニュー を押し、バック
アップを選ぶ

エニーミュージックのサービスを利用する
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3  データをバックアップするを選ぶ

4  はいを選ぶ

▼
バックアップが開始されます。

バックアップ中は他の操作はしないでく
ださい。
•

5  確認を選び、メモリーデバイス
を取り外す（→『リビングキット
取扱説明書』）

バックアップした楽曲を復
元する

バックアップした楽曲データを復元すると
きは、ブレインユニット内に収録されてい
る楽曲データを全て消去してから復元され
ますのでご注意ください。

•

メモリーデバイスにバックアップした楽曲
データをブレインユニットに復元します。

1  バックアップしたメモリーデバ
イスを取り付ける（→『リビン
グキット取扱説明書』）

2  ローカルトップ画面（→P135）
で メニュー を押し、バック
アップを選ぶ

3  バックアップしたデータを復元
するを選ぶ

4  はいを選ぶ

5  はいを選ぶ

▼
復元が開始されます。

復元中は他の操作はしないでください。•

つづく→

エニーミュージックのサービスを利用する
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6  確認を選び、メモリーデバイス
を取り外す（→『リビングキット
取扱説明書』）

USB ハードディスクを
フォーマットする
ご注意
ハードディスクをフォーマットすると、ハー
ドディスクに収録されている全てのデータ
（本機以外で保存したデータも含む）が消去
されますので、ご注意ください。

1  フォーマットするUSBハード
ディスクを取り付ける（→『リビ
ングキット取扱説明書』）

2  ローカルトップ画面（→P135）
で メニュー を押し、バック
アップを選ぶ

3  USBハードディスクをフォー
マットするを選ぶ

4  はいを選ぶ

•

5  はいを選ぶ

▼
フォーマットが開始されます。

フォーマット中は他の操作はしないでく
ださい。
•

6  確認を選び、USBハードディ
スクを取り外す（→『リビング
キット取扱説明書』）

■ エニーミュージックについて

エニーミュージックは、パソコンを利用せ
ずにいつでも楽曲のダウンロード購入や音
楽ＣＤの購入、ＦＭ放送で聴いた楽曲の購
入が可能な音楽サービスです。
詳しい内容は、別添えの「エニーミュー
ジックサービス利用ガイド」またはエニー
ミュージックのホームページ（http://
www.anymusic.jp/）をご覧ください。
※ 「エニーミュージック」はエニーミュー
ジック株式会社の登録商標です。

エニーミュージックのサービスを利用する
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リアモニターを組み合わせる
（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）

本機のリアモニター出力端子に後部座席用モニターを接続すると、本機の映像
を後部座席でも楽しむことができます。
→接続のしかたは『取付説明書』を参照してください。

リアモニターに表示される
映像について
リアモニターには、TV、DTV、DVD、
DivX、VTR の映像が表示されます。ナ
ビゲーション、バックカメラ、AV ソー
ス画面の映像は表示されません。
リアモニターは、走行中 / 停車中に関
係なく映像が表示されます。

ご注意
リアモニターは、運転者が走行中に映像を見
ることができない場所に設置してください。

リアモニター出力はコンポジット信号のた
め、リアモニターに表示される映像は、本
機のモニターに表示される映像と比べて
不鮮明になります。また、その程度は接
続されるモニターによっても異なります。

•

•

•

•

リアモニターを組み合わせる
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再生できるディスクの種類
下表のマークはディスクのタイトル面、パッケージ、またはジャケットに付い
ています。本機はNTSC（日本のテレビ方式）に適合していますので、ディス
クやパッケージに「NTSC」と表示されているディスクをご使用ください。

再生できるディスクの種類とマーク 大きさ /再生面 最大再生時間
DVDビデオ DVDビデオ

12cm/ 片面 1層
2層

12cm/ 両面 1層
2層

(MPEG 2 方式 )
133分
242分
266分
484分

DVDビデオ
8cm/片面1層

2層
8cm/両面 1層

2層

(MPEG 2 方式 )
41分
75分
82分
150分

CD CD
12cm/ 片面

74分

CDシングル
8cm/片面

20分

本機で再生できるのは、上記に記載されているマークの付いたディスクのみです。

DVDオーディオディスクは再生できません。
DVDビデオディスクでも、リージョン番号が異なるディスクは再生できません。
DVDビデオディスクによっては、一部の機能がご使用になれない場合や再生できない場合が
あります。
DVD-R/RWディスクは、ビデオフォーマット（ビデオモード）で記録されファイナライズさ
れたもの、およびWMA/MP3/AACファイルが収録されたものに限り、再生することができ
ます。ビデオレコーディングフォーマット（VRモード）で記録されたDVD-RWディスクは
再生できません。
ビデオフォーマット（ビデオモード）で記録したDVD-R/RWディスクでも、ディスクの特性
やキズ・汚れ、または本機内部のレンズの汚れ、露などにより、本機では再生できない場合が
あります。
CD-Extra は、音楽CDとして再生することができます。
CCCD（Copy Control CD）は正式なCD規格に準拠していないため、再生できない場合が
あります。
音楽用CDレコーダーで録音したもの以外のCD-R/RWディスクは、正常に再生できない場合
があります。
CD-RWディスクは、ディスクを挿入してから再生が始まるまで、通常のCDや CD-R ディス
クより時間がかかる場合があります。
ファイナライズしていないCD-R/RWディスクは、再生できない場合や再生が始まるまでに時
間がかかる場合があります。
CD-R/RWディスクの取り扱いについては、ディスクの説明書や注意書きを十分お読みください。
DDCD（Double Density CD）形式で録音されたCD-R/RWディスクは再生できません。
音楽用CDレコーダーで録音した音楽用CD-R/RWディスクでも、ディスクの特性やキズ・汚
れ、または本機内部のレンズの汚れ・露などにより、本機では再生できない場合があります。
直射日光や高温等、車内での保管状況により、再生できなくなる場合があります。
PC（パソコン）で記録したディスクは、正しいフォーマットで記録されたものは再生できます
が、アプリケーションソフトの設定や環境などによっては再生できない場合があります。（詳細
についてはアプリケーションソフト発売元にお問い合わせください。）

•
•
•

•

•

•
•

•

•

•

•
•
•

•
•

再生できるディスクの種類
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「DualDisc」の再生について
「DualDisc」は、片面にDVD規格準拠の映像やオーディオが、もう片面にCD再生機
での再生を目的としたオーディオがそれぞれ収録されています。
「DualDisc」のDVDの面は再生可能です。
DVD面ではないオーディオ面は、一般的なCDの物理的規格に準拠していないために
再生できないことがあります。
「DualDisc」を再生機器に挿入をしたり、取り出しをしたりするときに再生面の反対側の
面に傷がつく場合があります。傷が付いた面は再生すると不具合がでる場合があります。
ディスクを取り出せないといった不具合が起こる可能性がありますので「DualDisc」
はご使用にならないでください。
「DualDisc」の仕様や規格などの詳細に関しましては、ディスクの発売元または販売元
にお問い合わせください。

DVDに表示されているマークの意味
DVDディスクのタイトル面やパッケージには、以下のようなマークが表示されています。
それぞれのマークは、そのディスクに記録されている映像または音声のタイプ、使える
機能を表しています。

マーク 意味

2 音声の数
2 字幕の数

3 アングルの数

16 : 9 LB 画面サイズ ( アスペクト比：横と縦の比率 )の種類

2  ALL

再生可能な地域番号 (リージョン番号 )
本機のリージョン番号は、「2」です。リージョン番号が「2」や「ALL」など
「2」を含んでいるディスクを再生することができます。

ディスクの操作について
DVDでは、ディスク制作者の意図により、特定の操作を禁止してい
るものがあります。また、メニュー操作や、再生中に対話式の操作が
可能なディスクでは、タイトル /チャプターの構成上リピートなど一
部の操作ができないことがあります。
このような場合、本機では画面に「禁止マーク」が表示されます。
ディスクによっては、表示されないこともあります。

•
•
•
•
•
•

禁止マーク

再生できるディスクの種類
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ディスクの構成について

DVDビデオ
DVDビデオでは内容をタイトルという単位で分け、さらにタイトルをチャプターという
単位で分けています。

■映画など
1つの作品が1つのタイトルとなっており、場面ごとにチャプターで分けられています。

■カラオケディスク
1曲が1タイトルとなっています。

タイトル1
チャプター1

DVD

チャプター2
タイトル2

チャプター1 チャプター2

上記のような構成（区切りのしかた）になっていないディスクもありますので、サーチ機能を使用
する際は、構成の違いにご注意ください。
•

CD
CDは、ディスクをトラックという単位で分けています。
一般的には、1曲が1つのトラックに対応しています。さらにトラックがインデックス
という単位で分けられている場合もあります。

トラック1 トラック2

CD

トラック3 トラック4 トラック5

ディスクの構成について
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WMA/MP3/AACディスクについて

フォルダーとWMA/MP3
およびAACファイルにつ
いて
WMA/MP3/AAC ファイルを収録した
ディスクのイメージは下図のようになり
ます。

   1階層  ２階層  ３階層

本機は WMA/MP3/AAC ファイルが
記録された DVD-R/DVD-RW/CD-R/
CD-RW/CD-ROM（CD-ROM モ ー
ドはモード 1、モ ード 2、FORM1、
FORM2 に対応）の再生に対応してい
ます。ディスクは、ISO9660 のレベル
1、およびレベル 2、および拡張フォー
マット（Joliet、Romeo）に準拠して
記録されたディスクが再生可能です。
本機はマルチセッション方式で記録した
ディスクの再生に対応しています。
パケットライトには対応していません。
m3u のプレイリストには対応していま
せん。

•

•

•
•
•

MP3i（MP3 interactive）フォーマット、
および MP3 PROフォーマットには対
応していません。
ファイル名の最大表示文字数は、拡張子
（.wma、.mp3、.m4a）を含め、全角
で16 文字、半角で 32 文字までです。
また、フォルダー名の最大表示文字数
は全角で16 文字、半角で32 文字まで
です。
拡張フォーマット（Romeo）に準拠して
記録されたファイルの場合、全角では先
頭から16 文字、半角では先頭から 32
文字までの表示に対応しています。
再生などの操作でフォルダーが選択され
る順番は、ライティングソフトで書き込
まれた順番になります。ただし、ライティ
ングソフトによっては、再生の順番を設
定できるものもあります。

フォルダー番号は本機が割り当てます。
お客様が割り当てることはできません。
DVD-R、DVD-RW、CD-R、CD-RW、
CD-EXTRA、MIXED-MODE CDディス
クにWMA/MP3/AAC ファイルと、音
楽データ（CD-DA）が混在しているとき
は、WMA/MP3/AAC ファイルと、音
楽データ（CD-DA）を切り替えることが
できます。WMA/MP3/AAC ファイル
と、音楽データ（CD-DA）を切り替え
た場合、再生は一番先頭の曲から始まり
ます。
WMA/MP3/AAC ファイルを含まない
フォルダーは認識しません（フォルダー
番号の表示をせず、スキップします）。
多くの階層を持つディスクは、再生が始
まるまでに時間がかかります。ディスク
作成時には、階層を2つ以下にすること
をおすすめします。
ディスクに含まれるフォルダーの合計が
255個まで再生可能です。

•

•

•

•

•

•

•

•

•

WMA/MP3/AACディスクについて
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WMAとは？

WMAとは、「Windows MediaTM Audio」
の略で、米国Microsoft Corporation に
よって開発された音声圧縮方式です。
WMAデータは、Windows Media Player 
Ver.7 以降を使用してエンコードすること
ができます。

WMAファイルをエンコードしたアプリ
ケーションによっては、正常に動作しな
いことがあります。
WMAファイルをエンコードしたアプリ
ケーションによっては、アルバム名など
の文字情報が正しく表示されないことが
あります。

•

•

■ 再生できるWMAディスクにつ
いて

WMAファイルに名前を付けるときは、
ファイル名のあとに拡張子（.wma）を
付けてください。
本機は、拡張子（.wma）が付いている
ファイルをWMAファイルとして再生し
ます。雑音や故障の原因となりますので、
WMAファイル以外には拡張子（.wma）
を付けないでください。
本機では、Windows Media Player Ver7/
7.1/8/9を使用してエンコードしたWMA
ファイルを再生することができます。

•

•

•

再生可能なWMAファイルのサンプリン
グ周波数は8kHz ～ 48kHz です。 
対応ビットレートは5kbps～320kbps
です。VBRに対応しています。
下記形式には対応していません。
・Windows Media Audio 9 
Professional（5.1ch）
・Windows Media Audio 9 Lossiess
（可逆圧縮）
・Windows Media Audio 9 Voice

•
•
•

MP3とは？
MP3とは、「MPEG Audio Layer 3」の
略で、音声圧縮技術に関する標準フォー
マットです。

■再生できるMP3ディスクにつ
いて

MP3 ファイルに名前を付けるときは、
ファイル名のあとに拡張子（.mp3）を付
けてください。
本機は、拡張子（.mp3）が付いているファ
イルをMP3ファイルとして再生します。
雑音や故障の原因となりますので、MP3
ファイル以外には拡張子（.mp3）を付
けないでください。

•

•

ID3 Tag の Ver1.0 お よ び Ver1.1、
Ver2.2、Ver2.3 の album（ディスクタ
イトルとして表示）、title（トラックタイ
トルとして表示）、artist（アーティスト
として表示）、genre（ジャンルとして表
示）、year（発売年として表示）の表示に対
応しています。
再生可能なMP3ファイルの対応サンプ
リング周波数は、8kHz ～ 48kHz です。
エンファシスに対応しています。
対応ビットレートは8kbps～320kbps
です。VBRに対応しています。

•

•

•

WMA/MP3/AACディスクについて
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AACとは？
AACとは、「Advanced Audio Coding」
の略で、MPEG2、MPEG4 で使用され
る音声圧縮技術に関する標準フォーマット
です。

■再生できるAACディスクにつ
いて
AAC ファイルに名前を付けるときは、
ファイル名のあとに拡張子（.m4a）を
付けてください。
本機では、Ver. 4.8 以前の iTunes を使
用してエンコードされた AACファイル
の再生に対応しています。
本機は、iTunes で作成された拡張子
（.m4a）が付いているファイルを AAC
ファイルとして再生します。雑音や故障
の原因となりますので、AACファイル以
外には拡張子（.m4a）を付けないでく
ださい。
画像データを含む AACファイルを再生
する場合、再生が始まるまでに時間がか
かることがあります。

•

•

•

•

AACファイルをエンコードした iTunes
のバージョンによっては、正しく再生さ
れないことがあります。
再生可能なAACファイルのサンプリン
グ周波数は8kHz～ 48kHzです。
対応ステレオビットレートは8kbps ～
320kbpsです。
この製品は、下記の形式には対応してい
ません。　　　　　　　　　　　　　　
＊Apple ロスレス・エンコーダ

•

•
•
•

DivXとは？

DivX® は、DivX, Inc. が開発した評価
の高いメディア技術です。DivXのメディ
アファイルは、高画質を維持しながら、
高い圧縮率でコンパクトに圧縮できま
す。DivX で圧縮するファイルには、メ
ニューや、字幕、サブオーディオトラッ
クなども含めることができます。DivX.
comでは、DivX メディアファイルを多
数掲載しています。これらのメディアを
ダウンロードして、DivX の専用ツール
を使えば、オリジナルのコンテンツを作
成できます。
DivX Certifi ed製品は、DivXのクリエー
タによってテストされ、全てのバージョ
ンのDivX（DivX 6 も含む）でも再生
できることが正式にテスト、認定された
製品です。DivX Certifi ed の認定ロゴ
が付いている製品は、DivX Profi les 規
格に準拠したポータブルビデオやHDビ
デオであることを示しています。
DivX® Certifi ed 製品
標準のDivX®メディアファイル再生機
能が付いたDivX®ビデオを再生（DivX
® 6 も含む全てのバージョンに対応）
DivX、DivX Certifi ed、および関連す
るロゴは、DivX, Inc. の商標です。これ
らの商標は、DivX, Inc. の使用許諾を得
て使用しています。本機では、CD-R/
RW/ROM、DVD-R/RWに記録された
DivX®ファイルを再生できます。
この取扱説明書では、それぞれのDivX®
ファイルをDVDにあわせて「タイトル」
と呼びます。DivX®ファイルはタイト
ルのアルファベット順に再生されますの
で、ディスクに記録する際はタイトル名
の付けかたにご注意ください。

•

•

•
•

•

•

WMA/MP3/AACディスクについて
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Gracenote について
概要
音楽認識技術及び関連データ情報は、グレース
ノート及びグレースノートCDDB 音楽認識サービ
スにより、提供されます。グレースノートは音楽認
識技術及び関連データ情報配信における業界標
準となっています。詳細については、 
www.gracenote.comをご覧ください。

特許及び商標
「グレースノート社からのCD及び音楽関連データ情
報」に関する著作権（2000-2003）は、グレースノー
ト社に帰属します。「グレースノートCDDBクライア
ントソフトウエア」に関する著作権（2000-2003）
は、グレースノート社に帰属します。これらの製
品及びサービスは、米国特許番号 #5,987,525、
#6,061,680、#6,154,773、#6,161,132、
#6,230,192、#6,230,207、#6,240,459、
#6,330,593並びにその他の特許取得済みまたは申
請中の技術の中の１つ或いは複数の技術により提供さ
れます。「Gracenote」及び「CDDB」は米国グレー
スノート社の登録商標です。「Gracenote」のロゴ及
びロゴタイプ、「CDDB」のロゴ及びロゴタイプ、及
び「Powered by Gracenote」のロゴは、米国グレー
スノート社の商標です。

本機内蔵のGracenote CDDBのデータベース、専
用サーバーのGracenote CDDBのデータベース
ともに、データの内容を100％保証するものではあ
りません。
 Gracenote CDDB の専用サーバーのデータベー
スは、メンテナンス等により予告なく停止すること
があります。
 CDDBの通信サービスは、提供するコンテンツが収
集できない場合やその他サービスの提供に支障をき
たす事由が生じた場合、お客様の承諾なく、その提供
を中止することがあります。

エンドユーザー使用許諾書
この製品を使用する際には、以下の条項に同意しなけ
ればなりません。
この製品は米国カリフォルニア州、エメリービル
市 の Gracenote（"Gracenote"） か ら の 技 術 と
データが含まれています。この製品はGracenote の
技 術（"Gracenote Embedded Software"） に よ
り、ディスク識別を可能とし、また名前、アーティ
スト、トラック、タイトルなどを含む音楽に関する
情報（"Gracenote Data"）を得ることも可能です。
こ の 技 術 は Gracenote Database（"Gracenote 
Database"）に実装されています。

•

•

•

 Gracenote Data、Gracenote Database、
Gracenote Embedded Software を商用ではな
く、個人の使用のみに使うことに同意すること。
標準エンドユーザー機能及びこの製品の機能によっ
てのみ、Gracenote Data にアクセスすることに同
意すること。
 第三者に、Gracenote Embedded Software また
はGracenote Data の譲渡、コピー、転送をしない
ことに同意すること。
この文章中で明白に許可されたこと以外での
Gracenote Data、Gracenote Database や
Gracenote Embedded Software の使用あるい
は応用をしないことに同意すること。
 これらの制約に違反した場合、あなたのGracenote 
Data、Gracenote Database、Gracenote 
Embedded Software を使用する非独占的ラ
イセンスの契約を解除します。解除された場合、
Gracenote Data、Gracenote Database の全て
の使用をやめることに同意すること。
Gracenote は Gracenote Data、Gracenote 
Database や Gracenote Embedded Software
の所有権を含むすべての権利を保有しています。
 Gracenote はこの同意のもとで、Gracenote の名
において、直接あなたに対する権利を執行すること
ができます。

Gracenote Embedded Software や Gracenote 
Data の各項目はあなたに現状のままで使用許可を与
えます。Gracenote は、すべての Gracenote Data
の正確さに関する、明示或いは黙示、真実の表明或いは
保証は、一切致しません。Gracenote は Gracenote
が明らかに問題であると判断した際、または更新が必
要な際には、データカテゴリーを変更したり、データを
消去することができます。
Gracenote Embedded Software が、エラーフリー
であるとか、Gracenote Embedded Software の機
能が断絶しないものであるという保証は致しません。
Gracenote は新しく拡張された或いは追加されるい
かなるデータタイプも提供する義務はありません。或
いはまた、将来Gracenote が提供するかもしれない
カテゴリーについても、あなたに提供する義務はあり
ません。
Gracenote は、商品性に関する黙示の保証、特定
目的への適合性及び権利侵害の不存在を含む全て
の明示または黙示の保証をしません。Gracenote
は、Gracenote Component ま た は い か な る
Gracenote Server の利用により生じた結果につい
て保証しません。
Gracenote はいかなる場合でも結果的もしくは付随
的損害または逸失利益もしくは逸失収入に対して責任
を負いません。

•

•

•

•

•

•

•

Gracenote についてGracenote について
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共通項目
症状 原因 処置
音が出ない。 音量が0になっている。 音量を上げてください。
映像が出ない。 パーキングブレーキをかけていない。パーキングブレーキをかけてくだ

さい。
スタンバイ状態になっている。 スタンバイを解除してください。→

『スタートブック』
モニターにナビゲーション
の画像が映らない。

モニターが、ナビゲーション画面に
切り替わっていない。

NAVI/AV で画面を切り替えてくだ
さい。

前または後ろのスピー
カーから音が出ない。

前後の音量バランスの調節が適切で
ない。

正しく調節・設定してください。
→「フェーダー /バランス」（P95, 102)

左または右のスピーカー
から音が出ない。

左右の音量バランスの調節が適切で
ない。

バックガイドモニターに
切り替わらない。

バックカメラの設定が適切でない。 適切に設定してください。→『ナビ
ゲーションブック』

画質調節ができない。 パーキングブレーキをかけていない。パーキングブレーキをかけてくだ
さい。

液晶画面の中に、小さな
黒点や輝点がある。

液晶特有の現象で、故障ではありま
せん。

－

映像がギザギザに表示さ
れる。

ワイド画面特有の現象で、故障では
ありません。

－

故障かな？と思ったら
修理を依頼する前に、以下の内容をチェックしてください。チェックしても直
らないときは、販売店にご相談ください。
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TV
症状 原因 処置
自動選局できない。 強い電波の放送局がない。 手動で選局してください。

→「テレビやラジオの放送を受信する」
（P16）

映像が見えない。 走行中である。 走行中は、映像を見ることはできま
せん。音声のみでお楽しみください。

ナビゲーションの画面になっている。 NAVI/AV で画面を切り替えてくだ
さい。

FM/AM
症状 原因 処置
ラジオ受信中に“ジー
ジー、ザーザー”という
雑音が多い。

放送局の電波が弱い。 他の放送局を選局してみてくださ
い。→「テレビやラジオの放送を受信する」
（P16）

周りに障害物があるなど、受信状態
が良くない。

受信状態が良くなると、雑音も少な
くなります。

自動選局できない。 強い電波の放送局がない。 手動で選局してください。→「テレビ
やラジオの放送を受信する」（P16）
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DVD
症状 原因 処置
再生できない。 PAL方式のディスクを挿入している。NTSC 方式のディスクに交換して

ください。
本機のリージョン番号と異なるディ
スクを挿入した。

本機と同じリージョン番号のディス
クに交換してください。

映像が見えない。 走行中である。 走行中は、映像を見ることはできま
せん。音声のみでお楽しみください。

ナビゲーションの画面になっている。 NAVI/AV で画面を切り替えてくだ
さい。

ディスクを入れても自動
的に再生しない。

ディスクによっては、ディスクメ
ニューが表示されて自動的に本編を
再生しない場合があります。

ディスクメニューを操作して、再
生を開始するか、オートプレイ（→
P38）をONに設定してください。

オートプレイが正しく動
作しない。

オートプレイが正しく動作できない
ディスクが入っている。

ご使用されるディスクにより期待ど
おりの動作ができない場合がありま
す。このような場合はオートプレイ
をOFF にして再生してください。
→「オートプレイ」（P38）

音が出ない。 静止画、スロー、コマ送り再生中で
ある。

静止画、スロー、コマ送り再生中に、
音声を聞くことはできません。

視聴制限のメッセージが
表示され、再生できない。

視聴制限がかかっている。 視聴制限を解除、またはレベルの
変更をしてください。→「視聴制限」
（P38）

音声言語、字幕言語が切
り替えられない。

複数の言語が収録されていない
DVDを再生している。

複数の言語が収録されていないディ
スクでは、切り替えられません。

ディスクのメニューでしか切り替え
できないように制限されている。

ディスクのメニューで切り替えてくだ
さい。

初期設定で選んだ音声言
語、字幕言語にならない。

初期設定で選んだ言語が収録されて
いないDVDを再生している。

初期設定で選んだ言語が収録されて
いないDVDでは、選んだ言語には
切り替わりません。

アングルを切り替えて見
ることができない。

複数のアングルが収録されていない
DVDを再生している。

複数のアングルが収録されていない
DVDでは、切り替えられません。

複数のアングルが収録されていない
場面で操作している。

複数のアングルが収録されている場
面で、操作してください。

ディスク再生中に映像が
乱れる。または暗い。

ディスクコピー禁止信号が入ってい
る。（ディスクによって入っている場
合があります。）

アナログコピープロテクト方式のコ
ピーガードに対応しているため、コ
ピー禁止信号が入っているディスク
を再生した場合、一部のモニターで
は横縞が入るなどの症状が出るもの
があります（故障ではありません）。

（禁止マーク）が画面
に出て操作できない。

ディスクが禁止している操作です。 この操作はできません。
ディスクの構造上対応できない操作
をしている。

画面が止まり、操作を受
け付けない。

ディスク再生中にデータを読み取れ
なくなった。

�7�にタッチしてから、もう一度再生
してください。
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CD、ROM（WMA/MP3/AAC）
症状 原因 処置
CD-R や CD-RW、CD-
ROMを再生できない。

ディスクがファイナライズされてい
ない。

ディスクをファイナライズしてください。

WMA/MP3/AACファイ
ルを再生できない。

WMAファイルに「.wma」、MP3
ファイルに「.mp3」、AACファイ
ルに「.m4a」の拡張子が付いてい
ない。

WMAファイルに拡張子「.wma」、
MP3ファイルに拡張子「.mp3」、
AACファイルに拡張子「.m4a」の
付いたディスクに交換してください。

ISO9660のレベル 1、レベル 2、
Romeo、Joliet に準拠して記録さ
れていない。

ISO9660のレベル 1、レベル 2、
Romeo、Joliet に準拠して記録さ
れたディスクに交換してください。

対応していないビットレートで記録
されている。

対応しているビットレートで記録さ
れたWMA/MP3/AACファイルに
してください。

WMA/MP3/AACファイ
ル再生中に大きな雑音が
出る。

ファイルの形式と拡張子があってい
ない。

ディスクを交換してください（WMA
形式でないファイルに「.wma」、
MP3 形 式 で な い フ ァ イ ル に
「.mp3」、AAC形式でないファイル
に「.m4a」の拡張子を付けたCD-
ROMを再生しないでください）。

聞 き た い WMA/MP3/
AACファイルが見つから
ない。

WMAファイルに「.wma」、MP3
ファイルに「.mp3」、AACファイ
ルに「.m4a」の拡張子が付いてい
ない。

WMAファイルに拡張子「.wma」、
MP3ファイルに拡張子「.mp3」、
AACファイルに拡張子「.m4a」の
付いたディスクに交換してください。

フォルダー名やファイル
名が正しく表示されない。

ISO9660のレベル 1、レベル 2、
Romeo、Joliet に準拠して記録さ
れていない。

ISO9660のレベル 1、レベル 2、
Romeo、Joliet に準拠して記録さ
れたディスクに交換してください。

WMA/MP3/AACファイ
ル再生が、記録した順と異
なる。

WMA/MP3/AAC ファイルは、記
録したときの順番どおりに再生され
ない場合があります。

ライティングソフトウェアによって
は、フォルダー名、ファイル名のはじ
めに数字（01、02など）を付けるこ
とにより、再生順を指定できる場合
があります。
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ミュージックサーバー
症状 原因 処置
CDが録音されていない。 CDの録音が中止された。 CD の録音には制限があります。

→「CD録音の制限について」(P43)
プレイリストのタイトル
に「ＣＤ - 日付 時刻」が
表示されている。

タイトルが複数候補あったかタイト
ル情報がHDDに収録されていない。

タイトルの取得を行ってください。

プレイリストのタイトル
情報が取得できない。

通信機器が接続されていない。 通信機器の接続を確認してください。
通信接続設定が正しくされていない。通信接続設定を行ってください。

→『ナビゲーションブック』
ナビゲーション側で通信機器を使用
している。

ナビゲーション側の通信機器の使用
が終わってから操作してください。

本機ハードディスク内のデータベー
スで複数のタイトル候補があった。

手動でタイトル情報を取得してく
ださい。→「タイトル情報を取得する」
（P73）
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共通項目
メッセージ（エラー番号） 原因 処置
Error -5
Error -6

本機の電気系、機構系の故障が考え
られる。

リセットボタンを押してください。
→『スタートブック』

温度保護回路作動中 本機の内部温度に異常がある。 本機が正常な動作をする温度になる
まで、お待ちください。改善されな
い場合は、販売店にご相談ください。

DVD、CD、ROM（WMA/MP3/AAC）
メッセージ（エラー番号） 原因 処置
Error-2 ディスクの読み取り状態に異常がある。ディスクの汚れを拭き取ってください。

→『スタートブック』
再生できません。
ディスクを取り出してく
ださい。

ディスクが極端に汚れている。 ディスクの汚れを拭き取ってください。
→『スタートブック』

ディスクにキズやそりがある。 ディスクにキズがあるときは、ディ
スクを交換してください。

ディスクの裏表を逆にしてセットし
ている。

ディスクのタイトル面を上にして
セットしてください。

本機で再生できないディスクを使用
している。

本機で再生できるディスクに交換し
てください。→「再生できるディスク
の種類」（P142）

ディスクが入っていません。ディスクが入っていない。 ディスクをセットしてください。
リージョンコードが違い
ます。

本機のリージョン番号と異なるディ
スクを挿入した。

リージョン番号“2”を含むディス
クに交換してください。

再生できないディスクです。本機で再生できないディスクを使用
している。

本機で再生できるディスクに交換し
てください。→「再生できるディスク
の種類」（P142）

高温、または低温のため、
再生できません。
ディスクを取り出してく
ださい。

本機の内部温度が高い、または低い。ディスクを取り出し、内部温度が正
常になるまでお待ちください。改善
されない場合は、販売店またはサー
ビスステーションにご相談ください。

エラーメッセージと対処方法
異常が発生したときは、エラーメッセージが表示されます。

エラーメッセージと対処方法エラーメッセージと対処方法
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ミュージックサーバー
メッセージ（エラー番号） 原因 処置
このCDは録音できません。CD-R などコピー禁止のディスクか

ら録音しようとしている。
一般のCDなど、コピー可能なディ
スクに交換してください。

低温のためHDDにデータ
が書き込めませんでした。

低温のため、データが書き込めない。温度が上がるまで、しばらくお待ち
ください。

ハードディスク容量不足
のため、録音できません。

ハードディスクの残容量が足りない
ため、録音できない。

録音済みの曲やプレイリストを消去
してください。→「グループ内のプレ
イリストを消去する」(P66)、「プレイ
リストからトラックを消去する」(P70)

このトラックはすでに録
音されています。

マニュアル録音モードで、録音済み
のトラックを録音しようとしている。

録音済みのトラックは、同じ CD
から重複して録音できません。

エラーメッセージと対処方法 エラーメッセージと対処方法
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索引

メニュー索引
CD/ROM
メニュー ▶ リピート→P24

スキャン→P25
ランダム→P25
CD切替→P26
ROM切替→P26
DivX切替→P26
サーチモード→P26
オーディオ設定→P94
システム設定→P116, 121
スケジューラー→P126

FM/AM（AVIC-VH009MD/VH009）
メニュー ▶ BAND→P17

BSM→P17
オーディオ設定→P94
システム設定→P116
スケジューラー→P126

TV（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
メニュー ▶ BAND→P17

音声多重→P18
BSSM→P17
リスト小／リスト大→P18
オーディオ設定→P94
システム設定→P116, 121
スケジューラー→P126

DVD/DivX
メニュー ▶ リピート→P35

L/R 切替→P36
CD切替→P36
ROM切替→P36
DVD初期設定 ▶ 基本字幕→P37
オーディオ設定→P94 基本音声→P37
システム設定→P116, 121 メニュー言語→P37
スケジューラー→P126 アシスト字幕→P37

マルチアングル→P38
テレビアスペクト→P38

MSV 視聴制限→P38
メニュー ▶ リピート→P49 オートプレイ→P38

ダイジェスト→P50
ランダム→P50
通常再生→P54
ヒットチャートプレイ→P52
フィーリングプレイ→P57
編集 ▶ グループの編集→P65
オーディオ設定→P94 プレイリストの編集→P67
システム設定→P116, 121 トラックの編集→P71
スケジューラー→P126 タイトル情報取得→P73
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（AVIC-VH009MD/VH009）
システム設定 ▶ AUTO TA&EQ→P116

デジタルアッテネーター→P116
録音設定→P116
消音設定→P117
ワイドモード→P117
AV入力設定→P117
サブディスプレイ設定→P118
オートフラップ設定→P118
ガイド/ハンズフリーSP設定→P119
オーディオ設定リセット→P119
オートアンテナ・ACC電源連動→P119
光デジタル入力設定→P119
DivX VODコード→P120
MSV使用領域設定→P120

（AVIC-XH009/H009）
システム設定 ▶ 録音設定→P121

消音設定→P121
ワイドモード（AVIC-XH009）→ P122
AV入力設定（AVIC-XH009）→ P122
ガイド出力設定（AVIC-XH009）→ P122
FMトランスミッター設定（AVIC-XH009）→ P123
DivX VODコード→P123
MSV使用領域設定→P123

（AVIC-VH009MD/VH009）
オーディオ設定

▼
2チャンネル ▶ フェーダー／バランス→P95
マルチチャンネル ソースレベルアジャスター→P95

デジタルダイレクト→P95
ダイナミックレンジコントロール→P96
ダウンMIX→P96
オートサウンドセッティング→P96
詳細設定 ▶ グラフィックイコライザー→P97

▶ フェーダー／バランス→P102 リスニングポジション→P98
ソースレベルアジャスター→P102 スピーカー設定→P99
デジタルダイレクト→P103 カットオフ→P99
Dolby Pro Logic Ⅱ→P103 タイムアライメント→P100
Neo:6→P104 スピーカー出力レベル→P101
ダイナミックレンジコントロール→P105 オートイコライザー→P102
ダウンMIX→P105
オートサウンドセッティング→P105
詳細設定 ▶ パラメトリックイコライザー→P106

リスニングポジション→P108
スピーカー設定→P108
カットオフ→P109
タイムアライメント→P109
スピーカー出力レベル→P110
オートイコライザー→P111

（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
スケジューラー ▶ 新規作成→P126

設定済み予約編集→P128
設定済み予約消去→P128
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用語索引
■ 五十音順

あ行 明るさ 130
アシスト字幕 37
アーティストグループ 47
アングル 34
アングル選択マーク 34
暗証番号 38
イコライザー
　オートイコライザー 102, 111
　グラフィックイコライザー 97
　パラメトリックイコライザー 106
色合い 130
色の濃さ 130
エクスターナルユニット 89
エニーミュージック 47, 62, 135
エリアプリセット 16
エンファシス 146
オーディオコントローラー 10
オーディオ設定画面 94
オーディオ設定リセット 119
オート（ワイドモード） 131
オートイコライザー 102, 111
オートサウンドセッティング 96, 105
オートプレイ 38
音場 112
音声言語 34, 37
音声多重放送 18

か行 ガイド /ハンズフリーSP設定 119
外部機器 91
画質 130
画像 69
基本音声 37
基本字幕 37
グラフィックコライザー 97
グループリスト 48
黒の濃さ 130
交通情報 19
コマ送り 30
コントラスト 130

さ行 再生順変更 66
サウンドセッティング（詳細設定）
 96, 106
サーチモード 26
システム設定画面 116, 121
視聴制限 38
シネマ 131

字幕言語 33, 37
ジャスト 131
ジャンル 69
主音声 18, 80
消音タイミング 117
消音レベル 117
詳細情報 24, 48, 65, 68
情報取得 73
初期設定 11, 37
シングル 44
スキャン再生 25, 86
スケジューラー →AVスケジューラー 126
スロー再生 31
ズーム 131
静止画 30
操作タッチキー 28
ソース 12
ソースメニュー 10
ソースレベルアジャスター 95, 102

た行 タイトル 43
タイトル情報 73
ダイナミックレンジコントロール 96, 105
ダイレクトサーチ 33
ダウンMIX 96, 105
タッチパネルキャリブレーション 133
地上デジタルテレビジョン 78
チャプター 30
ディスクメニュー 29
デジタルアッテネーター 116
デジタルダイレクト 95, 103
テレビ 16
テレビアスペクト 38
トラックリスト 58

な行 ノーマル 131

は行 ハイダウェイTVチューナー 114
バックカメラ 117
早送り 22, 26, 30, 31
早戻し  22, 26, 30, 31
パレンタルロック → 視聴制限 38
バンド 17, 107
ヒットチャートプレイ 52
ファイナライズ 142
フィーリングプレイ 57
フェーダー /バランス 95, 102
フォルダー 22, 23, 25, 32, 145
副音声 18, 80
ブックマーク 31
フル 131
プリセット
　エリアプリセット 16
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　ユーザープリセット 16
プレイリスト 47
プレイリスト詳細情報画面 69
ポジション → リスニングポジション 
 98, 108
ポーズ /再生 23, 48

ま行 マルチアングル 34, 38
マルチ音声 34, 37
マルチCD 85
マルチ字幕 33
マルチセッション 145
ミックスCD 26
ミュージックサーバー 42
メニュー言語 37
メモリーデバイス 75

や行 ユーザープリセット 16

ら行 ラジオ 16
ランダム再生 25, 50, 86
リアモニター 139
リージョン番号 138
リスニングポジション 98, 108
リターン再生 35
リピート再生 24, 35, 49, 84
リビングキット 42, 92, 134
連続複製防止システム 43
録音 43
録音設定 45
録音モード 46

わ行 ワイド画面 130
ワイドモード 117, 131

■ アルファベット順

A AAC 145, 147
ALL 47
AM 16
AnyMusic 47, 62, 135
ATRAC3（PC） 47
AUTO（ワイドモード） 131
AUTO TA&EQ 112
AUX　→ 外部機器 91
AV初期設定 11
AVスケジューラー 126

B BSM 17
BSSM 17

C CCCD 142
CD 22, 142
CD-DA 145
CD TEXT 85
CHAPTER REPEAT 35
CINEMA 131

D DDCD 142
DISC REPEAT 24, 35, 86
DivX 120, 123, 147
Dolby Pro Logic Ⅱ 103

F FM 16
FOLDER REPEAT 25, 35
FULL 131

G Gracenote 148
GROUP REPEAT 50

I ID3 Tag 24, 146
iPod 83
ISO 9660 145
ITS 87

J Joliet 145
JUST 131

M m3u 145
MAGAZINE REPEAT 86
MD 23, 24, 25
MDLP 23
MP3 23, 146
MSV → ミュージックサーバー 42

N Neo: 6 104
NORMAL 131

P PLAYLIST REPEAT 50

R Romeo 145

S SCMS→ 連続複製防止システム 43
SRC 12

T TITLE REPEAT 35
TRACK REPEAT 24, 50, 86

V VTR 12

W WMA 23, 145

Z ZOOM 131



は
じ
め
に

基
本
操
作

放
送
受
信

音
楽
ディ
ス
ク

映
像
ディ
ス
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ー
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
機
器

オ
ー
ディ
オ
設
定

シ
ス
テ
ム
設
定

そ
の
他
の
機
能

付　

録
この説明書は、再生紙を使用しています。

© パイオニア株式会社 2006
< KAMFF > < 06C07501 > < CRA3869-B >

この説明書の印刷には、植物性

大豆油インキを使用しています。

A
V
IC
-V
H
0
0
9
M
D
/V
H
0
0
9
/X
H
0
0
9
/H
0
0
9

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
／
応
用
編


	はじめに
	安全のために必ずお守りください
	安全上のご注意
	本書の見かた
	本書の表記のしかた


	目次
	基本操作
	オーディオ基本操作
	基本操作
	AVメニューの操作
	リスト操作

	AVソースの切り替えかた
	ソースを切り替える
	ソースをOFFにする

	画面の切り替えかた
	AVソース画面とナビ画面を切り替える
	AVソース画面を切り替える


	放送受信
	放送の受信（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
	テレビやラジオの放送を受信する
	いろいろなテレビ・ラジオ操作のしかた

	交通情報を聞く（AVIC-VH009MD/VH009）
	交通情報を受信する


	音楽ディスク
	音楽ディスクの再生
	再生する
	いろいろな再生操作のしかた


	映像ディスク
	映像ディスクの再生
	再生する
	操作タッチキーの表示のしかた
	ディスクメニューの操作（DVD）
	ディスクの再生操作
	いろいろな再生操作のしかた
	初期設定をする

	DVDビデオの初期設定のしかた
	初期設定をする

	言語コード表

	ミュージックサーバー
	ミュージックサーバーについて
	ミュージックサーバー（MSV）とは
	録音できるメディアについて

	ミュージックサーバーに録音する
	録音についてのご注意
	CD録音の制限について
	タイトル表示について
	CDを自動的に録音する
	CDを手動で録音する
	CDの1曲目だけを自動的に録音する
	CD以外のソースを録音する
	録音設定

	ミュージックサーバーの聴きかた
	グループ、プレイリスト、トラックについて
	再生する
	再生を一時停止する
	詳細情報を表示する
	表示画面を切り替える
	いろいろな再生操作のしかた

	ヒットチャートプレイ
	ヒットチャートについて
	ヒットチャート順に再生する（ヒットチャートプレイ）
	ヒットチャートプレイを中止して通常再生に戻る
	チャート情報を更新する
	最新のヒットチャートを見る
	リンクを付ける

	フィーリングプレイ
	フィーリングプレイとは
	プレイモード選択画面を表示する
	オートモードで再生する
	マニュアルモードで再生する
	フィーリングプレイを中止して通常再生に戻る
	フィーリングプレイの設定

	プレイリストやグループを作成する
	AnyMusicグループ、ATRAC3（PC）グループ、ALLグループについて
	ユーザーグループにプレイリストを作成する
	カスタマイズグループにプレイリストを作成する

	プレイリストやグループ、トラックを編集する
	グループを編集する
	プレイリストを編集する
	トラックを編集する

	タイトル情報を取得する
	タイトル情報について
	タイトル情報を取得する

	メモリーデバイスから楽曲を読み込む
	メモリーデバイスから楽曲を読み込む


	オプション機器
	地上デジタルTVチューナーの操作のしかた（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
	地上デジタルテレビジョン放送を見る
	いろいろな操作のしかた

	iPodの操作のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
	再生する
	聴きたい曲を探す
	いろいろな再生操作のしかた

	マルチCDの操作のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
	再生する
	いろいろな再生操作のしかた
	登録した曲だけを再生する

	エクスターナルユニットの操作のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
	基本操作

	ビデオなどを見る（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
	ビデオなどの見かた

	外部機器（AUX）の音声を聞く（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）

	オーディオ設定
	オーディオ設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
	チャンネルモードを 切り替える
	2チャンネルモードのオーディオ設定
	フェーダー/バランス
	ソースレベルアジャスター
	デジタルダイレクト
	ダイナミックレンジコントロール
	ダウン MIX
	オートサウンドセッティング
	サウンドセッティング（詳細設定）
	マルチチャンネルモードのオーディオ設定
	フェーダー/バランス
	ソースレベルアジャスター
	デジタルダイレクト
	Dolby Pro LogicⅡ
	Neo:６
	ダイナミックレンジコントロール
	ダウンMIX
	オートサウンドセッティング
	サウンドセッティング（詳細設定) 

	車に合わせて音場を自動で補正する（AUTO TA&EQ）（AVIC-VH009MD/VH009）
	AUTO TA&EQを行う前に
	AUTO TA&EQの設定方法


	システム設定
	システム設定のしかた（AVIC-VH009MD/VH009）
	システム設定をする

	システム設定のしかた（AVIC-XH009/H009）
	システム設定をする


	その他の機能
	AVスケジューラー（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
	AVスケジューラーとは
	スケジュールを作成する
	予約したスケジュールを確認・編集する
	予約したスケジュールを消去する

	画面を設定する（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
	画質を調整する
	ワイド画面の拡大方法を切り替える
	画面の表示モードを切り替える

	タッチパネルのタッチ位置を調整する（タッチパネルキャリブレーション）（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
	リビングキットで操作できる機能
	リビングキットとは

	エニーミュージックのサービスを利用する
	楽曲をダウンロードする
	お気に入りを登録する
	楽曲をバックアップする
	バックアップした楽曲を復元する
	USBハードディスクをフォーマットする

	リアモニターを組み合わせる（AVIC-VH009MD/VH009/XH009）
	リアモニターに表示される映像について


	付録
	再生できるディスクの種類
	DVDに表示されているマークの意味
	ディスクの操作について

	ディスクの構成について
	DVDビデオ
	CD

	WMA/MP3/AACディスクについて
	フォルダーとWMA/MP3およびAACファイルについて
	WMAとは？
	MP3とは？
	AACとは？
	DivXとは？

	Gracenoteについて
	故障かな？と思ったら
	共通項目
	TV
	FM/AM
	DVD
	CD、ROM（WMA/MP3/AAC）
	ミュージックサーバー

	エラーメッセージと対処方法
	共通項目
	DVD、CD、ROM（WMA/MP3/AAC）
	ミュージックサーバー

	索引
	メニュー索引
	用語索引



